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No. 
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術 
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器
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具・治療

器

診断技術

生命機

能・構造

の解析技

術

web 概 要 

1 Abla-Tx, Inc.  USA      1  

http://ww

w.abla-tx.

com/inde

x.asp 

Abla-Tx Inc は、腫瘍の熱剥離を監視するソフトウェア・ベースのアルゴリズムを開発するために、2005 年に

設立された非公開企業である。Abla-Tx は、全ての悪性腫瘍・良性充実性腫瘍の治療のための低侵襲性

の方法を手引きするために設立された。CT およびデジタル X 線画像化と併用して熱剥離中の温度を監視

する特許取得済みの方法は、開発し、商用化される見込みである。CTおよび二次元X 線画像化システムと

併用されるソフトウェア・ベースのサーマル・マッピング・システムの販売を可能にするために、規制当局に

よる承認を求める予定である。 

2 ACell  USA   1     

http://ww

w.acell.co

m/ 

ACell Inc.は、医学・獣医学向け製品を開発、製造、販売する再生医療企業である。自然発生する生物学上

の骨格に基づいて、ACell が製造する組織工学製品は、組織を修復し、自然な健康状態に復元する身体の

自己再生機能を促進することにより、基礎的な治癒反応を変化させる。当社の技術は、病気・怪我の治療

の選択肢の幅が劇的に広げることが可能であり、創傷のケア、手術、整形外科、皮膚科、心臓血管医療な

ど、様々な治療に応用される。ACell は、直接的、および戦略的パートナーを介して間接的に、製品のマー

ケティング、流通、販売を行う。 

3 
Active Implants 

Corporation  
USA   1 1       

http://ww

w.activei

mplants.c

om/ 

Active Implants Corporation (AIC) は、メンフィス (米国・テネシー州) を拠点とする、整形外科用機器の非

公開企業である。2004 年 6 月に設立した。早期ソリューションとしての低摩耗で柔軟な新世代インプラント

と、筋骨格の損傷・疾患の低浸襲性治療の商業化を世界規模で展開している。 TriboFit™ Acetabular 

Buffer System は、欧州 28 カ国で、人工股関節全置換術および股関節面再建術への適用の CE マークを

取得した。現在、510K 承認から市販前承認 (PMA)までを含めた、米国 FDA への承認申請を検討中であ

る。現在、イスラエルにある当社の研究開発センターでは、自社の股関節用製品の素材と同様、生分解性・

生体吸収性でない (biodurable) 高分子材料を用いた独自の人工半月板製品の前臨床試験を行なってい

る。  

4 
Actuality Medical, 

Inc.  
USA     1 1  

http://act

uality-me

dical.com

/Welcome

.html 

Actuality Medical は、軟組織の適応症向け（最初は前立腺癌と乳癌向け）の放射線腫瘍治療と外科的切除

の精度、罹病率、質を改善するための画期的なシステムを開発している。当社の最初の製品である

PerspectaSeed 4D は、外科手術中の動的な投薬（連続的な GPS）を前立腺癌の密封小線源療法に適用す

る。これは、配置されたシードの実際の位置を継続的に監視し、その後のシードの配置を忠告することによ

り、温点と冷点を減らすことを目的として設計されている。 

5 
Advanced Medical 

Diagnostics   
USA      1  

http://ww

w.amd-m

edical.co

m/html/in

dex.html 

Advanced Medical Diagnostics Group は、患者の延命・健康につながる早期医療の提供を促すために、健

康の衰えの問題を識別する早期発見・診断セクターで独自のポジションにある革新的な医療製品のインキ

ュベーターである。 

当社の目的は、これらの新しい製品、システム、関連サービスの供給で市場リーダーになるために、パート

ナーあるいは全国または地域全体の販売代理店を介して、世界市場を設立することである。 

 

Advanced Medical Diagnostics Group は、1999 年 2 月に Paul Highett-Smith（会長）および Malcolm Ellis 博

士（マネージング・ディレクター）により設立された。現在までのところ、創設者および少数の創設株主と債権

者が資金を全額出資している。 

 

VariaCardio® TF5 は、最新の遠隔測定技術を利用して、わずか 15 分間で心拍変動（ＨＲＶ）を正確に測定

する。 
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心拍変動（ＨＲＶ）の測定と分析により、以下のことが可能になる。 

•心筋梗塞後など、生命を脅かす不整脈が進行するリスクのある患者を 15 分間で迅速に識別する。 

•糖尿病などにおける心臓自律神経障害を診断する。 

•メタボリック・シンドロームや高血圧症、または心臓病などにおける交感神経の優位性の測定 

•患者の現在の健康状態を示す。 

•インターベンションの効力を証明する。 

•動悸または胸痛を診査する。 

•臨床的に明らかな病気のない人の好ましくない事象のスクリーニングを行う。 

•信頼性の高い一般集団スクリーニングを行う。 

6 Agendia BV  USA      1  

http://ww

w.agendia.

com/ 

Agendia は、効力のある個別の内科治療を可能にすることにより、癌患者の生活の質を高めることに尽力し

ている。 

 

当社は、医療専門家および製薬会社が個々の患者の癌の診断、予後、治療の対応を決定する際に助けと

なる有効な試験の開発と商用化のパイオニアである。 

 

2003 年に設立された Agendia は、既に３つの試験を市場に投入してきた。2003 年以降、癌の治療薬の開発

に重点を置く製薬会社に、個別治療の臨床試験に最適な候補者を選択することができる DiscoverPrint サ

ービスが提供されてきた。 

 

2004 年には、Agendia は、乳癌の再発リスクを予測する予後検査を商用化した初の企業になった

（MammaPrint）。さらに、原発巣の場所が分らない場合に（いわゆる「原発不明癌」）、転移の源を特定する

CupPrint 検査も投入した。 

 

2007 年には、MammaPrint が初の体外診断多変数指標測定（IVDMIA）となり、米国の食品医薬品局（FDA）

の認可を取得した。Agendia は最近、新しい結腸癌の予後分析、ColoPrint を公開した。癌の広がる可能性

を初期段階で予測する検査を開発することを期待して、ColoPrint は現在、詳細な検証中である。 

 

2008 年には、Agendia は乳癌患者向けの診断検査、TargetPrint を発売した。これにより、各患者の乳房の

腫瘍に関する非常に信頼性の高い数量データを入手することができ、将来の治療のための安全な予後ツ

ールが加わる。 

7 
Amedica 

Corporation  
USA   1 1       

http://ww

w.amedica

corp.com

/ 

Amedica は医療用窒化ケイ素セラミックの製造技術を開発した唯一の企業である。医療用窒化ケイ素セラ

ミックは、販売されている他の製品と比較して、優れた力学的特性、より高い耐磨耗性、そして、MRI や蛍光

透視法、CT 画像診断システムとの適合性が大幅に向上したインプラントの開発につながると期待される。 

 

2006 年 2 月、Amedica は、セラミック製の耐力性脊椎用器具として初めて FDA の承認を受け、2007 年には

Valeo™ Spacer System のインプラント、Cervical Plating System および Pedicle Screw System が FDA から 

承認を受けた。当社の製品パイプラインには、窒化ケイ素セラミック技術を駆使したセラミック製の頚部椎間
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板と、股関節・膝の全置換用インプラントがある。 

 

当社の目的: 脊椎と関節が弱る病気の進行を劇的に止めるためには、企業が新しいアプローチと考え方を

取り入れ、進歩する必要がある。控えめに見積もっても, Amedica はそのような企業だと考えている。当社

は日々挑戦を続けている・・・。 

8 
Anulex Technologies, 

Inc.  
USA   1 1       

http://ww

w.anulex.c

om/ 

Anulex™ Technologies は、線維輪の損傷部の効果的な修復と封止のために医療技術を自社開発し、椎間

板切除術を変えた。椎間板切除術は、痛みの激しい椎間板ヘルニア治療としてもっとも一般的な手術であ

る。今日、線維輪椎間板周辺の軟組織 (線維輪として知られている) を修復する迅速かつ有効な方法はな

い。線維輪の修復をしなければ、椎間板ヘルニアの再発と再手術をまねく可能性がある。  

9 ApaTech  UK   1         

http://ww

w.apatech

.com/ 

本社および製造施設は英国 Elstree (ロンドン北西部) を拠点とし、米国内の事業所はボストン圏 (Greater 

Boston) の Foxborough (米国マサチューセッツ州) に所在する。  

10 
Apollo Endosurgery, 

Inc.  
USA     1 1  

http://ww

w.apolloen

do.com/ 

Apollo Endosurgery は、Translumenal（NOTES、Transgastric）、胃バイパス手術、腹腔鏡手術、腔内手術

（内視鏡治療）の分野における機器・治療法の開発の世界的なリーダーである。内視鏡治療分野において

で世界で最も評判の高いソート・リーダーとして広く知られる Apollo Group と、低侵襲性手術の世界的リー

ダーから構成される当社の外科手術諮問機関の協力により、当社は先進的な低侵襲性治療を開発してい

る。 

11 

Applied Genetics 

Technologies 

Corporation (AGTC)  

USA 1     1

http://ww

w.agtc.co

m/ 

Applied Genetic Technologies Corporation (AGTC) は、遺伝療法へのウィルス・ベクターの利用を指揮する

5 人の科学リーダーにより 1999 年 1 月に設立された。その後、彼らは、遺伝子療法へのアデノ随伴ウィルス

（ＡＡＶ）の応用に関する戦略的に重要な知的所有権ポートフォリオの権利を獲得した。それ以降、当社は

40 件超の米国および外国の特許のライセンスに署名して、2 度のベンチャー・ファイナンシングを完了した。

現在は 5 つの製品を積極的に開発しており、バイオテクノロジー企業上位 5 社との提携に合意した。 

 

AGTC の直近のファイナンスは 2003 年 11 月に完了し、Interwest Partners of Menlo Park, CA

（ www.interwest.com ） に よ り 指 揮 さ れ た 。 他 の 投 資 家 は 、 Skyline Ventures of Palo Alto, CA 

（ www.skylineventures.com ） 、 Intersouth Partners of RTP, NC （ www.intersouth.com ） 、 MedImmune 

Ventures of Gaithersburg, MD（www.medimmune.com）などだった。当社は、主力製品の臨床開発、および

生産プロセスの拡大の資金として、この期間に 2,700 万ドル超を調達した。 

 

AGTC の主力製品候補は、気腫の遺伝的原因である Alpha One Antitrypsin Deficiency（Alpha One）の治療

である。Alpha One は、西欧諸国の成人に最もよく起こる致命的になり得る遺伝病である。Alpha One の患

者数は約200,000人と推定される。この治療の最初の製剤のための第1相人体臨床試験は、大学がスポン

サーとなる試験としてフロリダ大学で行われ、この治療法の安全性が実証された。より効能が高い製剤に

ついて、AGTC がスポンサーを務める２度目の第１相試験が現在進行中である。 

 

ビジネスモデルとしての AAV 遺伝子療法の実行可能性が直面する最大の問題の１つは、高コストかつ非

効率であり、不十分な可能性がある細胞培養による製造方法である。AGTC は、高度に拡張可能なAAV の
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製造プロセスに自社の専門技術を応用した。AGTC は、大規模なバイオリアクターの生産に合わせて改良

した新しい生産手法の独占権を持つ。バイオリアクターは、一貫した大規模な媒介生物の生産を可能にし、

本格的な臨床試験と発売を簡単にサポートする。 

 

当社の戦略は、既知の遺伝子の投与により治療することができ、他に適切な治療法がない疾患を特定する

ことである。これに基づいて、４つの追加的な製品候補も進めている。Alpha One など、これらの製品のうち

３つは、希少薬の指定を受けるのにふさわしい。これらは、レーバー先天性黒内障（LCA）、X 連鎖性網膜分

離症（XLRS）、色盲の治療薬である。これらの疾患は全て、早期の失明の原因となる遺伝性の欠損症であ

る。このような破壊的な疾患の患者は現在、利用できる治療薬がない。 

 

開発中の 5 つ目の製品は、希少薬ではないものの、眼病の適応における AGTC の経験を基礎としている。

これは、現在利用可能な治療法ではコントロールされない緑内障患者（全症例の約 10%を占める）の治療薬

である。 

 

AGTC は、加齢黄斑変性症の治療法も Genzyme Corporation of Cambridge, MA (www.genzyme.com)と共

同開発してきた。同チームは最近、同治療法の臨床的可能性が高いことを示す概念・安全性試験に関する

臨床前の証明を全て完了した。AGTC は最近、臨床試験プロセスを開始する Genzyme に、同治療法の全て

の商権を供与した。 

 

 AGTC の設備は、プログレス・パークにあるフロリダ大学からわずか 20 分程度のフロリダ州アラチュアにあ

る。急成長するこのビジネス・パークは、ライフサイエンスを基礎とする多数の企業およびフロリダ大学の

Sid Martin Biotechnology Development Incubator （www.biotech.ufl.org）の所在地である。 

12 
Applied Spine 

Technologies  
USA     1       

http://ww

w.applieds

pine.com/

Applied Spine Technologies, Inc. は、慢性腰痛を治療する Stabilimax NZ® System を開発するために設立

された。当社の設立者である科学者の Manohar Panjabi 博士は、世界的に著名なエール大学医学部の教

授であり、独自の研究報告書 267 本と 2 冊のテキスト(Clinical Biomechanics of the Spine および 

Biomechanics in the Musculoskeletal System) の著者である。 同教授は脊椎関節機能と、そのインプラン

トへの影響についての権威としても認められている。 

13 Arbel Medical 
Isra

el 
    1   

http://ww

w.arbel-m

edical.co

m/ 

革新的な寒冷療法を提供する非公開企業の Arbel Medical は、イスラエルの著名なベンチャー・キャピタル

の支援を受けて、医療業界のベテランにより 2005 年に設立された。当社は、診療所・個人病院ベースの次

世代の寒冷療法技術により、患者ケアを改善し、医療費を低下させることを目指している。 

 

Arbel の革新的かつ独自に拡張可能な IceSense プラットフォームは現在、従来の良性腫瘍治療法および悪

性腫瘍の切除術に代わる遥かに侵襲性が低い方法を提供する。 

 

一連の審美医療への応用も、当社のソリューションの展望に含まれている。 

14 Archus Orthopedics  USA    1    
http://ww

w.archusu

2001 年 7 月に設立された Archus Orthopedics は、椎間関節の退行性変化から生じる様々な脊髄障害を治

療するための一連の再建インプラントを開発する非公開企業である。Archus Orthopedics, Inc.は、2005年8
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sa.com/ 月に、Total Facet Arthroplasty System®（TFAS®）に関する米国の臨床試験を開始した。TFAS®は、脊髄

狭窄（椎間関節の退行性変化により脊髄神経が圧迫され、脚に神経症状が生じた状態）の治療を目的とし

て設計され、特許を取得した新しい脊椎インプラントである。脊髄狭窄の患者はこれまで除圧椎弓切除手

術を受けてきたが、これは脊椎固定を伴うことが多い。TFAS®は、脊椎の安定と正常な動きを回復させる目

的で、退行性の椎間関節を人工関節インプラントに取り替え、脊椎固定の必要はない。 

15 
Argo Medical 

Technologies  

Isra

el 
    1   

http://ww

w.argome

dtec.com

/ 

Argo Medical Technologies Ltd.は、下肢障害のある人向けの歩行回復器具の開発、販売に従事している。

当社の主力の ReWalk™製品は、車椅子の利用者に代替の移動手段を提供し、麻痺のある人が立ち上がる

こと、歩行すること、さらには階段を昇ることを可能にする。 

 

2001 年に設立され、ハイテク産業地区のHaifa's MATAMにあるArgo は、2007 年末まで、TechnionSeed（元

Technion Incubator）の後援を受けて事業を運営していた。TechnionSeed はイスラエルの有名な技術研究

所 Technion の一部であり、世界で最も革新的な技術のいくつかを生み出した。 

 

Argo は、多くの専門分野にわたるシステムの研究開発、エンジニアリング、製造で数十年の実績があること

に加えて、運動障害分野における専門家チームにより運営されており、世界的なマーケティング、販売、事

業展開の幅広い経験を持つスタッフを誇っている。当社は、医学、バイオ医薬品エンジニアリング、ロボット

工学、マーケティングの分野で、有名な国際的な専門家による諮問機関から援助を受けている。 

16 
Argo Medical 

Technologies  

Isra

el 
      1     

http://ww

w.argome

dtec.com

/ 

Argo Medical Technologies Ltd. は、下肢障害者の歩行機能回復機器の開発と販売を行なっている。当社

の主要製品である ReWalk™ は、身体麻痺患者が立ったり、歩いたり、また階段を上ることさえも可能にし、

車椅子を利用する人びとに、歩行という選択肢を提供する。 

 

当社は、2001 年、Haifa (イスラエル) の MATAM ハイテク工業団地に設立。2007 年末まで TechnionSeed

社 (前 Technion Incubator 社) 後援で、イスラエルの著名な技術研究所で、世界でもっとも革新的な技術を

生み出す Technion 一部を運営。 

 

当社は、専門分野を結集したシステムの研究開発、工学、製造における数十年に及ぶ経験を有する歩行

障害分野の専門家チームによって運営されており、世界規模のマーケティング 、販売および事業展開にお

ける幅広い経験を有するスタッフも当社の誇りである。医学、生物医学、工学、ロボット工学およびマーケテ

ィングの分野において著名な国際的専門家の諮問機関の支援を受けている。 

17 Ars Arthro  

Ger

man

y 

  1         

http://ww

w.arsarthr

o.com.tr/

eng/defau

lt.asp 

Ars Arthro Biotechnology Laboratory は、人々が健康的で質の高い生活を送ることを目指す。ビジョン: バ

イオテクノロジーの分野で研究プロジェクトを立ち上げ、新しい医療用製品の開発をして、人々が健康的で

質の高い生活を送れるようにすることを目指す。 

 

課せられた使命: 当社の価値感に照らし、人間の健康と科学を第一と考える倫理観に従って行動する。当

社は、製品の生産工程から適用段階まで必要なことすべてを満たす。当社は国内外の法規制に従い、今

後も品質保証システムにおける内部監査を受ける。 

18 Arteriocyte, Inc.  USA     1   http://ww Arteriocyte Medical Systems, Inc.は、手術の成果を改善するための新しい医療機器の開発と販売に注力
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w.arterioc

yte.com/ 

する大手医療機器企業である。2007 年に Arteriocyte, Inc.および DW Healthcare Partners により設立され

た Arteriocyte Medical Systems は、特に心臓病、整形外科、血管の手術において満たされていない重大な

医療ニーズに対処するために、患者および医療専門家に革新的なソリューションを提供することに尽力して

いる。 

19 
ArthroWave Medical 

Technologies 
USA     1       

http://ww

w.arthrow

ave.com/

ArthroWave Medical Technologies は、米国メリーランド州のバイオテクノロジー企業で、革新的な特許電気

機器の研究開発および販売を通じて、医療費の低下に貢献する一方、関節炎などの関節疾患の薬剤を使

わない非浸襲性治療の提供に専心している。当社は、BioniCare Knee System を提供している。これは、独

自の低振幅の電気パルス刺激を利用した、変形性膝関節症による疼痛と症状の管理療法として、薬剤を

使用しない非浸襲性の初の、また唯一の製品である。BioniCare Knee Device は当初、BioniCare Medical 

Technologies, Inc. から発売された。2008 年 4 月、 当社は、本製品の独占的製造業者となった。 当社は非

公開の有限責任会社 (LLC)であり、米国メリーランド州ボルチモア北部の Sparks に本拠を置く。 

20 
Ascension 

Technology 
USA     1   

http://ww

w.ascensi

on-tech.c

om/ 

Ascension は、医療指導、低侵襲性の手術、リアルタイムの透視、目標捕捉のための 3 次元追跡装置を製

造する。当社の位置・方位追跡装置は、画像誘導手術のために、医療器具を操縦、配置、誘導する。また、

3D グラフィックの世界とやり取りするために、現実世界の対象物をデジタル化して、操縦者のヘルメットを追

跡し、人間の動きを記録する。先駆的な Flock of Birds から最新の 3D Guidance 追跡装置までの Ascension

の革新的な技術は、3 次元追跡のニーズに対応することができる。 

21 Atlas Spine  USA     1       

http://ww

w.atlasspi

ne.com/ 

当社に課せられた使命は、最高水準の性能と簡便性を兼ね備えた脊椎プラントおよび器具システムの作製

である。 

 

当社の歴史は、Matt Baynham(製品デザイナー長)、脊椎外科医の Bret Baynham 博士、Clay Baynham 博

士Dave Campbell 博士ら創業者の経験と知識に基づく (2001 年設立)。当社は、社内の品質、薬事、工学お

よびマーケティングの専門家を含むきわめて経験豊富な経営チームに加え、Danek 社設立者の Alan Olsen

が議長を務める全国的に認められた取締役会、Chet Sutterlin 博士が議長を務める科学諮問委員会 によ

って支えられている。将来は引き続き、脊椎固定術、生体吸収性、生物由来製品、動的可動性維持技術の

分野で差別化を図った製品開発に焦点を絞っている。  

22 Axial Biotech  USA   1 1       

http://ww

w.axialbiot

ech.com/

Axial Biotech は、ベンチャー企業が後援する非公開企業である。国際的に認められている脊椎外科医お

よび遺伝学者によって 2002 年に設立された。当社は脊椎障害の遺伝子診断と治療ソリューションの開発と

商業化に焦点を当てている。 

23 AxioMed Spine   USA     1       

http://ww

w.axiomed

.com/ 

米国オハイオ州クリーブランドに所在する AxioMed Spine Corporation は、脊椎変性疾患患者の脊椎の機

能回復を目標として製品開発を行なうために 2001 年に設立され、脊椎変性疾患の標準治療を、脊椎固定

術や第一世代の人工椎間板を超えたものに発展させた。設立以来、 AxioMed は未公開株として、一流の

ベンチャー投資家から 3,400 万米ドルの資金を調達している。当社の Freedom® Lumbar Disc が開発さ

れ、臨床試験が開始された。当社は、2006 年初めに当社に加わった Patrick McBrayer 最高経営責任者 

(CEO) が率いる。McBrayer 氏は 設立者の James Kuras 最高業務執行責任者 (COO) とともに、初期の

人工椎間板開発の取り組みなど、脊椎インプラントでかなりの経歴と専門知識を有する経験豊富な経営・

開発チームを率いている。当社には、脊椎と工学の分野の経験が豊富な専門家もいる。経営・開発チーム

は、主要な脊椎センターと大学の外科医の医学諮問委員によってさらに増強されている。本社には、製品
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の開発・試験、臨床･薬事関連および製造の部門がある。AxioMed は、腰椎椎間板置換術の経験を頚椎に

関連する進行中の開発プロジェクトに活かしていく。  

24 AxoGen, Inc.  USA   1 1    

http://ww

w.axogeni

nc.com/in

dex.html 

AxoGen™は、末梢神経の修復・再生の改善に重点を置くことを目的として 2002 年に設立された。末梢神経

は、中枢神経系と全身の筋肉または器官との間の運動・感覚シグナルの経路になる。神経が損傷すると、

多くの点で患者は影響を被る。腕に外傷を負うと、力、動き、筋肉量が損なわれる可能性がある。前立腺癌

により前立腺および海綿体神経を除去すると、勃起障害や失禁の原因になる可能性がある。顔面神経が

損傷すると、患者は笑うことができなくなる可能性がある。毎年、数十万人が、末梢神経の機能に影響を及

ぼす可能性がある外傷を負ったり、手術を受けたりする。AxoGen は、このような患者の治療基準を改善す

るにあたり、外科医をサポートすることに尽力している。 

 

AxoGen は、三次元の骨格および組織の主な生化学的要素を保護する神経組織の処理に関して独自の知

識を有している。この知識は、フロリダ大学の McKnight Brain Institute の David Muir 博士およびテキサス・

オースティン大学の Christine Schmidt 博士による研究と組み合わされた。Muir 博士は、末梢神経の修復時

の軸索再生の抑制におけるコンドロイチン硫酸プロテオグリカン（CSPG）の役割を特定し、組織から CSPG

を除去するための方法を開発した。 Schmidt 博士は、末梢神経の構造を保ちながら、その神経の細胞と細

胞残屑を除去するための方法を開発した。AxoGen はこれらの技術を利用して、自然に発生する成長促進

剤の保護、軸索の成長抑制剤の除去、神経の三次元構造の維持、組織の排除につながる細胞の除去を

行う初の末梢神経修復オプションを作成した。当社は、末梢神経の修復を改善することに引き続き尽力して

おり、フロリダ大学、テキサス大学、およびその他の研究機関から相補的な技術のライセンス供与を受けて

神経修復製品ラインを作り出してきた。 

 

フロリダ州アラチュアに拠点を置く AxoGen は、有能な科学的な経営陣を確立してきた。当社は非公開企業

であり、フロリダ州ゲインズヴィルの SynoGen、 フロリダ州ゲインズヴィルのEmergent Growth Fund、ジョー

ジア州アトランタの Acquitive Medical Ventures、ニュージャージー州プリンストンの Cardinal Partners、カリ

フォルニア州メンローパークの DeNovo Ventures、フロリダ州ジャクソンヴィルの Springboard Capital II, LLC

から資金援助を受けている。当社は、成功を収めてきた経験豊富な経営陣、優れた技術、この市場におけ

る大幅な拡大・開発の余地を利用して、市場での競争優位を維持する見込みである。 

25 Azopax Therapeutics  USA 1      

http://ww

w.azopax.

com/ 

Azopax Therapeutics, Inc.は、高度な徐放性の注射可能なミクロスフェア製剤を開発する新興の特殊製薬

会社である。このミクロスフェア製剤により、医薬品やバイオ医薬品の送達を改善することができる。Azopax

の第 2 世代の蛋白・ペプチド薬の製品パイプラインは、糖尿病、癌、肥満、内分泌障害の治療に重点を置い

ている。他の薬物送達技術とは異なり、Azopax のミクロスフェア製剤は、最適な効力に必要な安定的な血

中濃度、優れた性能のために必要なその他の製品機能により、バースト（副作用の原因になる高い初期ピ

ーク・レベル）を生じることなく蛋白・ペプチド薬を送達する。 

26 BARRx   USA     1   

http://ww

w.barrx.co

m/ 

BÂRRX Medical, Inc.は、食道の内側を覆う組織の薄層の前癌性変化であるバレット食道のためのソリュー

ションを開発するために設立された、医療機器企業である。 

 

数百万人のアメリカ人がバレット食道という診断を受けている。これは、慢性的な胃食道逆流症（GERD）と
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関連することが知られている。多くのアメリカ人がバレット食道を患っていながら、そのことを知らない可能

性があり、そのために食道癌の診断が毎年、着実に増加している可能性がある。 

 

BÂRRX Medical, Incは、革新的なHALO技術を利用して、バレット食道を完全に除去することができることを

臨床研究により実証することに成功してきた。製品の HALO システムは、バレット食道と呼ばれる病患のあ

る食道の内膜を治療し、安全に除去することを目的として設計されている。当社の目的は、バレット食道の

患者全ての予後や生活の質の向上である。 

 

臨床研究で使用される HALO360 システムおよび HALO90 システムは、米国食品医薬品局による認可を取

得しており、市販されている。 

27 Benvenue Medical   USA     1       

http://ww

w.benven

uemedical

.com/ 

2004 年設立された、米国カリフォルニア州マウンテン・ビューに本拠を置く Benvenue Medical, Inc.は、浸襲

性を最小限に抑えた、手術と介入の独自のソリューションを開発し、脊椎の修復を促進している。  

28 

BioAssets 

Development 

Corporation  

USA     1       

http://ww

w.biodevc

o.com/ 

BioAssets Development Corporation (BDC) は、市販されている生物製剤および新規の生物製剤の新規適

応を開拓している。当社が率先して行う主要な取り組みは、脊椎障害で生じる痛みの根本原因に対処する

ために、サイトカイン阻害薬開発に焦点を当てている。当社は、業績の良い生物製剤の適応拡大によって、

事業パートナーの戦略的コア資産の価値が最大になるように共同事業を提供している。  

29 BioCure  USA   1         

http://ww

w.biocure.

com/ 

BioCure は、活発なヘルスケア市場でトップ企業となることに尽力している。 

 

現在、治療法が少ないあるいは存在しない、様々な病態の治療のために、製品ソリューションを提供し、医

学界および治療中の患者ために尽力している。 

 

当社独自の知的資本は、経験豊富で精力的な従業員が開発した特許技術、生体材料および製造工程の

革新が結集して生まれる。 

 

当社のビジョンは、医療機器およびバイオテクノロジーの分野でトップの商業パートナーとの、強く、製品に

焦点を当てた共同事業の創出である。 

 

このような共同事業における当社の役割は、研究開発および製造革新から臨床段階まで開発を発展させ

ることである。当社の共同事業パートナーは、臨床、販売、市場取引の専門知識を持ち寄り、製品開発を商

業化の成功に結びつける。 

30 BioMosaics, Inc.  USA 1    1  

http://ww

w.biomosa

ics.com/ 

BioMosaics はバイオマーカー開発企業である。当社は、癌の早期発見のため、および作用機序、病因、患

者の症状のばらつきの分子基盤、進行、治療の反応を理解するためのツールとして、独自のバイオマーカ

ー分析の研究、開発、商用化に従事している。 

 

当社は、以下の 2 つの分野に重点を置いている。 
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肝細胞癌（HCC）の診断の助けとなる Glypican-3（GPC3）血清・組織試験の開発、および人間の体細胞変

異の発見のためのバイオマーカーの開発組織・血清における Glypican-3 の発見のための当社の免疫組織

化学および ELISA 分析キットは、最高水準の質、性能、結果をもたらすように製造されている。 

 

当社は、学問研究、毒物検査、医薬品開発における様々な応用のための契約サービスとして、体細胞変異

の HPRT T-細胞クローニング分析を実行している。 

 

BioMosaics の研究開発では、治療の発見の新しい手法、および病気の早期発見と治療への反応の監視の

ための診断試験の開発を可能にするバイオマーカーが生じる。 

31 BioResonator AB  
Swe

den 
     1  

http://ww

w.bioreso

nator.com

/ 

背景と歴史： 

BioResonator は、日本の Sadao Omata 教授と協力研究者、スウェーデンの Centre for Biomedical 

Engineering および Umeå 大学物理学科の Olof Lindahl 教授と協力者による共同研究から生じた特許に基

づいている。当社の主力技術は、圧電セラミックから作られる共鳴センサーである。 

このセンサーは、電子回路を適用することにより共振周波数で振動するように作られる。共鳴センサーは、

小型化することができ（普通のマッチ棒の半分のサイズなど）、診断機器での利用に適している。 

当社は 2000 年に設立され、Umeå 大学を起源とする種会社である。 

研究チームは、教授 2 人、准教授 2 人、博士 2 人、理学修士エンジニアまたは大学院生 4 人から構成され

ている。 

 

ビジネス・モデル： 

ビジネス・モデルは、センサー技術全般、特に圧電子の機会に関するコア・コンピタンスと詳細な知識に基

づいている。この分野でのコンピタンスを維持し、発展する必要があり、可能な限り、他の大学および商業

組織との緊密な協力により強化する必要がある。短期的な戦略は、既存の開発・生産能力およびグローバ

ルなマーケティング・販売組織を持つパートナーを探すことである。 

 

ビジネス・コンセプト： 

当社のビジネス・コンセプトは、医療・ヘルスケア市場でセンサーおよび診断システムを開発し、販売するこ

とであり、特にバイオ医薬センサーに重点を置いている。センサーおよび診断システムという用語には、一

般結果・データのデジタル転送や処理も含まれる。 

32 BioTHER  USA 1      

http://ww

w.biother.

net/ 

BioTHER の共同創設者は、Houston Medical Center で働いていた間、免疫細胞が腫瘍と闘うことにより、3

つの免疫ホルモンの生産不足が原因で成長する腫瘍もあることを発見した。腫瘍と闘う免疫細胞にこれら

の免疫ホルモンを提供することで、患者の免疫システムにより腫瘍の退行や消失が促される可能性があ

る。治療のモダリティは蛋白質治療と呼ばれ、既に糖尿病、貧血、その他の疾患の治療に利用されている。

糖尿病患者は治療のために自分自身にインシュリンを注射し、貧血症患者はその克服のためにエリトロポ

イエチンの注射を入手する。  

 

BioTHER の癌の蛋白質治療は、癌と闘う免疫細胞に、不足している免疫ホルモンを腫瘍内で直接提供し、
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腫瘍の退行を促す。BioTHER の蛋白質治療の実用的原則は、1 型の炎症と呼ばれる。1 型炎症は、これま

でに、人間の 6 種類の腫瘍タイプで腫瘍の消失を促すことが示されてきた。これには、胸部、膀胱、結腸、

肺、腎臓、皮膚の腫瘍が含まれる。 

 

BioTHERの T1-THERTMは米国および欧州で特許を取得した。当社は、この新しい癌治療を癌患者に提供

することに尽力するビジネスマンと科学者から成るバランスのとれたチームである。 

33 Biowave Corp USA     1       

http://ww

w.biowave

.com/ 

Biowave の 神経調節による疼痛治療機器 Deepwave®、 Homewave® および Sportswave® は、特許技

術である治療目的の電気信号を体内の深部組織に送り、疼痛の伝達を遮断して身体機能を改善する。二

重盲検無作為化クロスオーバー試験など多数の臨床試験では、20～30 分の治療で患者に次の有意な有

益性が認められた。 

 

• 平均 75%の即時の疼痛緩和 

• 最大 24 時間の疼痛緩和 

• 可動性の増加 

• 硬直の軽減 

• 筋肉の痙攣の軽減 

 

当社の高性能な特許技術である信号混合技術は、設定処理がなく、きわめて使いやすい。本機から発信さ

れる信号は、皮膚を通過し、深部組織に届き、疼痛の伝達を遮断するように最適化される。 

 

さらに、当社の SmartPAD™ 技術は、当社が製造する各電極に使用されている。SmartPAD™ 電極では、

連続的なモニタリングや、深部組織に治療目的の電気エネルギーを正確かつ安全に届ける電気信号技術

の調節が可能である。 

 

当社の神経調節による疼痛治療システム全製品による腰、肩、首、股関節、膝、肘、脚、腕、手首、手、くる

ぶし、足の関節や筋肉に生じる慢性、急性、術後疼痛の治療において、有害な副作用が起こることはあり

ません。Deepwave®、 Homewave® および Sportswave® の機器を使用すれば、モルヒネ、麻酔薬などの

鎮痛剤の必要性が小さくなり、あるいは必要性がなくなり、生活の質が大幅に向上する。  

34 Bone Biologics  USA   1 1       

http://ww

w.bonebiol

ogics.com

/ 

Bone Biologics は、オーソバイオロジック (Orthobiologics) の分野に注力するバイオテクノロジー専門の企

業である。当社は、カルフォルニア大学ロサンゼルス校の教授陣が 2004 年に設立した。当社の比類のない 

UCB-1TM タンパク質を基材とした技術の目標市場は、骨と軟骨組織の再生である。このプラットフォーム

技術は、脊椎整形外科、一般整形外科、形成再建外科、神経外科、インターベンショナル・ラジオロジー、

スポーツ医学の分野で治療成績の向上に応用されている。主力製品の開発および臨床研究は、脊椎固定

術に焦点を当てている。急速に成長しているこの市場分野は、現在のところ治療成績の向上が十分ではな

い。現在行われている研究で、UCB-1TM 技術は、現在の水準を満たし、さらにそれを上回る治療成績を

収めている。 

35 Bone Solutions  USA     1       http://ww 米国テキサス州ダラスに所在する非公開のオーソバイオロジック技術企業 Bone Solutions, Inc. (BSI) は、
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w.bonesol

utionsinc.

com/ 

独自のマグネシウム化合物を用いて、FDA 承認申請に関わる医療業界に対して、新しいソリューションを提

供する。このソリューションは、外科医が整形外科・口腔外科の領域でさまざまに適用するのに強力であり

ながら簡便なものである。当社は、新製品が整形外科に関連する手術への適用の多くで成功率を上げると

信じている。 

 

推定 6 億米ドル以上の潜在市場である整形外科・口腔外科市場における新たな選択肢として適用できるこ

とを確かめるために、是非当社のウェブサイトをご覧いただき、特許申請中の技術の他、プラットフォーム特

許技術をさらに知っていただきたいと思う。 

 

当社が最初に FDA 承認申請を行った製品は、OsteoCrete™ Bone Void Filler である。 これは、注入と成

形が可能で、生体適合性があり、骨治癒に必要な時間を短縮して完全に生体吸収される生物製剤である。

骨治癒、骨修復時の腱、骨のインプラントの際に接合と機械的支持の役割を果たす。   

36 Brainsway, Inc.  
ISR

AEL 
    1   

http://ww

w.brainsw

ay.com/B

rainsway/

index.asp 

Brainsway Inc.は、深部経頭蓋磁気刺激（TMS：Transcranial Magnetic Stimluation）システムの開発と販売

に従事している。これは、幅広い神経・精神疾患の治療向けの革新的な非侵襲性装置である。原則として、

特定の脳部位の病的な活動に伴う脳関連の疾患をこの方法により治療することができる。依存症、統合失

調症、肥満、摂食障害、パーキンソン病、アルツハイマー、自閉症、PTSD などに適用される可能性がある。 

 

当社の主な重点分野は、大鬱の治療である。 

 

Brainsway の独自の技術は、国立衛生研究所（NIH：National Institutes of Health）および当社が申請した特

許に基づいている。Brainsway は、この特許と技術について NIH から独占的ライセンスを受けている。 

 

当社は健常人を対象とする臨床試験を実施し、この技術の安全性および脳の深部を刺激する能力を実証

した。重い臨床的鬱病の患者および統合失調症患者を対象とする臨床試験が現在進行中である。全ての

臨床試験は、FDA のガイドラインに完全に従って行われている。 

37 C5 Medical Werks  USA     1       

http://ww

w.c5medi

calwerks.

com/ 

C5 Medical Werks は、医療品製造企業に、最先端のセラミック製造、材料の専門技術および試作品に特

化した工学技術支援を提供し、製品の設計と特許を商業化する。世界中から最高品質のインプラント材と

機器の製造依頼があり、当社はもっとも厳格に条件設定した品質システム下で製造することを保証する。 

38 Cannuflow   USA       1     

http://ww

w.cannufl

ow.com/ 

Cannuflow Incorporated (CFI) は、医療従事者が関節鏡視下手術において輸液管理をより効果的におこな

えるようにする先進的な医療機器の開発と販売をおこなっている。当社の熱意あふれるチームは、手術現

場、医療機器および営業の専門家から構成され、革新的で高性能な、費用効率の高い機器の設計、製造

および販売を専門におこない、関節鏡視下手術に常に伴う問題に対して、真のソリューションを提供する。

患者に潜在するリスクの低減および手術の効率化を特に考えた機器の革新的技術の開発は、当社の使命

である。 

 

2002 年に設立し、米国カルフォルニア州シリコンバレーを拠点とする Cannuflow は、大切な顧客をサポー



- 280 - 

No. 
会社名 国 

創薬や薬

物搬送技

術 

生体材料
埋込型機

器

手術用器

具・治療

器

診断技術

生命機

能・構造

の解析技

術

web 概 要 

トするために国内外に強力な販売・顧客サービス・ネットワークを有する非公開企業である。当社は、産業

研究への大きな投資および業界のリーダーと顧客との長期にわたる親密な関係を通して、積極的に外科分

野の趨勢に後れを取らないようしている。 

 

医療予算への圧力がいっそう大きくなるにつれ、より早く、効率と安全性の高いデバイスが欠かせないもの

となっている。当社は、新しい最先端ソリューションの開発を続けていくことに自社の専門技術と技術的資

源を利用することに尽力している。当社の機器は米国で製造され、外科医が処置の安全性と効率性を向上

し、患者の良好な転帰を保証することに貢献している。これによって、関節鏡視下手術の輸液管理機器の

性能に、新しい標準ができつつある。 

39 Cardiatis  
Belg

ium 
  1 1    

http://ww

w.cardiati

s.com/ 

ベルギーにある革新的な医療技術企業の Cardiatis は、特許権を有する FluidSmart 3D 多層ステント技術プ

ラットフォームの開発に重点を置いている。これは、血管内の動脈瘤の修復のための次世代技術である。 

40 Cavadis B.V.  

Neth

erla

nds 

     1 1

http://ww

w.cavadis.

com/ 

会社概要：Cavadis は、ユトレヒト大学の Experimental Cardiology 部およびロッテルダムの Erasmus MC の

Bioinformatics 部門の著名な科学者による共同イニシアチブとして設立された生物医学企業である。

Cavadis の目標は、多くの血栓形成不安定プラークがあるために不安定な心血管系疾患になりやすい患者

の治療のための診断・治療ツールを提供することである。 

 

満たされていない医療ニーズ：プロテオミクス技術の急速な進歩にもかかわらず、一次的または二次的な

心血管有害事象のリスクがある患者の特定に役立つ重要な疾病マーカーは大幅に不足している。病気は

同じでも、治療法および全体的な成果への反応が異なる患者を区別することができるバイオマーカーの必

要性が大きい（L Anderson を引用）。 

 

疾患：アテローム性動脈硬化は、動脈壁の脈管内膜層の進行型炎症性肥厚である。アテローム性動脈硬

化は数十年かけて進行し、管腔の大幅な縮小につながるヘルニアおよび管腔血栓症によりアテローム硬

化性プラークが複雑化した時（いわゆる不安定プラーク）に臨床的に明らかになる。アテローム性動脈硬化

は全身性の疾患である。病変から、ある動脈系の臨床的な症状が生じた場合は、その後、他の動脈系でも

症状が現われるリスクが高まる。 冠状動脈の管腔の縮小に苦しんでいる患者は、頚動脈の疾患または跛

行を患うリスクが高く、逆もまた同様である。従って、共通項は様々な臓器系で動脈の疾患が同時に加速す

ることに関与すると仮定する可能性が高い。 

 

製品：Cavadis はバイオ情報科学技術を利用して、診断・予知バイオマーカーおよび新しい治療目標のため

に、Athero-EXpress の研究から得られたプロテオミクスおよび臨床データをスクリーニングする。さらに、

Cavadisは、特定の薬物療法の利用について患者を分類することを目的とする製品を開発する予定であり、

これによりアテローム性動脈硬化の個別の治療が可能になる。 

 

市場：毎年、世界中で約 1,700 万人がアテローム性動脈硬化で死亡しており、欧州では医療・損害または生

産性の費用は年間1,690億ユーロを上回る。米国単独では、CVDは全死亡原因の約40%を占め、直接年間
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医療費が 2,290 億ドルと大きな経済的負担となっている。このような傾向を反転させるために、American 

Heart Association は、冠状動脈性心疾患、脳卒中、およびリスクを 2010 年までに 25%削減するための公式

の効果目標を 2007 年に定めた。先進国および開発途上国における II 型の糖尿病の罹患率が上昇している

ことが、心臓血管疾患による罹病率および死亡率に影響を及ぼすことは間違いない。 

41 CeMines   USA 1    1  

http://ww

w.cemines

.com/ 

CeMines は、自動抗体およびスプライス変異技術という 2 つの方法を用いて癌診断を開発するために、

2000 年に Richard Cavalli、Toomas Neuman および Kaia Palm により設立された。  

 

当社が重視しているのは、人体内で癌を正確かつ早期に発見することである。当社の主な製品は、肺癌に

重点を置いている。 

42 Cervitech, Inc.  USA     1       

http://ww

w.cervitec

h.com/ 

Cervitech の経営陣は、革新的な人工頚椎椎間板の技術開発の使命を持ち、人工椎間板、人工頚椎の先

進技術の開発、及びマーケティングにおいて広範な経歴を有する。当社は、数十年にわたる人工関節技術

のパイオニアである Waldemar Link GmbH & Co. KG の Helmut Link によって設立され、最先端のドイツの製

造・製品開発技術と英米を中心とした事業を合体した。世界中の一流脊椎外科医による指導のもと、当社

はさまざまな徴候に対応するインプラントと器具一式を外科医に提供するための、包括的なシステムの設

計および材料の開発に注力している。 

43 
Chestnut Medical 

Technologies, Inc.  
USA    1 1   

http://ww

w.chestnu

tmedical.c

om/ 

Chestnut Medical Technologies, Inc.は、インターベンショナル神経放射線学の新しい低侵襲性の治療を開

発するために設立された。Chestnut の使命は、神経血管疾患の治療の成果を改善し、合併症を抑えなが

ら、利用し易い技術を開発することである。 

Chestnut Medical のチームでは、経験豊富な医療機器のベテラン、エンジニア、臨床医が、医師のニーズ

に耳を傾ける独自の環境を作り出すために協力している。Chestnut Medical は、血管内治療分野における

医師のフィードバックおよび当社の幅広い経験から直接取り組み、生産から販売に至るまで、研究開発コン

セプトから製品を市場にもたらす態勢が十分に整っている。 

 

Chestnut の最初の製品は、体内の異物を除去する特定の必要性を満たすことを目的とする Alligator 

Retrieval Device（ARD）である。ARD は、優れた性能を提供しながら医師が非常に直観的に使用できるとい

う点で独特の製品である。Chestnut は、使い易いパッケージの優れた性能のプロファイルを満たす製品パ

イプラインを積極的に開発している。 

44 Cianna Medical USA     1   

http://ww

w.ciannam

edical.co

m/ 

Cianna Medical, Inc.は、初期段階の乳癌の画期的な治療に尽力する女性の健康を扱う企業である。早期

に診断を受ければ、大半の女性は乳房温存療法（BCT）を選ぶことにより乳房を温存する選択肢がある。当

社の使命は、フォローアップ放射線治療を提供する新しいアプローチを開発することによって、より多くの女

性が BCT を利用できるようにすることである。当社は、SAVI?乳房小線源照射治療アプリケータを製造し、

販売している。Cianna の SAVI 技術により、医師は、最も必要性が高いエリアに放射線を正確にあて、健康

な組織への照射を最小限に抑えることができる。同様に重要なこととして、女性は治療のわずか 5 日後に

は通常の家庭・仕事のスケジュールに戻ることができる。Cianna の確約は、ケアを改善し、乳癌治療が女性

とその家族にかける負荷を軽減することである。 

45 Civatech Oncology USA     1   
http://ww

w.civatec

Civatech Oncology は、ノースカロライナ州の RTP エリアにある発展段階の企業である。当社の重点分野

は、放射線を利用して癌を治療するための新しい装置を作り出すことである。当社の使命は、低線量率
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honcology

.com/inde

x.html 

（LDR）の密封小線源療法の標準治療となる製品を生み出すことである。当社は、前立腺癌に第一の重点

を置く。Civatech Oncology は、癌と闘うための優れた密封小線源療法のオプションを医師と患者に提供す

ることを目指している。 

46 CleveX  USA     1 1  

http://ww

w.clevex.c

om/ 

CleveX, Inc.は、皮膚科、形成外科、プライマリーケアの医師向けの画期的な皮膚の生体組織検査、閉合・

修復器具を開発し、販売する初期段階の医療機器会社である。当社の新しい技術は、素晴らしい美容上の

成果を患者にもたらす臨床医の貴重な治療時間を節減する。CleveX 製品は、皮膚疾患の診断と治療を促

進する。 

47 
CoreSpine 

Technologies  
USA     1       

http://ww

w.corespi

netech.co

m/ 

CoreSpine Technologies の最初の製品によって、人工椎間板髄核の移植用椎間板および浸襲性を最小限

に抑えた固定術用デバイスの作製標準が設けられることになるだろう。 

 

椎間板部位の事前処置は、脊椎インプラントの適切な配置に重要な要素である。当社独自の技術は、空隙

を作り、その結果、新しい脊椎インプラントの臨床的効果の向上を追求している。 

 

現在、線維輪と終板を損傷せずに髄核を完全に取り除く方法はない。 また、固定術に必要な空隙を作るデ

バイスで現在利用できるものは、新製品と共に使用するには、性能が不十分である。 

 

CoreSpine の機器は次のように設計されている 

・アクセスの改良、特に後方アプローチによって、髄核を完全に除去する 

・線維輪および終板の損傷を広げない 

・新しい脊椎インプラントデバイスが事前に処置のほどこされた椎間板の位置に正しく配置することを可能

にする  

48 
Corium International, 

Inc.  
USA 1   1   

http://ww

w.coriumg

roup.com

/ 

Corium は、独自のヒドロゲル技術 CORPLEX™を利用して、主な運搬手段として皮膚・粘膜を利用する薬品

送達製品・機器の開発、設計、製造に従事している。Corium の製品開発・製造の専門技術には、処方薬経

皮システム、店頭、個人的なケア、創傷ケアの製品、感圧性の粘着剤を必要とする製品、医療診断・機器

が含まれる。 

 

Corium は、製薬会社、バイオテクノロジー企業、薬局、薬用化粧品企業、医療機器企業、診断企業、創傷

ケア企業と提携している。 

49 Crosscart  USA   1 1       

http://ww

w.crossca

rt.com/ 

CrossCart, Inc. は、独自の抗原除去・滅菌技術を開発した。これにより、動物組織を安全に人体に使用す

ることが可能となった。当社の技術は、靭帯、軟骨、骨、心臓弁、軟組織に用いるパッチ剤および皮膚科処

置に使用されるブタのコラーゲン注射剤 (しわ除去用) など、整形外科、一般外科、心臓外科および美容

の分野で適用可能である。当社の最初の製品 Z-LigTM は、前十字靱帯 （ACL） の再建術用デバイスで

ある。現在本デバイスは臨床試験段階にある。 

 

技術情報 

動物組織をヒトに移植する際の大きな障害は、組織拒絶反応であった。この拒絶反応の第一原因は、αガ

ラクトシルエピトープ (a-Gal) と呼ばれる細胞および基質表面の糖質抗原であることが明らかにされてい
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る。α-Gal 抗原はヒト免疫系で異物として認識され、移植された動物組織の免疫拒絶反応を引き起こす。

Kevin Stone 博士は、失活させたブタ結合組織からα-Gal 抗原を永久除去する酵素法を開発し、特許を

取得した。Stone 博士と当社の上級研究者であり、また移植免疫学の一流専門家である Uri Galili 博士は、

α-Gal 一連の研究を完了し、抗原を除去して移植組織の拒絶反応がなくなることを明らかにした。さらに、

独自の治療法により、組織特異的抗原の認識を小さくし、細胞応答を調節して通常の治癒を促す。当社の

技術は、米国特許取得済みの 19 件および申請中の 11 件および該当する国際特許申請などの広範な知的

財産権ポートフォリオによって保護されている。 

 

製品情報 

Z-Lig は、断裂した前十字靱帯を再建するためのブタ組織を基材としたデバイスである。本製品は、当社独

自の抗原除去処理法 Z-ProcessTM を用いて製造されている。この処理法は、8 年にわたる前臨床試験お

よびパイロット臨床試験に基づくもので、拒絶反応を起こさずに動物組織のヒトへの移植を成功させる独自

の組織治療法である。ACL 手術は、世界中で年間 50 万回以上行われており、年間 10 億ドルを優に超える

組織原料の潜在市場を創出している。現在の標準的治療は、患者自身の組織 (自家移植片) あるいは献

体からの組織 (同種異系移植片) を用い行う。患者自身の組織の採取にも外科処置が必要となるため

に、手術時間は長くなり、リハビリにはより多くの痛みを伴い、回復は遅くなる。死体からの組織を用いるこ

とは、献体が不足しているために限られる。また、組織の質が一定でなく、病気の感染リスクも低いながら

依然として存在することによって阻まれている。他社によるこれまでの人工靭帯の開発は失敗に終わって

いる。 

 

Z-Lig デバイスは、移植の際に膝を安定させ、移植片が細胞を徐々に再生し、再形成するためのダイナミッ

クな足場材料の役割を果たすように設計された。本デバイスは、患者自身の組織になる。これは、自家移

植片と同種異系移植片による順調な再建の機序と同様である。本デバイスは、外科医および患者に疼痛、

合併症および移植片採取に伴う手術費をなくす 1 つの選択肢を提供することになる。重要な試験で成功を

収めれば、若いドナーからの移植片の強さに匹敵する一定の生体力学特性を有する滅菌デバイス原料を

豊富に提供することになるだろう。 

 

重要な多施設比較対照二重盲検試験が FDA から承認を受け、2005 年に開始される予定である。 重要試

験についての FDA の承認取得に関するプレスリリースはここをクリックしてご覧ください。 

 

その他の用途 

応用拒絶反応を起こしにくい免疫適合性のあるブタ組織を提供する当社の技術は、この他にも多くの用途

に適している。最初のフィージビリティ評価が行われ、整形外科、一般外科、心臓外科、製品開発および美

容の分野で応用するために製品開発が推進されている。  

50 CryoLife  USA     1       

http://ww

w.cryolife.

com/hom

e 

1984 年設立の CryoLife, Inc. は、バイオメディカル企業で初めて心臓および血管の再建術に用いる移植可

能なヒト組織の低温保存を商品開発した。今日当社は、組織保存の分野で前進を続けることに加え、移植

可能な生物デバイス、外科用接着剤および心臓手術、血管手術、一般手術、再建手術に用いる生体材料

の開発研究を開拓している。 
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当社の生体材料研究の結果、椎間板髄核の高分子を基材とした置換材料が開発された。この材料は、椎

間板の高さを維持し、脊椎を安定させるものである。臨床試験は、英国外科医師会の脊椎外科フェローの

Douglas Wardlaw 医師 (在スコットランド・アバディーン) の協力で行われた。本製品の CE マーク申請は現

在当社の欧州認証機関 (European Notified Body) が審査中である。米国内では本製品を利用できない。 

 

上記の技術とは別に当社が独自に開発した SynerGraft® は、組織の基礎となるコラーゲン・マトリックスを

損なうことなく細胞と組織のレムナントを除去することを目的としている。2008 年 2 月、当社は FDA から

SynerGraft 技術を用いて開発されたヒト用心肺弁 CryoValve SG の販売承認を受けた。 この製品は、

RVOT (右室流出路再建術) およびロス手術に用いられる。FDA 承認を受けた初の脱細胞化心臓組織であ

る。 

 

SynerGraft 技術も異種間の動物組織への応用に成功し、腎臓透析用の人工血管 (vascular access graft) 

の開発につながった。この製品は免疫抑制療法や組織の適合を図る架橋剤を必要としない。国際市場で

のみ入手可能である。 

 

2008 年前半、当社は、ウィスコンシン大学の研究者 3 人によって設立された小企業 Trophic Solutions, LLC 

(米国ウィスコンシン州マディソン) から、腎臓輸送技術のライセンスを取得した。初期の動物実験および臨

床試験では、本技術によって人工的な血流維持をしないで腎臓を冷蔵保存できる期間が 3 日から 6 日に倍

増した。2008 年後半、詳細な評価後に、当社は FDA 管理下で、輸送ソリューション臨床試験を開始する予

定である。 

 

1984 年から当社はきわめて多くのヒトの心臓と血管の組織を保存し、乳児を含む全年齢の男女に対し、生

命を救い患肢を温存できる治療の選択肢を提供してきた。当社の外科用接着剤 BioGlue は、1998 年に国

際市場で、2001 年 12 月に米国で発売以来、45 万回以上の外科手術で使用されている。 

 

当社は現在まで、そして今後も組織工学、外科用接着剤および移植可能な生体材料という新興分野のリー

ダーである。ヒト組織、細胞および生体材料の保存と移植の成功によって、今日私たちが直面している先天

性の異常と疾患の多くを治療することを約束すると強く信じている。当社は、これまでの業績を誇りに思い、

将来はさらに大きな業績を期待している。 

51 CS-Keys  USA 1    1  

http://ww

w.cs-keys

.com/ 

CS-Keys, Inc.は、インディアナポリスに拠点を置く株式非公開のバイオテクノロジー企業であり、プロテオー

スを利用した第 3 世代の癌関連バイオマーカーの発見と開発に重点を置いている。これらのバイオマーカ

ーを利用して、癌患者の診断と治療を向上させる製品を作り出すことができる。 

 

CS-Keys は、創設者の研究に基づく製品を開発し、商用化するために 2006 年初頭に設立され、インディア

ナ大学からライセンス供与を受けた。 

52 Custom Spine, Inc.  USA     1       http://ww Custom Spine は、外科医が使いやすい革新的な器具およびインプラントの開発に尽力している。当社の
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w.custom

spine.com

/ 

製品は、今日用いられている最先端の手術手技を支え、患者の高い機能回復を可能にする。当社は、脊

椎手術に代わる、もっとも洗練されたソリューションを提供する。当社の経営開発チームは、外科医と協力

関係を結び、患者に良好な臨床転帰をもたらすことを可能にした。 

53 CyberHeart  USA     1   

http://ww

w.cyberhe

artinc.co

m/ 

CyberHeart Incorporated は、Thomas Fogarty（医師）と Roderick Young により 2005 年に設立された開発段

階の医療機器企業である。当社は、心臓病向けの非侵襲性の放射線外科システムを開発している。最も

正確なロボット放射線外科システム、および動的に動きを発見、追跡、是正することができる唯一のシステ

ムを利用して、この独自の技術は、心臓向けに特別に開発された最初で唯一の非侵襲性のシステムにな

る。 

54 Cytonome  USA 1 1     

http://ww

w.cytono

me.com/ 

Cytonome Inc.は、臨床グレード光学セルの選別技術の開発、製造、販売に従事している。 Cytonome の

Gigasort システムは、cGMP に準拠する唯一の臨床グレードの光学セルソーターであり、操作者の安全とサ

ンプルの分離を確保するために、閉鎖された使い捨ての無菌カートリッジの周囲に構築される。Cytonome

の革命的な技術は、分離したセル部分母集団の正確かつ安全な選別に利用される。Gigasort™技術は、研

究者が臨床前プロトコルを臨床生産に移行し、新しい細胞治療の案を開発したいと考える cGMP 細胞生産

状況のために設計されてきた。セルソーターGigasort™は、癌、自己免疫疾患、再生医療への応用の新しい

療法など、広範囲の細胞・遺伝子治療を可能にする。 

 

Cytonome は、最高の科学、顧客サービス、革新を顧客に提供しようと努めており、協力的なお問い合わせ

を歓迎する。Cytonome は、2002 年に設立され、マサチューセッツ州ボストンに本社を置いている。 

55 Degradable Solutions  

Swit

zerla

nd 

  1 1       

http://ww

w.degrada

ble.ch/ 

多くの場合医療用インプラントは、体内で単に一時的な役割を担う。例えば、金属プレートとねじは、骨折し

た骨の骨片がすべて成長するまで固定することに用いられる。その後、インプラントは必要ではなくなり、後

の合併症予防のために体内から除去する必要がある。 

 

骨を増強するため、膜組織を使用し、増殖の速い軟組織が空洞の骨の内部で増殖するのを防ぐ。骨の欠

損部分が新しい骨で満たされたらすぐに、細菌のコロニー形成を防ぐため膜組織は取り除かなければなら

ない。 

 

上記の 2 例は、インプラントがその治療目的の機能を果たした後に除去する必要性を示している。インプラ

ントの除去はさらに手術費用がかかり、患者のリスクも増加するため、しばしば省かれる。 

 

分解可能な材料で作られたインプラントは、有益で洗練された代替法をもたらした。このインプラントは、治

療的機能を果たした後、分解し、自然に体内で再吸収される。追加手術は必要としない。 

 

このような必要性が当社のチームを常に、分解可能なインプラントシステムの開発と製造に駆り立てるので

ある。 

56 
DermTech 

International 
USA      1 1

http://ww

w.dermtec

h.com/ 

DermTech International は、皮膚から採取した標本を利用した分子試験の開発と検証に特化している新興

のバイオテクノロジー企業である。当社は、臨床研究分野および医療診断分野における商用の個人遺伝子

情報の生成を目的として、皮膚表層の標本をとるための独自の非侵襲性技術を開発してきた。 
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57 Disc Dynamics  USA   1 1       

http://ww

w.discdyn.

com/ 

米国ミネソタ州 Eden Prairie を拠点とする Disc Dynamics, Inc. (DDI) は、整形外科脊椎領域を専門とする企

業であり、患者と医師に浸襲性のもっとも少ない、椎間板変性症の手術に代わる治療法を提供するために

設立された。 

 

当社は、腰椎椎間板変性の治療用のカテーテルを中心とした、浸襲性を最小限に抑えた髄核置換技術

DASCOR® Disc Arthroplasty System を開発した。 

 

DASCOR® 技術の目標は、疼痛緩和、機能回復および生体構造の維持である。  

58 
Disc Motion 

Technologies  
USA     1       

http://ww

w.discmot

ion.com/ 

Disc Motion Technologies は、広く尊敬されている 2 人の脊椎外科医 Manoj Krishna と Tai Friesem の構想

を実現するために 2003 年に設立された脊椎関連技術の非公開企業である。この 2 人に、脊椎のバイオメ

ディカル分野の一流専門家である Vijay Goel 博士が加わった。Krishna と Friesem には、デバイス開発の実

績があり、腰椎の関節形成術および可動性の維持において経験がきわめて豊富である。この専門家チー

ムは、初の腰椎後方関節形成システムの設計と特許取得に 3 年を費やし、初の腰椎の全関節置換デバイ

ス、True TSMS™を生み出すことになった。 

59 
Dune Medical 

Devices  

Isra

el 
1    1  

http://ww

w.duneme

dical.com

/ 

Dune Medical Devices は、高度なリアルタイムの組織特性解析装置の開発と商業化に従事している。Dune

の装置の目標は、後遺症のない完全な切除術を可能にすることである。 

 

Dune Medical は、医療機器のベテラン・チームの指揮により、ミリメートル未満の癌細胞クラスターをリアル

タイムに判別し、突き止めるための強力なプラットフォーム技術を開発している。この技術は手持ち式の装

置に埋め込まれ、詳細な臨床試験を受けてから、開腹手術で外科医が腫瘍の端を特定し、癌の後遺症を

避けるのに役立つように利用される見込みである。 

 

Dune Medical は 2002 年に設立された株式非公開企業であり、イスラエルのカエサレアに本社を置いてい

る。 

60 Eden Spine  USA     1       

http://ww

w.edenspi

ne.com/ 

EDEN SPINE'の使命は、世界中の患者のために、可動性の維持技術に注目した開発に取り組み、革新的

な脊椎ソリューションの開発と販売を行う有力企業になることである。この目標を達成するために、外科医、

代理店、企業チームから成る 3 次元の母体の平等な評価を中心として、公平に人々に焦点を当てた環境作

りを行うつもりである。  

61 EKOS USA     1   

http://ww

w.ekoscor

p.com/ 

EKOS Corporation は、医学におけるマイクロソニック技術の開発と臨床上の応用の先駆者となり、2005 年

に血管内血栓の治療向けの初のシステムを投入した。現在は、全国的な主要施設のインターベンショナル

放射線専門医、心臓専門医、血管外科医が EKOS MicroSonic™ Accelerated Thrombolysis を利用して、よ

り安全かつ迅速で完全な方法で血栓を溶解している。2008 年には、当社は Rapid Pulse™ Modulation によ

る第 2 世代の EkoSonic™ Endovascular System を投入した。EkoSonic System は、血栓溶解を含め、医師

が指定した流体を管理下で選択的に抹消血管系に注入することについて、FDA の認可を取得している。こ

れは現在、末梢動脈閉塞（PAO）および深部静脈血栓症（DVT）の患者の治療に利用されており、追加的な

適用についても調査中である。 

62 Electrical Geodesics, USA      1  http://ww 1992 年に設立された Electrical Geodesics Inc.は、医学、心理学、神経科学の研究に利用される新世代の
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Inc. w.egi.com

/ 

高解像度の脳波測定・分析システムを開発してきた。 

 

特許権を有する当社の Geodesic Sensor Net（測地線センサー・ネット）技術に基づく EGI の 128 チャネル・

システムにより、高密度センサー・アレイが現実的かつ低コストのものになった。当社の 256 チャネル、128

チャネル、64 チャネル・システムは現在、幼児の言語理解から痴呆の脳波状態まで多岐にわたるプロジェ

クトで、米国、欧州、アジアの研究所で利用されている。 

 

EGI はこれまで、国立衛生研究所から、第 I 相（17 件）および第 II 相（11 件）の米国中小企業技術革新制度

（SBIR：Small Business Innovation Research）の賞を獲得した。オレゴン大学の Riverfront Research Park に

ある EGI は、科学、エンジニアリング、ソフトウェアに関する有能なスタッフを育成してきた。当社の助成金プ

ロジェクトは、科学のピア・レビューに基づき、当社の技術の成功を実証している。 

63 
Embrella 

Cardiovascular  
USA     1   

http://ww

w.embrell

a.net/ 

Embrella Cardiovascular, Inc.は、心臓血管手術中の塞栓性脳梗塞の防止のための新しい標準治療を作り

出すことに尽力している。Embrella Cardiovascular, Inc.は、心臓血管手術中に血塊やくずが脳の循環に塞

栓を生じさせるのを防ぐことができる安全かつ有効でコスト効率の良い方法として、この技術をうまく利用す

ることができると考えている。 

64 Encore Path, Inc.  USA     1   

http://ww

w.encorep

ath.com/ 

米国では、脳卒中は成人の障害の最大の原因である。現在、米国には 500 万人超の脳卒中患者が生存し

ている。毎年、750,000 人超のアメリカ人が脳卒中に見舞われることになる。Encore Path は、脳卒中患者の

リハビリの迅速化、安全性の向上、低コスト化を実現するために、証拠に基づく技術、機器、治療法を開発

し、販売することで、脳卒中患者の生活の質を改善することを目指している。当社は、効果が実証されてい

る脳卒中のリハビリ用製品の開発、試験、ライセンス供与、販売を行っている。 

 

当社の初の技術は、慢性期脳卒中患者の運動機能を改善する目的で特別に設計された独占的な腕力トレ

ーニング機器である。この機器は、BATRAC（Bilateral Arm Trainer with Rhythmic Auditory Cueing）と呼ば

れる。BATRACは2008年初頭に市販される予定である。発売予定の製品・サービスに関する詳細について

は、当社のメーリング・リストに登録する旨を E メールでお知らせいただきたい。 

 

Encore Path は、2006 年にメリーランド州ボルティモアに設立された。 

65 Endovalve  USA    1 1   

http://ww

w.endoval

ve.com/ 

１つの製品を商用化することに尽力 

Endovalveは、僧帽弁逆流（MR）の治療のための僧帽弁置換システムEndovalveを開発し、商用化するため

に 2005 年に設立された。このシステムは、低侵襲性の手術向けに設計されて、胸骨切開と心肺バイパスに

伴うリスクと合併症のない完全な弁交換を可能にする。 

毎年、約 40,000 人の患者が弁修復または弁交換手術を受けている一方、米国内の推定 400 万人の MR 患

者の大半が心肺バイパスに伴う恐怖とリスクを理由の１つとして、病気を治療しないまま放置している。

様々な新しい僧帽弁修復技術が開発されているが、Endovalve は、低侵襲性の修復技術と比べて、挿入が

簡易であり、僧帽弁の逆流が大幅に減少またはなくなる可能性がある低侵襲性手術で提供することができ

る交換システムの開発に重点を置いている。このような種類の交換システムおよび治療は、特に現在既存

の病気を理由に手術を受けていない患者にとって、現行の治療に代わるコスト効率がより高い安全な方
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法、そして、放置することよりも遥かに優れた方法になる可能性があると当社は考えている。 

 

ベンチャー・パートナーによる戦略地なサポート 

Battelle Ventures およびその関連会社の Innovation Valley Partners から資金提供を受けたため、

Endovalve は、ニュージャージー州プリンストンにある Battelle Ventures のオフィスを事業本部として利用

し、研究開発をアウトソーシングして資本効率の高い仮想企業として機能してきた。 提携した投資家である

以外に、Battelle Ventures は事業サポートを提供しており、最初に「在宅企業家」Robert Wilkins 博士を

Endovalve CEO 兼社長に就任させた後、Battelle Memorial Institute から Todd Tomba を研究開発部門副社

長としてチームに迎えた。当社は同ファンドの経営陣とインフラの資源を引き続き利用している。 

66 
Fate Therapeutics, 

Inc.  
USA 1 1     

http://ww

w.fatether

apeutics.c

om/ 

Fate Therapeutics は、細胞の運命を制御する治療法を開発し、商用化するために、成熟幹細胞の生態に

関する世界の主要な専門家により設立された。 

当社の革命的なプラットフォームは、再生医療および再プログラミング医療に重点を置いている。Fate の再

生医療プラットフォームには、体内で成熟幹細胞を覚醒し、損傷を受けた細胞・組織を修復する薬品を開発

することが含まれる。Fate の再プログラミング医療プラットフォームには、成熟細胞を再プログラムし、分化

の際に健康な心臓、骨、脳、またはその他の組織になる可能性がある幹細胞にする薬品を開発することが

含まれる。 

 

当社は、世界クラスの投資家、製薬・医療技術の優れた経歴を持つ経営陣に加え、米国で最も評判の高い

研究機関（ハーバード、スタンフォード、ワシントン大学、Scripps Research Institute、Massachusetts 

General Hospital）の協力的なチームにより指揮されている。 

67 Gendel UK     1   

http://ww

w.gendel.c

o.uk/ 

Gendel Limited は、薬がない固形癌の治療向けの安全でシンプルな新しい医療機器技術を開発している。

CEFUS（Combined Electric Field and Ultra-Sound）という医療機器は、連続的に電界を加え、強度の低い

非侵襲性の超音波を利用して、幅広い固形腫瘍を治療するための新しい物理療法である。 

68 Glenveigh Medical USA     1   

http://ww

w.glenveig

h.com/ind

ex.php 

Glenveigh Medical は、産科医療の進歩に重点を置く、科学技術企業であり、迅速にこの分野のリーダーに

なるという大きな目標を掲げている。Glenveigh Pharmaceuticals は、創設者で母親・胎児間の医療（MFM）

専門家である C. David Adair（MD）によるほぼ 10 年にわたる過去の研究を完了するために、このビジョンの

土台として 2004 年に設立された。GlaxoSmithKline (GSK)の医薬品「Digibind®」に関する Adair 博士の初期

の研究は、重度の子癇前症への有効性を検査することを目的とする妊婦の第 IIb 相の臨床試験（DEEP 研

究）の開始のきっかけになった。この研究では良好な結果が得られており、現在、次の試験の計画が立てら

れている。現在、Glenveigh Medical の企業グループには、Glenveigh Pharmaceuticals のほかに、Glenveigh 

Surgical（機器・装置）や Glenveigh Research が含まれる。 

 

Glenveigh の成功を作り上げている功績は、1996 年まで遡る。この時、Adair 博士は、分娩後の女性で

「Digibind®」（ジゴキシン抗体 FAB 部位）の臨床研究を行う承認を食品医薬品局から受けた。良好なデータ

が得られたことから、同博士は研究を続け，世界中で特許を申請した。2002 年に、Glenveigh は、GSK との

共同研究を開始し、資金援助、治験薬、その他の資源を提供した。Adair 博士は再び FDA に申請し、DEEP

研究を開始するための新薬臨床試験開始届（Investigational New Drug Application）が与えられた。2004 年
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後半までに、GSK の「Digibind®」の責任者だった Rick Proctor を雇用することに成功し、同氏は CEO に就任

した。Glenveigh は価値ある科学諮問委員会（SAB：Scientific Advisory Board）を設定し、他の業界のベテラ

ンをチームに加えることを開始した。2007 年初頭に、Glenveigh Pharmaceuticals は、純現価 5,000 万ドル超

の対価で、「Digibind®」の知的所有権のライセンスを Protherics PLC に与えた。Protherics は、「Digibind®」

と類似する競合薬「Digifab®」を製造する主要な抗体企業である。 

 

母親・胎児間医療界の認知度が高まっていることから、革新的なアイデアを持つ医師にとって、Glenveigh

は魅力的なパートナーとなっている。大半の医師は大企業にはうんざりしており、この診療分野の特殊なニ

ーズと課題にかかわる可能性がある MFM により設立された企業と協力することを好む。そのため、

Glenveigh は、再調査の機会の安定したフローを得て、ライセンス供与と開発のための最も魅力的な候補を

選んでいる。多くは、510(k)申請にふさわしく、コンセプトから商用化まで迅速に進む可能性がある装置・外

科手術器具である。Glenveigh Surgical は、すでに３つの新しい装置の権利を取得し、業界での実績が合計

100 年を超えるプロジェクト・チームと共に開発を開始した。これらの製品のうち 2 つは、2009 年には発売す

る準備が整う。Glenveigh Pharmaceuticals は、産科市場向けに開発された可能性がある多数の既存の治

療製品に関する適正評価を行っている。 

 

Glenveigh Research は、様々な主要研究機関の SAB メンバーから調査の資金を調達している。Steven 

Graves 博士の指導による Brigham Young 大学での研究、および Yuping Wang 博士の指導による LSU 

Shreveport での研究では、診断上および治療上の検査に至る可能性がある子癇前症の病因が調査されて

いる。ジゴキシン抗体FAB部位に関する追加的な研究で、炎症疾患に利用される見込みが示され、2006年

には特許が申請された。 

 

Glenveigh Medical は最近、本社をノースカロライナ州 RTP からテネシー州チャタヌーガに移転した。 

Proctor は、この地域に家族を移し、今秋、Glenveigh の新オフィスを開く予定である。成長するこの地域で

事業を築き上げることに、チームの全員が非常に張り切っている。 

69 

Glide 

Pharmaceutical 

Technologies, Ltd.  

UK 1           

http://ww

w.glidepha

rma.com/

英国オックスフォードの近くを拠点とする Glide Pharma は、Glide ブランドの「スーパージェネリック」薬を開発

しているほか、製品を共同開発する製薬会社・バイオテクノロジー企業も増加している。これらは全て、独自

の Glide 技術に基づいている。Glide SDI では、薬剤、ワクチン、およびその他の有効な薬品成分を固形の

状態で注入することができる。Glide SDI は、革新的な注射針不要の新しい注射システムであり、医薬品開

発企業、ヘルスケア企業、患者、およびその介護人に大きなメリットとチャンスをもたらす。 

 

Glide Pharma は経験豊富な経営陣と有能な取締役を有し、Glide Pharma が主要な製薬会社になり、さらに

は患者にとって最適な薬品送達の選択肢を求めている製薬・バイオテクノロジー企業の提携先に選ばれる

ように注力している。 

 

Glide Pharma は、処方設計の開発および完成品の製造・供給を行っている。そのため、提携企業は早期の

臨床開発中に多額の資本支出を行わずに取引関係を結ぶことができる。Glide Pharma は、提携企業の薬

品を、注射針不要の Glide SDI 技術による注入に適した固形の剤形に調剤する。固形の状態で薬品を注入
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することができることで、製薬会社は薬品送達のための新たな貴重な選択肢が得られ、体の組織に薬品・

ワクチンを直接送達する安定的で制御可能なクリーンなメカニズムが提供される。 

70 Globus Medical, Inc.  USA     1       

http://ww

w.globusm

edical.co

m/ 

Globus Medical は、世界最大の脊椎用製品の非公開企業であり、 固定術、MIS (浸襲性を最低限に抑え

た手術)、可動性維持および生体材料など脊椎関連製品全般の技術的進歩を大きく推進している。2003

年、患者の転帰を改善する新技術の開発に情熱を傾けた熟練脊椎専門家チームによって設立されてか

ら、当社はひたすら脊椎手術に注力し、整形外科史上最も急成長した企業となった。今日当社は、広範な

脊椎手術製品で技術と革新を確立し、世界で卓越した脊椎用製品企業の 1 つである。 

 

当社は、可動性維持技術において世界のリーダーである。2007 年には可動性を維持する世界初の 2 つの

手術法を紹介した。当社の製品は、固定術、MIS および生体材料の技術的進歩の大きさを示すものであ

る。 

 

当社の究極の目標は、優れた工学と技術を利用して、すべての患者が痛みから解放され、生き生きと暮ら

せるようにすることである。この目標達成のために、当社は脊椎外科医と、患者の転帰を向上させる (特に

可動性維持と柔軟性などの効果、手術時間の短縮、入院日数および回復時間の短縮、術後疼痛、疼痛の

緩和および傷痕の縮小など) 最先端技術の共同開発を行っている。 

71 GMReis   
Bras

il 
  1 1       

http://ww

w.gmreis.c

om/princi

pal.html?r

et=& 

GMReis は 1989 年、バイオメディカル工学を専門とする Geraldo Marins dos Reis Jr. (理学修士) によって

設立された。Reis Jr.の個人的な取り組みは、骨再生のための電磁刺激デバイスの開発であり、修士課程

に開発した誘発電位システムは、当社が今日の姿に至る発端である。 

 

もとより、焦点は、整形外科と、外傷を対照としたインプラントおよび器具の作製であった。1995 年当社は、

国際市場に対抗する、脊椎手術用製品の先駆的かつ革新的なブラジルの製造企業となるために取扱製品

を拡大した。当社は、現在、ブラジル国内のみならず、ラテンアメリカ、ヨーロッパ、アジア、中東諸国でもっ

とも組織化された脊椎手術用製品の製造・供給業者の 1 つである。 

 

国内外の基準を満たすための厳格な品質管理システムによって抜群の医療機器提供が保証されている。

この取り組みは ISO 9001、ISO 13485 および医薬品適正製造基準 (RDC59) の証明書の取得という形と

なって表れている。国際市場への関心から、1999 年 CE マークを取得するに至った。これは当社の国際的

活動の始まりである。 

 

新市場への参入と品質の優れた製品を開発しようとする取り組みから、すぐに革新的な構想が生み出され

た。2000 年の組織工学およびナノテクノロジーの開発で、新しいバイオテクノロジーの時代を迎えた。当社

はこの分野での取り組みを行い、組織修復の生物学的ソリューションを開発した。 

 

当社の研究開発部門は、細胞生物学、化学工学、材料工学の博士号取得者、バイオメディカル工学の修

士号取得者およびインプラントエンジニアなど、複数の専門分野の専門家を結集して組織されている。 
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研究開発と高品質への絶え間ない取り組みによって、当社は、国内外の市場においてもっとも評価の高い

医用機器製造業者の 1 つとみなされるようになった。  

72 Humacyte, Inc.  USA   1         

http://ww

w.humacy

te.com/ 

Humacyte の主力技術は、管、シート、または粒子構造に成形することができ、多くの特定の用途に応用す

ることができる人間の組織の骨組みの設計である。当社のプロセスには、一意の細胞源のある独自のプロ

セスを利用してこれらの骨組みを拡大することが含まれる。このプロセスにより、任意の患者で利用するこ

とができる既製品が作られる。当社は主に血管の交換用の製品およびしわ取り薬製品の開発に重点を置

いている。 

73 HydroCision  USA     1       

http://ww

w.hydroci

sion.com/

hydro/ho

me/index.

shtml 

HydroCision は、脊椎製品市場向け流体ジェットを土台とした手術用具の開発、製造、販売の大手企業で

ある。1994 年に設立した当社独自の流体ジェット技術は、優れた特性を利用した幅広い応用のできる新し

い手術様式の基礎である。当社は現在脊椎専門家のニーズに応えるために、多種多様な流体ジェットを基

盤とする製品を開発している。 

 

当社は迅速、安全、効果的な治療を可能にする流体ジェットを基盤とする手術用具を開発・販売している。

当社の Hydrosurgery System は、 

 

・実績のある技術を利用し、従来の方法よりも迅速に機能する・安全な手術が可能になり、治癒を促進する 

・低浸襲性で効果が大きい 

 

毛髪ほどの細い流体ジェットを超音波速度で操作すると、医師は次のようなことが可能になる。 

 

・組織の除去に要する作業と時間を最小限にする 

・損傷した組織を選択的に切除し、健康な組織は残す 

・患者を満足させる 

 

当社の技術は、組織切除と除去の完全なシステムソリューションを提供して、脊椎外科医の現在および今

後のニーズを満たすのに理想的なものである。FDA 承認を受けた当社の脊椎デバイスは、迅速かつ正確

で選択的に硬組織・軟組織を切除して安全に取り除き、脊椎外科医が手で扱う器具と高周波機器に替わる

優れたデバイスを持続的に提供する。高速で発熱しない流体ジェットは、組織を連続的に切除するので、手

術時間が短縮され、外科医の疲労を軽減する。特有の組織選択性がある流体ジェットの強さは、周辺の軟

骨と骨を損傷することなく組織の切除・除去が簡単に行えるように設計されている。  

74 
Hyperbranch Medical 

Technology, Inc.  
USA   1         

http://ww

w.hyperbr

anch.com

/ 

HyperBranch Medical Technology は、一般外科手術、眼科手術、美容整形・再建外科手術など、一般的お

よび特別な外科手術に利用される新しい外科用シーラントの設計、開発、製造に重点を置くバイオ外科手

術機器企業である。 

 

HyperBranch は 2003 年 3 月に設立され、ノースカロライナ州ダラムに拠点を置く非公開のバイオ外科手術

機器企業である。当社は、独自のポリマーと交差結合ヒドロゲルに基づいてバイオ外科手術機器を開発す

るために創設された。当社が主に重点を置いているのは、手術を受ける患者の罹病率・死亡率の低下に役
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立つ外科用シーラントの市場である。 

 

当社のポリマー技術は、科学専門の共同創設者である Grinstaff 博士の初期の取り組みにより発展した。

HyperBranch の科学者およびエンジニアは、独自のポリマー群とその交差結合ヒドロゲルを発明した。

HyperBranch は現在、これらの独自のヒドロゲルを外科用シーラントに開発しているところである。

HyperBranch の調節可能なヒドロゲルは、優れた組織接着性、強度、耐久性により、生体適合性の材料特

性がある。さらに、HyperBranch のヒドロゲルは独自の止血作用があり、使い易く、製造コストが低い。 

75 HyperMed USA      1  

http://ww

w.hyperm

ed-inc.co

m/ 

10 年を超えて、HyperMed, Inc.は、新しい医療画像装置（OxyVu™）の開発に従事してきた。この装置は、健

康な組織と病変のある組織を区別し、糖尿病性足部潰瘍および末梢動脈障害の患者の診断と治療を根本

的に改善することができる。当社は、2006 年 11 月に OxyVu 製品について FDA の認可を取得した。 

 

既存の臨床・研究手法（足関節上腕血圧比、経皮酸測定、空気容積脈波法（pulse volume recordings）、レ

ーザー・ドップラー血流測定など）は、解剖学的に関連する情報を一切提供せず、組織生理学的・化学デー

タも少ない。OxyVu は、組織およびその微小血管系の評価のために、病院または診療所の医師に即時の

定量的情報を提供する。定量的な Oxygen Anatomy™の尺度がないために、現在の足部および足関節の外

科医、血管外科医、創傷治癒専門家は、局部的な組織の評価を妨げられてきた。 

HyperMed の OxyVu は、より情報に基づく決定を下すための診断の補助を医師に提供することにより、この

多数の患者のケアを改善する方法を最終的に提供する。 

 

HyperMed は、300 人超の被験者の 3,500 超の画像を利用した研究でその技術を検証してきた。主要な民

間・政府医療機関と協力して引き続き臨床データベースを拡大している。 

76 IctalCare A/S  

Den

mar

k 

        1   

http://ww

w.ictalcar

e.dk/ 

IctalCare A/S は、癲癇患者向けの発作警報システムの開発・販売を目的として、2007 年 1 月に設立され

た。 

77 IlluminOss Medical  USA     1       

http://ww

w.illumino

ss.com/ 

IlluminOss Medical は、浸襲性を最小限に抑えた、骨折の十分な安定化と治療のための整形外科システム

の開発に専念する早期治療用医療機器の非公開企業である。 IBSS は、体の外側からピン、プレート、ね

じで骨を固定する従来の不便で痛みの大きい治療法の必要性をなくすことを意図して、光を動力とする 

(光で治療することができる) 高分子システムを利用している。当社は現在、手、手首、鎖骨、腕などの小さ

な骨の骨折治療用の IBSS を開発中である。背骨および長骨への応用も見込んでいる。2007 年設立、ロー

ドアイランド州イーストプロビデンスを本拠に置く。 

78 Imagine Optic  
Fran

ce 
     1  

http://ww

w.imagine

-optic.co

m/ 

Imagine Optic は、入手可能な最高品質のシャック・ハルトマン方式の波面測定装置を企業に提供すること

を目標として、1996 年にフランスのオルセーで設立された。設立以来、当社は初期創設パートナーから、純

粋な光学からソフトウェア、顧客サポートまでにわたる分野で３０人超の専門家を擁するまでに拡大してき

た。 

 

市場ニーズを予測し、それに対応することへの当社の確固とした尽力は、当社が顧客に提供してきた広範

にわたる高品質の製品、サービスにより示されてきた。当社は現在、シャック・ハルトマン方式の波面測定・
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修正技術を製造、販売するヨーロッパの主要企業であり、今後も成長と発展を続けていく。 

 

当社は、Paris-Meudon Observatory、SOLEIL、Ecole Polytechnique の Laboratory of Applied Optics、Ecole 

Supérieur d’Optique などの主要研究機関との協力的な取り組みにより、専門技術を拡大しようと継続的に

努めている。 

 

2004 年に、Imagine Optic は、シャック・ハルトマン技術が眼科を初めとする医療画像分野にもたらす可能性

の高まりに対応するために、Imagine Eyes を生み出した。当社は同時に、大手自動車メーカーが多くの車両

準備段階中に質と安全性を確保することができるようにする車両動力技術を再販売するフランスの主要企

業でもある。 

 

2005 年には、当社は、この画期的な分野で顧客のニーズに対応するために、世界初の X-EUV 波面センサ

ーを投入した。Imagine Optic は、自由空間通信や高性能レーザー向けの適応制御光学の分野で現在進行

中のプロジェクトにより、研究開発のリーダーにとどまっている。 

79 Infrared Sciences USA      1  

http://ww

w.infrared

sciences.

com/ 

Infrared Sciences Corp.（ISC）は、乳癌の早期発見に重点を置く、ニューヨークを拠点とする技術企業であ

る。最先端の赤外線技術およびコンピューター技術を利用して、ISC は、Sentinel BreastScan として知られ

る全自動の非侵襲性システムを作り出してきた。Sentinel BreastScan は、他の非侵襲性試験と異なり、胸

部の健康情報を提供する。 

80 InfraScan  USA         1   

http://ww

w.infrasca

nner.com

/ 

InfraScan, Inc.は、医療機器のベンチャー企業であり、手持ち式の診断画像装置の主要企業になる可能性

がある。InfraScan は、主力製品の Infrascanner™を開発している。これは、頭部外傷患者の血腫または脳内

出血の発見に近赤外線（NIR）技術を利用する手持ち式の画像装置である。 

 

米国では、毎年、推定 200 万人が頭部外傷の治療を求め、全世界での発生数は約 1,000 万人と推定され

る。現在、CTスキャンが血腫の最も優れた診断基準となっているが、多くの頭部外傷患者はすぐにCTスキ

ャンを受けない。しかし、頭血腫のある患者にとっては、生命と脳の機能の保護を最大限に高めるために、

迅速な治療処置が非常に重要である。このため、Infrascanner は、病院の緊急治療室や集中治療室など

様々な環境で利用するための単純かつ低コストで正確な血腫発見装置に対する満たされていない医療ニ

ーズに対処する。Infrascanner は、患者を集中画像センターに移動させる必要がないため、ベッドサイドで

使用するのに便利だという付加的な利点がある。また、Infrascannerは、開発途上国の診療所や戦争・災害

地域において、緊急医療車両で利用される可能性もある。 

 

ペンシルヴェニア大学の Britton Chance 博士およびベイラー医科大学の Claudia Robertson 博士の特許取

得研究に基づき、Infrascanner は、PDA プラットフォームをベースとする携帯可能な小型で手持ち式の装置

であり、ワイヤレスの探針が付いている。この探針は、脳内の非出血部分と出血部分を区別する NIR 光吸

収に基づいて、血腫を発見する。これは、血中のヘモグロビンの特有の光吸収特性により可能になる。300

人超の患者が関与した初期の Infrascanner の試作品に関する試験的研究では、脳内出血の発見に対する

高い感度が実証された。擬陽性の結果はなく、後期発症の出血を迅速に発見する点で従来の監視方法よ
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りも優れた性能が示された。InfraScan は、この試験を繰り返し行い、最終的な Infrascanner 製品でそれらの

予備的な結果を再確認する予定である。 

81 Inion  
Finla

nd 
  1 1       

http://ww

w.inion.co

m/ 

Inion Oy は、脊椎および専門の整形外科処置用の生分解性かつ生物活性を有する革新的なインプラント

の開発と商品化に注力している医療機器企業である。戦略上の重要な市場を米国とに定め、その他の特

定地域に定め、製品を揃え、専門販売業者のネットワークを通じて販売してきた。 

 

当社の製品は生分解性プレート、ねじ、ピン、および膜組織である。これらは外傷や再建術などで損傷した

骨や軟組織の治癒を促進するために用いられる。当社の専門技術の中核は、独自の生体材料ファミリー、

Inion Optima™ を用いるインプラントの設計と製造にあり、この技術が、特定の外科の用途に合わせた特

性、すなわち強さ、柔軟性および分解速度を備えた医療用インプラントの開発を可能にしている。 

 

当社は 2000 年に設立し、2004 年には、ロンドン証券取引所の主要市場取引所に上場している(証券コード: 

IIN)。事業所：英国、米国。本社：フィンランド、タンペレ。 

82 InitiaRT 
Isra

el 
    1 1  

http://ww

w.initia-rt.

com/ 

InitiaRT の目標は、先進的な画像誘導放射線療法（IGRT）システム・技術を開発、供給する主要企業になる

ことである。 

83 
InnerOptic 

Technology  
USA     1 1  

http://ww

w.inneropt

ic.com/ 

2003 年に法人化された InnerOptic Technology は、チャペルヒルのノース・カロライナ大学で開発された画

期的な医学的な透視技術を商用化するために立ち上げられた。InnerOptic は、低侵襲性手術、医学的な透

視、画像誘導手術に関するノース・カロライナ大学の特許の独占的なライセンスを所有している。NSF およ

び NIH から許可を得て、InnerOptic は、特許申請中の独自の革新によりこの技術を拡大してきた。ノース・

カロライナ州の Research Triangle Park の近くにある InnerOptic は、Duke およびノース・カロライナ大学の研

究チームの産業パイオニアと緊密な関係を保ち、医療施設の最先端設備にアクセスしている。 

InnerOptic は、以下の分野における独自の専門技術を利用して、低侵襲性手術に使用されるリアルタイム

の透視システムを開発している。 

*腹腔鏡検査および腹腔鏡超音波 

*画像誘導手術 

*医学的な透視 

*リアルタイムの追跡と空間整合 

*光学ベースの医療機器 

*人間の知覚、因子、コンピューターの対話 

InnerOptic は、この画期的な研究を柔軟な技術基盤に適用し、低侵襲性の手術を改善する幅広い製品を

サポートしてきた。この研究から生じた初期の製品のうち 2 つは、InVision System（IVS）と 3D 腹腔鏡であ

る。 

84 
InnerVision Medical 

Technologies  

Can

ada 
     1  

http://ww

w.innerme

d.com/ 

InnerVision は、「世界を変えるような」バイオ医学診断ツールにより医療を改善することを使命として、2002

年に設立された。これは、画期的な聴覚技術、ならびに医療制度にとってコスト効率が良いと同時に、

InnerVision にとって収益性の高いビジネス・モデルにより達成される見込みである。InnerVision Medical 

Technologies Inc.は、超高解像度、即時記録式（instant capture）の聴力に基づく画像システムの研究、開
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発、商用化に従事する株式非公開の技術企業である。この技術は、「Flash Ultrasound™」と呼ばれる。Flash 

Ultrasound™は、音波分析の新技術と新世代のスーパーコンピューティングの計算力を組み合わせた科学

の飛躍的な前進だと当社は考えている。このシステムは、特に乳癌および前立腺癌の頚動脈画像のスクリ

ーニング診断、深部の解剖目標、医薬品研究・開発における画像アプリケーションなど、当初は医療用に開

発されたプラットフォーム技術である。詳細については、「Medical Applications」のセクションを参照いただき

たい。この技術は、医療上の用途のほかに、非破壊検査分野、工業計測分野にも応用できる。InnerVision

の取締役および経営陣は、当社の最大の投資家であり、当社の技術の商用化に向けて InnerVision の財産

管理人を務めている。 

85 
Innovative Spinal 

Technologies   
USA     1       

http://ww

w.istspine.

com/ 

Innovative Spinal Technologies, Inc. は、世界でもっとも革新的に可動性を維持し、浸襲性を最小限に抑え

たソリューションを開発して患者の治療の向上に取り組む脊椎関連技術の非公開企業である。世界中のリ

ーダー的立場にある臨床医、研究者、エンジニア、および外科医との協力を通じて、臨床ニーズに対応する

データ駆動型科学的アプローチが脊椎障害治療の画期的なソリューションへと導いている。 

 

当社は米国マサチューセッツ、マンスフィールドに、新しく、最先端設備を備えた本社を置く。広さ 38,000 平

方フィート (約 11582m2) の設備の中心は、特別に設計された製品開発室である。この新設備では、製品

開発エンジニアが、チーム結集力の高い環境で仕事に取り組み、開発、試作品作成、デバイスの試験の効

率化を図ることが可能である。急速な開発力を備えた本社は、臨床医と緊密に協力しており、短時間で他

の製造業者よりも優れた改良行い、当社の構想を実際の製品の改善に反映することが可能となっている。 

 

当社は、外科医の教育活動にも熱心に取り組み、新設備には、新しい多目的ステーションの手術室研修セ

ンターもある。本センターでは実際に死体を扱う。当社の外科医研修プログラムは、参加する外科医が、当

社の外科医師団、製品マネージャーおよびエンジニアによって推進される徹底した製品・技術研修から学

べるようになっている。 

86 Intelect Medical, Inc.  USA     1 1     

http://int

electmedi

cal.com/ 

Intelect Medical は、以下のような患者の成果を改善するために、独自の脳深部電気刺激（DBS）治療・技

術を開発している。 

 

- 脳卒中の結果として上肢の片側不全麻痺のある患者 

- 脳外傷（TBI）により慢性的な認識障害のある患者 

当社は、世界的に有名な科学者・臨床医と協力して、このような有望な新しい治療法を開発し、商品化して

きた。同時に、刺激の送達とプログラミングの最適化を大幅に改善すると想定される新しい DBS システムの

開発が進行中である。 

 

Intelect Medical は、Cleveland Clinic のサポートおよび Center for Neurological Restoration で開発された知

的所有権により 2005 年 4 月に設立された。その後まもなく、Weill-Cornell Medical College の Laboratory for 

Cognitive Neuromodulation から、TBI の DBS 治療に関連する主な特許の独占的ライセンスも確保された。

臨床前研究、臨床実現性試験、システム開発などの商品化の取り組みは大幅に進展してきた。 
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当社の使命は、脳損傷を受けた患者のより良い生き方を回復させることである。当社は、虚血性発作およ

び TBI の結果として脳損傷を受けた患者に治療ソリューションを提供することに重点を置いている。医療企

業、およびそのような脳損傷に伴う障害に苦しむ患者が利用できる治療の選択肢は非常に少ない。当社

は、回復を改善し、加速させることへの希望をもたらす新しい治療法を提供したいと考えている。 

87 IntelleWave  USA         1   

http://ww

w.intelwav

e.net/pro

d_info.php

Intellewave は、自律神経系（ANS）の定量的な評価のために心拍変動（HRV：Heart Rate Variability）分析を

提供する完全に自動化されたコンピューター・ベースの非侵襲性のシステムである。そのようなシステム

は、現在、このシステムだけであり、これは独自の人工知能技術を利用している初のシステムでもある。 

 

Intellewave が提供する独自の結果の表示により、医師は交感神経と副交感神経の活動の関係における最

大 81 通りの変動を認識することができる。Intellewave は、HF（副交感神経系）の強さを横軸、LF（交感神経

系）の強さを縦軸にとったデカルトの座標系を利用している。 

 

Intellewave システムは、正確さと速度の点で卓越しており、信頼性が高く、操作し易いシステムである。2 人

の患者の同時リアルタイム HRV 分析に利用できるオプションがある。 

 

Intellewave システムは、薬物療法、理学療法、ストレス、ベータ遮断薬、あるいはその他の要因による影響

を患者が受ける前および受けた後に、様々な治療の客観的な評価・確認、研究と文書化、自律神経系の活

動の評価を行うために利用される。共通点は、自律平衡点と解釈される。 

 

このような評価方法は、内科、家族医療、心臓病、内分泌、胃腸病、心理療法など様々な臨床診療分野に

応用されている。Intellewave による心拍変動分析は、治療の前後の患者の ANS の状態を評価するための

基礎となり、治療の有効性を正確かつ再現可能な方法で評価することができる。 

88 InterGenetics   USA 1      

http://ww

w.intergen

etics.com

/ 

InterGenetics®は、遺伝医学分野における革新的な企業として浮上している。遺伝子による女性の健康の

改善に重点を置いている。InterGenetics®の研究チームは、独自の遺伝子の組合せおよび DNA 評価技術

を発見し、これが初の広範な遺伝的な乳癌予測検査「OncoVue®」のきっかけになった。InterGenetics®は、

卵巣癌、結腸癌、前立腺癌などの他の癌の予測試験に関して、有望な研究パイプラインを有している。当

社の中核研究は、将来的には、心臓病、糖尿病の予測、薬物療法の効力の向上、これらの分野における

予防医学にも応用される。 

89 
Intrinsic 

Therapeutics, Inc.  
USA     1       

http://ww

w.in-or.co

m/index.a

sp 

Intrinsic Therapeutics は、外科医および患者に椎間板ヘルニア治療のより優れた選択肢を提供するという

使命の下、2000 年に設立された。椎間板ヘルニアなどの損傷は、腰部の疼痛と坐骨神経痛の主因であ

り、米国だけでも 500 万人以上が罹患している。 

 

現在用いられている外科療法は、損傷した脊椎の変性と破壊の程度をさらに悪化させる。当社の革新的な

手法は、損傷した組織を強化し、それにより機能回復とヘルニア再発率の低下を図ることを目的とする。 

 

当社独自の技術開発の指導と検証を目的に、当社は世界中の高名な医師および生体力学の専門家を含

めた科学的諮問委員会を設置した。本委員会の指導のもと、当社のチームは、株主の利益を増やし、脊椎
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手術を受ける年間 80 万人以上の患者の転帰を向上させることに従事している。 

90 Iris BioTechnologies USA      1 1

http://iris

biotech.co

m/ 

Iris Biotechnologies 社は、個別の薬について確かで信頼性のある基礎を確立する手助けをするための

Nano-Biochip（ナノバイオチップ）遺伝子発現キットの開発に専念している。当社の特許取得製品は、現在

の最先端マイクロアレイ技術の感度、特異性、速度とコストの限界を克服するために開発された。Iris 製品

は FDA に認可されるように設計されており、世界中の認定された研究所で使用できる。当社は、さまざまな

乳癌の遺伝子発現パターンを特定するために最初のバイオチップを開発した。われわれにとっては、治療

法の決定に役立つさらに効果的な予測および予想ツールに加えて強固な病期診断の分類システムに対す

る緊急のニーズがあることは明らかである。当社の Nano-Biochip および BioWindows？情報科学プログラ

ムは、治療を行う医師が各患者の乳癌特有の形状について成功する最大の確率を持つと思われる個別治

療投与計画を速やかに規定できるように計画されている。 

91 ISTO Technologies  USA   1 1       

http://ww

w.istotech

.com/ 

社是 

ISTO Technologies は、脊椎治療、スポーツ医学および外傷用の差別化製品の開発に注力するオーソバイ

オロジック (orthobiologics) 企業である。  

 

医学的な課題膝軟骨および椎間板の損傷は、世界中の人にとって、疼痛、可動性の喪失、身体障害の主

因となっている。今日まで、膝軟骨と椎間板の組織再生・回復の一定の効果があり、経済性に優れる術式

は確立していない。膝関節や椎間板の変形性疾患患者は、根治的手術が疼痛から解放される唯一の手段

となるまで、痛みを抱えて暮らしている。 

 

当社の特色 

米国セントルイスを拠点とする当社は、オーソバイオロジック企業である。整形外科用の画期的な生物製品

の開発に注力している。他社が再生技術を探究する一方で、当社は、成熟細胞よりも軟骨細胞の再生に有

効であることが証明されている幼若細胞の特許技術を有する唯一の企業である。当社の多様な細胞増殖

技術は、商業的スケーラビリティを与え、最終的には広範な臨床応用を可能にする。 

92 IYIA Technologies   USA       1     

http://ww

w.iyiatech

nologies.c

om/ 

米国では、毎年約 240 万件の糖尿病性足潰瘍が診断され、多くは下肢切断まで進行する。米国では、糖尿

病性足潰瘍治療とそれに伴う切断手術にかかる医療費が年間 100 億米ドルを超えると推定されている。 

 

標準療法が常に失敗に終わる糖尿病性足潰瘍の治療は不愉快な問題である。当社は、治療システム

O2Misly™ の開発と実験を行ってきた。このシステムでは今まで治療に失敗してきた創傷を治癒する。 

 

当社は治験審査委員会 (IRB) の承認を受けて、南カリフォルニアにある 2 つの足病学専門の診療所 

(Clifford Wolf 医師および Lyman Wilson 医師) において慢性糖尿病性足潰瘍に関する O2Misly™ 用いた試

験を現在まで行ってきた。O2Misly™ 技術は新手法の医療機器であり、標準療法と補助療法を組み合わせ

ている。本機器は、超微小圧力下で酸素を送り、密閉槽の中で蒸気と混合するが、このとき抗菌剤も患部

へ送る。 

 

O2Misly™ 技術は、目覚ましい成果を生んでいる。標準療法では治療に失敗し、何年も開放創が治らなかっ
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た患者は、自分の創傷がついに治癒するのを現実に目にするのである。当社はこれまで病気を克服する

希望がほとんど持てなかった消耗性疾患患者に O2Misly™ Wound Treatment System を提供することに心

が沸き立つ思いである。 

93 Kensey Nash  USA   1 1       

http://ww

w.kenseyn

ash.com/i

ndex.asp 

比類のない高度な医療技術開発の時代において、先進企業として認識されるには、独創性と卓越性への

取り組みが必要である。それは、一途な取組みと同じ程度の好奇心である。新しいアイデアを進んで試すこ

とは Kensey Nash Corporation 独自の革新的医療製品開発の陰にある原理である。 

 

当社は医療機器企業であり、心臓血管、腸内血管、スポーツ医学、脊椎と外傷の市場で多種多様な製品

開発の先駆者である。1984 年設立以来、500 万以上の製品が患者に移植され、世界中の患者の生活の

質の向上に貢献している。  

 

当社は、再吸収性医療用インプラントの大手開発・製造業者である。当社の能力および専門技術によって、

当社が多くの硬組織・軟組織製品を納入している大手医療機器企業との関係を築くことができた。その 1 例

としての Orthovita, Inc. との円滑な協力関係は、脊椎 、骨粗鬆症性骨折、外傷性傷害の回復に用いる数

種類の骨グラフト材の発売に結びついた。 

 

Angio-Seal™ Vascular Closure Device の発明者兼開発者として、当社は動脈閉鎖の概念をいち早く生み

出し、ヒトの血管系に初めて再吸収性生体材料の素材を用いた。今日、 Angio-Seal™  (製造、マーケティ

ング、販売は当社のライセンシーである St. Jude Medical が行う) は、世界で有数の動脈閉鎖デバイスであ

る。 

 

当社はこのほど、自社開発・発売品目である ThromCat™ Thrombectomy System (血栓摘出術システム) と

QuickCat™ Extraction Catheter (塞栓除去カテーテル)含む腸内血管製品ラインと、2006 年に製品買収した

Safe-Cross® (高周波完全閉塞穿通システム) を Spectranetics Inc.に売却すると発表した。当社は、血栓、

すなわち血液のかたまりの除去を目的とした完全使い捨て式の人工カテーテルシステム ThromCat™ 

Thrombectomy System を開発した。本製品では、血栓を洗い流し、分解して除去する HeliFlex™ 技術を用

いている。売却された腸内血管製品ラインには、新しく形成された軟質の血栓の除去を目的とした

QuickCat™ Extraction Cathete と、慢性完全塞栓 (CTOs) 治療用の Safe-Cross® Radio Frequency Total 

Occlusion Crossing System も含まれる。腸内血管製品の詳細については、当社ウェブサイトの本製品のセ

クションをご覧ください。 

 

商品化された製品に加え、当社は重要な知的財産を生み出した活発な研究開発プログラムがあり、損傷し

た組織の回復、骨と軟骨の再生、病変のある動脈と静脈の置換、および薬剤、抗生物質、増殖因子などの

治療薬の供給を行う製品の技術基盤を築いた。 

 

当社では、生活の質を向上し、医療費を削減する、新しくて刺激的な医療製品を市場に出すことに懸命に

取り組んでいる。 
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94 
Kylin Therapeutics, 

Inc.  
USA 1    1  

http://ww

w.kylinthe

rapeutics.

com/ 

最先端を行くバイオテクノロジー会社である Kylin Therapeutics 社は、多くの一般的な疾患（common 

desease）治療のためのRNA介入（RNAi）の大きな可能性を生かすために「pRNA」と呼ばれる画期的なRNA

ナノ粒子技術プラットフォームを採用している。この先見性のあるプラットフォームは RNA をベースとする治

療によって癌や他の疾患を治療するための巨大な市場機会を満たす大きな可能性を有している。Kylin 独

自のプラットフォームの能力によって、RNA をベースとした療法の開発で最も重要な課題を克服することが

できた。 

 

Kylin Therapeutics 社は、IN-vivo Ventures, LLC と Golden Pine Ventures, LLC との共同経営会社として設

立されたものである。同時に、これらの 2 つの会社はその提携と強力な理事会を活用して Kylin 社の成功を

確実なものにすることができる。スリム化された部門間協力管理チームは、早期の治療の成功をもたらすよ

うに設置されている。この管理チームは Kylin 社を次のレベルに育成し発展させるために必要な要因を提供

する。この管理チームの目標は、関連する証明書、実績および運用経験で国際的レベルの運営管理を達

成するための早期の妥当性確認と市場のけん引を行うことである。 

95 Lanx USA   1 1       

http://ww

w.lanx.co

m/ 

医師から刺激を受けながら、 Lanx は、脊椎手術のすべてに関わるシステムおよびインプラントを専門に扱

っている。先進技術、知的財産および最先端工学を集結した製品はどれも、革新的な脊椎用製品を外科医

に提供することで、手術を簡便にし、世界中の患者の治療の質を向上させるように設計されている。 

 

当社の製品開発は短期間で仕上げる。設計から製造まで迅速に対応し、他に比類のない熱意をもって、外

科医の要求を明確、迅速に、安全で革新的なソリューションへと変える。 

 

米国のインプラント市場でもっとも成長の早い企業として、外科医に触発されて開発した当社の革新的製品

ラインをよくご覧いただきたい。 

96 LDR Spine  
Fran

ce 
    1       

http://ww

w.ldrholdi

ng.com/in

dex.html 

LDR は、有効な一定の臨床結果が得られるように、外科医および販売員の協力を通じて、世界中の革新

的な固定術および非固定術用の製品を提供している。 

 

当社は「脊椎」に焦点を絞り、設立された。当社の資源は、このきわめて特化された整形外科および神経外

科市場の一分野に集中しているので、変化の早いハイテク分野において強い企業でいることが可能であ

る。 

 

成功例 

 2002 年～2006 年、世界 26 カ国で当社の革新的固定術・非固定術用製品を用いた手術が 25,000 例以上

行われた。初期の世界的成功は、最高の脊椎手術ソリューション開発への情熱と卓越性への熱心な取り組

みの賜物であると考えている。 

 

今後の展望 

将来を見据えて、当社は外科医のニーズに応え、堅実な国際的事業拡大に懸命に取り組むことに今後も

注力していくつもりである。 
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97 
Light Sciences 

Oncology 
USA 1      

http://ww

w.lsoncolo

gy.com/ 

Light Sciences Oncology は、革新的な光起動式の固形腫瘍向け薬物療法「Light Infusion Therapy™（Litx

™）」を開発している。これは、安全性と効果の高い治療を癌患者に提供することを目的としている。当社は、

肝細胞癌および結腸直腸癌の肝臓への転移に関して進行中の第 III 相試験に加えて、神経膠腫の光インフ

ュージョン療法（Litx）を対象とする第 II 相の臨床試験も完了した。LSO は、用途の広い Litx プラットフォーム

の潜在的な治療応用範囲を、良性前立腺過形成や子宮筋腫などの良性腫瘍、血管疾患、皮膚科学まで拡

大してきた。当社は、知的所有権、開発中の革新的なアプリケーション、ひときわ有能なチームという強力

なポートフォリオにより、成長に向けた態勢を整えてきた。 

98 Lucid, Inc.  USA      1  

http://ww

w.lucid-te

ch.com/ 

米国ニューヨーク州ロチェスターに拠点を置く Lucid, Inc.は、北米、欧州、オーストラリアにオフィスを持つ医

療機器・情報企業である。Lucid は、安全で HIPAA に準拠するほぼリアルタイムの皮膚科医と他の医療専

門家との間の協調を可能にするために、非侵襲性の細胞撮像装置「VivaScope®」と革新的な医療情報シ

ステム「VivaNet®」を組み合わせることで、改良された皮膚科患者向けケアを提供している。VivaNet®シス

テムはオンライン医療画像の迅速な転送、保存、検索を提供し、これらの重要な協調を可能にする。Lucid

により提供される技術は、皮膚病変の症例において、患者の快適性と安心を確保しながら、医師が重要な

臨床上の判断を下す際に使用する画像を提供する。 

99 
MagForce 

Nanotechnologies  

Ger

man

y 

1      

http://ww

w.magforc

e.de/engli

sh/home1

.html 

最初のアイデア 

MagForce Nanotechnologies AG の CEO である Andreas Jordan 博士は、1987 年以来、Charité Hospital の

医師と協力して、当時の最新のハイパーサーミアシステムを改良してきた。様々な電磁界を重ねることによ

って体内で熱を生成することができる装置に関する問題は、腫瘍の内部で十分な熱を生じさせることだっ

た。必要な最低限の温度である 43°C（110°F）に達することができるのは、まれな症例だけだった。しか

し、患者の皮膚の痛み、発赤、やけどという形での副作用が定期的に起こった。Jordan 博士は、この状況を

変えることに積極的に取り組んだ。このようにして、現在、ナノ癌治療として知られる新しい癌治療のアイデ

アが始まった。 

 

研究開発 

当時の基本的なアイデアは、交番磁界を利用して、接触せずに外部から磁化可能な物質を活性化すること

により、腫瘍内に熱を「預け入れる」ことである。Jordan 博士は、数多くの実験で、望ましい属性を持つ物質

を探し始めた。しかし、全ての一般的な物質は、非常に大量（グラム単位）である場合にしか、大幅な温度

上昇に至らないことが間もなく示された。これは、腫瘍治療には考えられないことだった。世界中の物質に

関する 1,000 回近い実験を経て、日本からの新しいサンプルが試験された。交番磁界が作動されると、わず

か数秒で、大量の熱の発生により管が爆発した。この物質には、糖でコーティングされた酸化鉄のナノ粒子

が含まれた。この時、重要な節目に到達した。 

 

Jordan 博士は、詳細な試験で、マイクロメーター・サイズの粒子とは全く異なるメカニズムにより熱くなるナ

ノ・スケールの粒子のほうが熱発生量が遥かに高い理由を決定した。大粒子は一般に知られる履歴現象に

より発熱するのに対して、ナノ粒子の磁気励起は、酸化鉄のコアの交番磁界およびコーティングの相互作

用が大きな役割を果たすいわゆる弛緩プロセスにより起こる。これに関して、新しいメカニズムおよび人体

の交番磁界の「治療上の電磁窓」が含まれる画期的な記事が 1993 年に『International Journal of 
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Hyperthermia』に公表された。磁気ベースの形状の熱治療の実現が初めて現実的に実行可能になった。技

術の物理的特性にのみ重点が置かれていた研究が、この時は方法の有効性を証明するために生物学に

重点を置いて続けられた。適切な再生可能な条件で細胞と動物を研究するために、様々な交番磁界の照

射装置が生産された。 

 

臨床前段階 

糖でコーティングされた粒子および腫瘍組織への粒子の直接注入により、ネズミの C3H 乳癌で最終的に効

果が実証された。30 分の治療時間および 47°C（117°F）の獲得温度では、ほぼ毎秒、ネズミの腫瘍が回

復した。しかし、当初は、ナノ粒子は組織内で均一に広がらないことが示され、粒子が少ないエリアは温度

上昇が小さく、腫瘍の成長を完全に止めることはできないという結果が得られた。しかし、熱治療を繰り返す

ことで、ナノ粒子が腫瘍組織内に深く浸透するこができることが観察された。加熱プロセスを加えるごとに、

腫瘍内でナノ粒子の分布のある種の「自己均質化」が生じた。このような効果は、初めて説明され、その

後、1996 年および 1997 年に『International Journal of Hyperthermia』で、ネズミの C3H 乳癌の治療結果とと

もに、「熱のバイスタンダー効果」として公表された。現在は、このようなナノ粒子の広がりは、腫瘍と正常な

組織との間のちょうど境界で止まることが分かっている。これは、異質の不完全な腫瘍組織構造とは対照

的に、正常な組織の分化水準が高く、組織構造が高密度であるために、粒子がさらに広がることができな

いからである。 

生物学上の研究と平行して、Jordan 博士は、動物試験のための多くの実験構造に基づいて、後に患者の

治療に利用されるようになった交番磁界治療システムの開発にも取り組んだ。全計画の資金を調達するた

めに、1997年にJordan博士はベンチャー・キャピタルによりMFH Hyperthermiesysteme GmbHを設立した。

基 本 原 理 に 基 づ く 研 究 は 、 特 別 な プ ロ ジ ェ ク ト の 一 貫 と し て 、 資 金 の 大 半 が Deutsche 

Forschungsgemeinschaft （ドイツの研究団体）から提供されたが、MFH Hyperthermiesysteme は特に製品

開発に従事した。2002 年末には、世界初の磁界治療システムとなる「MFH®-300F」が臨床試験の認可を受

けた。 

 

治療システムの開発と平行して、ナノ粒子の一層の開発が続けられた。新しいナノ粒子を探すにあたり、

Jordan 博士は、1990 年代半ばに、Saarbrücken の Institut für Neue Materialien（INM = Institute for New 

Materials）と協力し始めた。INM から提出された最初のサンプルには、全く意外な特性を示すタイプも含ま

れた。アミノシランでコーティングされたナノ粒子は、数百万単位で腫瘍細胞に吸収された。このようなこと

は、それまでに観察されたことがなかった。この新しい知識は、1999 年に『Journal of Magnetics and 

Magnetic Materials』で公表された。 

 

臨床段階 

新しい癌治療の第二成分を製品準備状態に持ち込むために、Jordan 博士は、新しい癌治療向けの特定の

ナノ粒子の生産のために、2000 年に MagForce Applications GmbH を設立した。開始パッケージとして、

Jordan 博士は、INM に割り当てられた、国際的に登録された合成物の特許について、3 件のライセンスを取

得した 2005 年には、MagForce Applications GmbH に割り当てられた新しい国際特許をさらに 3 件および 2

件の新しい MagForce Nanotechnologies AG 特許申請を追加した。ライセンスを取得した特許を備えて、
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MagForce の設立とともに酸化鉄ナノ粒子の単独の開発が社内で始まった。この産業研究と平行して、社外

の認定研究所により、MagForce のナノ粒子製剤の耐性と毒性が調査された。ドイツの医療製品法の全て

の規定が満たされ、社内生産が確立された後、2003 年初頭に、MagForce はナノ癌治療の臨床マーケティ

ング認可プロセスを開始した。2001 年には、MFH Hyperthermiesysteme GmbH および MagForce 

Applications GmbH という 2 社の子会社の共同マーケティング基盤として MFH Magnetic Fluid Hyperthermia 

GmbH が設立された。 

 

更なる発展を確保し、技術を販売準備が整った状態にするために、新しいベンチャー・キャピタルを追加し

なければならなかった。2004 年 6 月に、フランクフルトの投資会社の Nanostart AG が当社の過半数を取得

した。MFH Magnetic Fluid Hyperthermia GmbH は MagForce Nanotechnologies GmbH に改称され、以前に

設立された２社は MagForce に統合された。2005 年 10 月に、MagForce Nanotechnologies が法人化された。 

100 
Mazor Surgical 

Technologies   

Isra

el 
      1     

http://ww

w.mazorst

.com/ 

Mazor Surgical Technologies は、広範な整形外科手術用のポジショニングシステムを搭載した小型半自動

制御型人工骨 (miniature Semi robotic bone) SmartAssist のプラットフォームを他に先駆けて開発した。当

社は、広範な脊椎手術用の、きわめて正確で浸襲性が低く、使いやすい小型の手術支援システム 

SpineAssist の大手供給業者である。 

2001 年に設立され、Technion (イスラエルの技術研究所) の後援で、本製品は世界中の医療センターで常

用されている。 

当社の革新的製品 SpineAssist は、Alice Ventures、 Johnson & Johnson Development Corporation、 

Israel Healthcare Ventures、 DOR Ventures、 Shalom Equity Fund、 Israel Technology Partners および 

Proseed Venture Fund などの有力国際的機関投資家に信用を得ている。 

当社のビジョンは患者と外科医のためにより安全で正確な手術の環境作りである。 

101 
MEDIAN 

Technologies  

Fran

ce 
     1  

http://ww

w.mediant

echnologi

es.com/ 

2002 年に設立され、フランスのリヴィエラのソフィア・アンチポリスに本社を置く MEDIAN Technologies は、

CT 腫瘍学向けの先進的な臨床アプリケーションの開発、販売に従事している。 

 

技術： 

当社の専門技術の源泉は、画像処理分野および医学物理学分野における活発な社内研究・開発および科

学パートナーとの協力である。 

 

この専門技術と著名な臨床パートナーからの助言の組み合わせにより、先進的なアプリケーションをホスト

し、独自の配置機能を可能にする包括的なソフトウェア・プラットフォームが開発されてきた。 

102 Medical Tactile  USA      1  

http://ww

w.medical

tactile.co

m/ 

SureTouch  Exam™は、世界での乳癌の発見方法を変えつつある。患者から見ると、SureTouch の臨床検

査は苦痛がなく手ごろである。提供企業から見ると、SureTouch は正確で管理しやすい。最後に、幅広い社

会経済的範囲にわたる全ての年代の女性が、他の方法では得られない水準のケアおよび重要なスクリー

ニングを受けることが可能である。 

 

Medical Tactile, Inc.（MTI）は、乳癌のスクリーニングのための従来の触診プロセスを改善し、数量化する手

ごろで使い易い診断装置を作り出すことに尽力している。SureTouch のデビューは、MTI にとって、乳癌の
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早期発見を改善し、最終的には生命を救う触覚感知技術の開発の第 1 段階にとなる。 

103 Meditrac  
Isra

el 
      1     

http://ww

w.meditra

c.co.il/ 

Meditrac は、首と背中の慢性痛治療の革新的概念をバンクーバー (カナダ) で行われる世界理学療法大

会 (The World physical Therapy Congress) で発表する予定である。当社の新しい治療概念「動きながら行

う牽引 (Traction on the Move) 」 は、歩きながらの牽引と歩行の理学療法を組み合わせた場合、慢性腰

痛 (LBP) および慢性首痛の治療にきわめて有効であることが証明された。（2007 年 5 月 29 日、カナダ・

バンクーバー） 革新的で非浸襲的な歩行しながらの脊椎障害治療器の大手供給業者である Meditrac は、 

独自の新しい概念「動きながら行う牽引」 を 2007 年世界理学療法大会 (開催：6 月 2 日～6 日、カナダ・バ

ンクーバー) で発表する予定である。この概念は、歩きながらの牽引と歩行の理学療法を組み合わせて慢

性腰痛 (LBP) および首痛の治療を行い、その有効性を繰り返し実証した徹底的な研究の後、開発したも

のである。 

104 MicroMRI   USA         1   

http://ww

w.micromr

i.com/ 

MicroMRI, Inc. は、まったく新しい革新的な製品の開発及び商品化に注力する医療機器企業である。当社

の製品は、高い解像度の磁気共鳴映像法 (MRI) で骨の微細構造を調べ、骨の構成要素を詳細に映し出

すものである。当社は通常の診療用の商品開発を目的としている。現在利用可能な臨床用 MRI スキャナー

に増設して使うことができる。非浸襲的な骨の微細構造の画像処理の最優良企業となることは、当社の使

命である。 

105 MiMedx  USA   1         

http://mi

medx.com

/ 

MiMedx グループの事業戦略は、新しい医療器具類と外科技術、さらには革新的な医療製品と技術の特

定、獲得、実践、商品化を行うことである。当社は、新製品と新技術、現在進行中の製品開発プログラムの

指導・助言を受けることを目的とし、当社の主要な関連分野を専門とする一流医師で構成する諮問委員会

を組織した。 

106 MINRAD  USA 1           

http://ww

w.minrad.

com/ 

MINRAD Inc. の吸入麻酔薬、Compound 347™ (米国薬局方 (USP) 一般名： エンフルラン)、 Terrell™ 

(USP 一般名: イソフルラン) および Sojourn™ (USP 一般名: セボフルラン) は、安全で信頼性が高い。当

社は医薬品業界の革新的企業であり、麻酔薬の製造と流通の両方において、より安全で環境にやさしい方

法を用いている。退職した研究部部長 Ross C. Terrell 博士は、 引き続きこの取り組みの顧問に就いてい

る。フッ素処理した麻酔薬研究のパイオニアである Terrell 博士は、1972 年にエンフルランを、1981 年 にイ

ソフルランを発売した。当社の製品および専門技術には、当社の吸入麻酔薬開発の進化が現れている。 

107 
Misgav Technology 

Center  

Isra

el 
     1  

http://ww

w.misgavt

c.com/ 

Misgav Venture Accelerator 社では、熱心な企業家、積極的な投資家および世界レベルの科学者や顧問と

共にライフサイエンスおよび国家防衛活動領域における重要なビジネスの構築に取り組んでいる。これが

Misgav 社を他と違ったものにしている。 

 

Misgav 社は市場に焦点を合わせた結果本位の技術ビジネスセンターである。Misgav の経験豊富な経営陣

は、製品の商品化とビジネスの構築に専心する企業家を支援するために豊富なマーケティングとビジネス

に関する専門知識およびイスラエルと国際実業界との緊密なつながりを提供している。 

 

Misgav 社は 1992 年に設立された。当社はイスラエルのビジネス開発のリーダーおよびマーケティングコン

サルティング会社である The Trendlines Group のメンバーであり、事業開発会社が所有している唯一のイス

ラエルのインキュベーターである。ポートフォリオ企業は、Trendlines イスラエル基金と産業貿易労働省の主

任研究員の事務所から支援を受けている。 
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108 Misonix  USA     1 1  

http://ww

w.misonix.

com/ 

1959 年に法人化された Misonix, Inc.（旧称は Heat Systems Ultrasonics）は、これまで超音波技術の最前線

に立ち、現在は超音波医療機器の設計、開発、製造の世界的なリーダーである。さらに、Misonix は、科学

的な産業用の超音波機器、実験室の安全装置、大気汚染制御製品の設計、開発、製造、販売も行ってい

る。 

 

Misonix, Inc.の超音波プラットフォームは、いくつかの革新的な医療技術の基礎となっている。これには、癌

性腫瘍の除去のための高密度焦点式超音波、軟組織吸引装置、腹腔鏡切断・凝固器具、耳鳴緩和装置、

神経吸引装置などが含まれる。当社の全ての製品および戦略的パートナーシップに関する情報について

は、当社の医療機器セクションを参照いただきたい。 

 

Scientific and Industrial Group は、ダクトのないドラフト、法医学研究所製品、超音波液体処理装置の設

計、開発、製造、販売に従事している。ダクトのないドラフトは、有害な煙霧や匂いを除去するために実質的

にあらゆる種類の研究所または生産設備で利用することができる。法医学製品ラインには、連邦、州、地域

の法執行機関に役立つ指紋・証拠保護製品が含まれる。超音波液体処理装置Sonicatorは、製薬業界、バ

イオテクノロジー業界、化粧品業界など、様々な市場の研究・生産設備で利用される。 

109 
Mogul Enterprises, 

Inc.  
USA       1     

http://ww

w.mogulen

terprises.

com/ 

背景： 

予算の制約のある病院の購買グループは、特定の治療や手術ごとに複数の高価な医療機器を購入する

柔軟性のある資金力がないため、医療機器/装置の必要性に対する手ごろな代替のソリューションを常に

探している。また、既に込み合った手術室またはカテーテル実験室には、追加的な高度な機器を配置する

十分なスペースがないことが多い。 

さらに、コスト意識のある医師および病院の調達担当者は、特定の診断および治療/手術のための既存の

非常に高価な標準的医療機器や特殊医療機器に対する手ごろで優れたソリューションを大いに必要として

いる。従って、医師は、代用の補足的な装置を利用して、慎重かつ巧みに臨床上の治療を行うことがよくあ

り、装置の使いにくさや失敗、患者の外傷/負傷（患者が死亡するケースさえある）、不必要に長い周術期、

患者がさらされるリスクの増大につながることが多い。 

そこで、顧客のニーズを認識して、電気生理学、心臓病学、神経病学、低侵襲性/一般外科手術、試験管

内診断を含む低価格かつ革新的な医療機器および医療診断・治療/手術装置を顧客に提供する医療機器

企業を設立した。当社の機器/装置は最先端の技術を利用し、現代的かつ進歩的な科学/医療研究を活用

している。また、価格は手ごろで、性能は優れており、市販されている既存の医療機器にはない特徴があ

る。 

 

会社概要、創設者、技術スタッフ： 

MOGUL ENTERPRISES, Inc.は 1997 年に米国カリフォルニア州サンノゼで設立され、1999 年に米国カリフォ

ルニア州で法人化された。当社は、医療機器業界で最大の科学研究者・エンジニアリング専門家のプール

の 1 つがある「シリコンバレーの中心地」に位置する。 

当社の創設者は Jamil Mogul であり、同氏は CEO/会長、ならびに研究開発（R&D）部門、品質保証部門、

規制関連業務部門の臨時副社長も務める。同氏は機械工学の科学修士号を持ち、業界で 20 年超の製品

開発および経営の経験がある。 
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R&D 業務については、MOGUL ENTERPRISES, Inc.は必要に応じて契約社員を雇用し、同じ建物内にある

別の企業と共通の人材・用具/備品の資源および設備インフラも利用している。 

 

製品開発： 

1997 年の設立以来、当社は、幅広い医療機器の経験と広範な技術的な専門知識を利用して、書面上の設

計アイデアやコンセプトを、現代的/進歩的でありながら手ごろな医療機器へと転換し、革新的な専門機能・

標準機能の追加により性能を高めることに非常に熱心に取り組み、そのことを熱望してきた。従って、当社

は、創設者の投資により、以下の製品の開発業務を引き受けてきた。 

心血管インターベンション用の光ガイドワイヤ付きの可動型管腔カテーテル：この製品は、冠状動脈の全体

または一部の慢性的な閉塞を発見すること、および閉塞した管腔（動脈）を再疎通することを目的として特

別に設計された。当社は、他社のためにこの製品を開発すること（契約開発企業として）に成功し、これを製

造設備に移した。 

インターベンショナル心臓電気生理学（EP）用の 4 つのカテーテル製品：これらのカテーテル製品は、心臓

不整脈の診断上の EP 試験中に心臓内の電気記録および心刺激に使用することを目的として特別に設計

された。当社は、当社の施設で製造する意図でこれらの製品を開発した。当社は、以下の４つのカテーテル

製品について、FDA から 510(k) 認可を受けた。 

最大 10 個の電極付きの 3 本のフレンチ可動型/固定カーブ EP 診断用カテーテル 

最大 10 個の電極付きの 4 本のフレンチ可動型/固定カーブ EP 診断用カテーテル 

最大 10 個の電極付きの 5 本のフレンチ可動型/固定カーブ EP 診断用カテーテル 

最大 20 個の電極付きの 6 本のフレンチ可動型/固定カーブ EP 診断用カテーテル 

医療機器：当社は、第 1 世代のマルチエナジー、マルチモード（多機能）の医療機器の開発の初期段階にあ

る。当社は、多機能の機器設計のための初の特許を付与された。 

さらに、当社は、様々な低侵襲性の手術用・手術中のプローブおよびその他の特殊な診断用や治療用のカ

テーテルも開発中である。新しいプローブやバスケット装置のコンセプトを含むカテーテル設計に関する出

願中の特許がある。 

 

製品の製造および投資機会： 

FDA の認可を受けたカテーテルを商用に大量生産するために、当社の設備を拡大する必要、あるいは製

造の間接費および人件費が比較的安い地域に別個の製造設備を建設する必要がある。そこで、当社は、

金融投資と引き換えに十分な利益分配や会社の株式を受け取る投資パートナーに入社してもらうことを探

っている。 

また、低侵襲性および一般の外科手術、その他の医療用の特殊な使い捨てまたは再利用可能な装置のた

めの医療機器や接続するエネルギー伝達機器の継続的な開発努力を大幅に強化し、促進するために、追

加的な投資資金も求めている。 

同時に、カテーテル製品を製造、販売するための地域ベースの独占的ライセンスを提供するつもりである。 

 

流通の機会： 

医療機器市場（特に心臓血管分野）は、経済的に安定的でありながら成長している市場である。当社の革
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新的かつ低価格の心臓電気生理学カテーテル製品は、既存の同種の製品の問題に対するソリューション

を提供すると同時に、追加的な革新的な機能を備えながら価格と性能でそれらの製品と競争することによ

り、すぐに市場に浸透する見込みである。このような当社製品のポジションは顧客にとって非常に魅力的で

あり、その結果として急速に売上増加に貢献するだけでなく、生産コストが非常に低いことから大幅な販売

利益ももたらすだろう。 

 

従って、製品の普及のために、当社は企業に独占的な販売権を与える用意がある。これにより企業は、最

初に 50%の前払い金で 2,000 本のカテーテルを一括発注すること、あるいは受け取り必須の購入注文を出

すことができる。最初のカテーテル・ロットのリードタイムは10～12 週間になる。当社は、販売業者が競争上

有利に電気生理学市場に進出することができるように、販売業者に十分な手数料と大量値引きを提供す

る。 

110 
Molecular 

Biometrics, LLC  
USA         1   

http://ww

w.molecul

arbiometri

cs.com/ 

ここ数年、ゲノムとプロテオミクスが大きな注目を集める中で、小分子が生物系作用で等しく重要な役割を

果たすという認識から、メタボロミクス分野が浮上してきた。 

 

Molecular Biometrics, Inc.は、医療分野における分子診断・監視用、および薬物診断による薬品の発見・開

発向けに非常に特殊で感度の高い分析手法を開発している。 

 

当社は、リプロダクティブ・ヘルス、神経変性疾患（アルツハイマー病やパーキンソン病）、母体胎児医学、

肺代謝・肺水腫、乳酸代謝という 5 つの異なる適応症の 1,400 件超のサンプルを組み込む技術を用いて、5

つの原理証明試験を行った。当社の最初の標的市場はリプロダクティブ・ヘルスと不妊症であり、この市場

で、体外受精（IVF）のための生殖体・胎児の生存力評価に非侵襲性の治療を導入する意向である。 

111 MoleMap 

New 

Zeal

and 

1    1  

http://ww

w.molema

p.co.nz 

MoleMap は、最新の画像技術と皮膚科医の専門知識を組み合わせて、コスト効率の良い黒色腫スクリーニ

ング・プログラムを提供する目的で、ニュージーランドの皮膚科医グループにより 1997 年に設立された。

MoleMap の創設者は、日焼け予防を促す教育的プログラムが継続されているにもかかわらず、黒色腫によ

る年間死亡者数が減少していないことに気付いたことから、会社を発展させた。検査を行う医師が黒色腫を

発見する技術またはスキルを持っているとは限らないため、特に初期段階では、必ずしも日常的な皮膚検

査で黒色腫が発見されるわけではないことを認めた。 

 

MoleMap は、皮膚科医、科学者、エンジニア、ソフトウェア開発者の専門知識を利用して、黒色腫の早期発

見のための非常に正確な皮膚画像システムを開発してきた。 この画像システムは、ほくろやその他の皮膚

外傷を記録するために、独立診療所または従来の開業医で利用される。診療所は、安全な仮想プライベー

ト・ネットワークを介して皮膚科医ネットワークに接続される。これらの皮膚科医はデータおよび画像を受信

し、高度なソフトウェア・ツールを利用して分析、評価、報告を行う。集中データベースは、重要な患者の画

像・データを保存し、共有するために、信頼性が高く、安全でコスト効率の良いサービスを提供する。 

 

ニュージーランドでのプログラムの成功に伴い、ここで開発された MoleMap 技術は間もなく世界中の診療所

で利用されるようになる見込みである。MoleMap New Zealand は、皮膚科医の皮膚癌の専門技術と実証済
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みの技術を併用して、有効かつ手ごろな黒色腫の早期発見プログラムを提供する最前線に立っている。 

112 Monteris Medical   USA     1 1  

http://ww

w.monteri

s.com/ 

・Monteris MedicalTM 社は、癌治療の新技術の開発に力を注いでいる医療機器ベンチャー企業である。 

・特許で保護された Monteris の AutoLITTTM 技術は、周囲の健常組織への損傷を最小限にする、あるいは

それらに全く損傷を与えずに安全に腫瘍を凝固して殺すために MRI 誘導収束レーザーによる間質温熱療

法（「AutoLITTTM システム」）を採用している。 

・熱誘導性腫瘍治療は、頭蓋外腫瘍において効果的で一般的な治療法である。Monteris の技術によってこ

の療法の脳腫瘍への適用が可能になっている。 

・AutoLITT 技術の最初の応用は、現行の方法では適切に対処できない悪性脳腫瘍の治療となるであろう。 

・AutoLITT 技術はまだヒトに用いられておらず、またいずれの市場での使用も認可されていない。臨床試験

は保留中である。 

・Monteris は、カナダおよび米国のベンチャー投資資金と個人が私的に所有している。 

113 Myomo  USA       1     

http://ww

w.myomo.

com/ 

Myomo™の使命は、筋力低下または神経機能の低下に苦しむ個人の自立を回復させることである。 

 

マサチューセッツ工科大学およびボストン地域の有名病院にルーツがある Myomo は、非侵襲性の

NeuroRobotics.™の開発と商用化の先駆者である。NeuroRobotics は、独自の生体信号を利用して、個人が

部分的に麻痺した手足の動きを自分で始め、制御することができるように設計された新しい医療機器技術

分野である。NeuroRobotics は、このような機能により、神経経路と運動神経路を連携させ、強化することに

よって、病気に冒された筋肉を動かす方法を患者が学び直すことを手助けする。電気刺激または何らかの

侵襲性の処置は一切用いられない。 

 

NeuroRobotics は、当初は、体の片側における重度の筋力低下または自発的な運動能力の低下（片側不

全麻痺）に苦しむ脳卒中患者を対象としている。この技術は、脳血管障害後 1.5 年～10 年経つ重度の慢性

脳卒中患者に利用される治療法として、臨床的に重要な結果を示してきた（Stein J.、Narendran K.、

McBean J. 、 Krebs K. 、 Hughes 、 R. Electromyography-Controlled Exoskeletal Upper-Limb-Powered 

Orthosis for Exercise Training after Stroke. Am. J. Phys. Med. Rehabil. Vol. 86. No. 4. 2007）。 

 

2002 年以降の NeuroRobotics の開発では、ハーバード・メディカル・スクールと提携した著名な医療専門家

との協力および MIT の研究により、Myomo の共同創設者が率先してきた。受賞歴のある Myomo の

NeuroRobotics プラットフォーム技術は、新しい Myomo 製品の開発のための再利用可能な基礎的要素とな

り、適応を拡大してきた。Myomo は、この技術を応用することに重点を置いて臨床研究のパートナーシップ

を継続しており、追加的な試験を実施している。 

114 
Nano Interface 

Technology  
USA 1           

http://ww

w.nanoint

erfacetec

h.com/ 

Nano Interface Technology, Inc. (NITI) は、1998 年に設立された。当社の使命は、ナノバイオテクノロジー

およびナノテクノロジーの革新である。当社は、バイオテクノロジー、材料科学および薬剤供給の分野で新

しいナノテクノロジーの開発に取り組む研究組織の先駆けである。材料科学者の大きな科学的挑戦の一つ

は、分子レベルでの材料特性の超均質性のコントロールに役立つ製法の開発である。当社は、民間企業

への技術ライセンシング（技術供与）と製品開発によって、製品の商品化を計画している。当社の技術のほ

とんどは独自のものであり、現行の特許法で保護されている。当社では、 材料生産の「聖杯」を得たと考え
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ている。これにより、厳格な管理条件下で特殊な用途に用いる分子の合成が可能となる。適切な反応シス

テムと特殊な環境条件によって、当社の製品の特性と純度を管理することができる。これらの全工程によっ

て、商業化レベルの量産を容易に行うことができる。当社のビジョンは、分子レベルの製法によって、材料

の生産工程および純度を大きく変えることである。  

115 NDI Medical USA     1 1     

http://ww

w.ndimedi

cal.com/i

ndex.htm 

2002 年設立の NDI Medical の経営陣、エンジニアおよび薬事関連の専門家から成る経験豊富なチーム

は、順調な業績で成長を続ける移植可能な神経刺激医療機器の企業を築いた。 

当社の MICROPULSE® 神経刺激システムは、厳しい薬事規制の基準を満たしており、臨床、治療、事業

の目的に合わせて製品化することができる。本システムの特徴は、移植可能な導線と手術を行う器具と併

せて、現在利用可能なものの中では最小の繰り返し充電できる移植可能なパルス発生器 (IPG) である。 

本システムをはじめ、当社の革新的製品およびサービスの品質と信頼性は、当社の経営陣および社員の

熱意と経験を反映している。当社の幹部は、神経刺激分野と医療機器業界で数十年の経験を有する。10

年以上も前臨床試験、臨床フィージビリティ・スタディ、多施設臨床試験に共に取り組み、神経刺激製品とそ

の改良品の作製と申請を行い、承認を得て、償還を行ってきた。 

当社は、神経刺激研究では世界をリードする研究拠点の 1 つであるクリーブランド (米国オハイオ州) に所

在する。当社はオハイオ州の産業パートナーシップ Ohio Neurostimulation and Neuromodulation 

Partnership (ONNP) で 主 要 な パ ー ト ナ ー で あ る 。 ONNP の 第 一 目 標 は 、 ニ ュ ー ロ テ ク ノ ロ ジ ー 

(neurotechnology) の商業化を促進することである。 ONNP は、Case Western Reserve University、 

MetroHealth Medical Center、 the Cleveland VA Medical Center、 The Cleveland Clinic Foundation、

University Hospitals of Cleveland をはじめとする連合組織である。当社は、神経刺激の分野で世界的に著

明な研究者と医師とも長年交流を続けている。 

116 NeoMatrix, LLC  USA      1  

http://ww

w.neomatr

ix.com/ 

カリフォルニア州アーバインに本拠地のある NeoMatrix 社は、女性たちやかかりつけの医師たちが最適な

胸部の健康維持を推進できるような革新的な機器を開発している。この会社の主製品である HALOTM 

Breast Pap Test（胸部パップテスト）は、年一回の婦人健康診断の一環としてのプライマリケアで使用され

るように設計された唯一の全自動非侵襲性胸部疾患スクリーニング装置である。 

117 Nerites Corporation  USA   1         

http://ww

w.nerites.

com/ 

Nerites では、世界クラスの技術と、市場に技術革新をもたらした実績のある経営チームを兼備している。

当社は、2004 年に設立し、身体組織の自然治癒力を高め、従来のデバイスが原因の合併症を減少させ、

必要のなくなった時点で安全に分解する新世代の生体材料の商品化を行っている。現在の製品と比較し

て、当社の製品は以下の特性がある。 

*より優れた接着力 

*生物由来成分をまったく含まない 

*調合および供給が容易である 

*調合の柔軟性： 時間設定、膨張、分解、弾力性など 

現在に至るまで、当社は、個人投資、企業パートナーおよび連邦政府の事業助成金から資金提供を受けて

いる。 

118 Nexgen Spine  USA   1 1       

http://ww

w.nexgens

pine.com/

Nexgen Spine は、椎間板変性症の治療用製品開発のために 2004 年 Casey Lee 博士によって設立された

非公開の医療機器企業である。当社は、正常な椎間板の動きの機能回復の手段として、高分子エラストマ

ーの利用を他に先駆けて行っている。高分子エラストマーは、刺激的な新しい種類の材料であり、優れた物
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index.html 理的強度と日常生活で身体にかかる負荷に対しても安全に屈曲する能力を併せ持っている。これにより正

常に近い物理特性を持ちながら耐久性に優れるインプラントを可能にしている。 

119 Nexstim, Ltd.  
Finla

nd 
        1 1

http://ww

w.nexstim.

com/ 

Nexstim は、病院や神経科学研究機関で使用されるナビゲート・ブレイン・スティミュレーション装置を開発

し、製造している。 

 

Nexstim は、8 年間にわたる広範な技術的・科学的な研究を経て 2000 年に設立され、2003 年に初の商用製

品を発売した。その後、当社は、世界中の主要な病院や脳研究センター向けに、神経科学および臨床研究

用の高性能ツールを開発してきた。 

 

Nexstim はフィンランドのヘルシンキに本社を置き 神経生理学・脳研究における優れた実績、現代の医療

技術に関する幅広い知識、ならびに継続的な改良への熱意を持つスタッフを雇用している。当社の大株主

には、Finnish National Fund for Research and Development、投資家、会社従業員が含まれる。Nexstim

は、ISO 13485 の認可を受けている。当社の革新的なアプローチが、多数の国際特許および特許申請につ

ながってきた。 

120 Nodality USA      1 1

http://ww

w.nodality

inc.com/i

ndex.html

Nodality社は、スタンフォード大学およびGarry P. Nolan博士の研究所から使用の許諾を得た技術を用いて

患者特有の疾患を分類することを専門とする株式非公開の新興のバイオ企業である。Nodality 社の技術は

大まかに言えば、多様性解析リン酸フローサイトメトリーによる単一細胞のシグナル伝達ネットワークであ

る。Nodality 社の新しい技術基盤を用いると、バイオマーカーの識別と分析、創薬研究開発、患者の階層化

や治療法の薬力学の監視など、創薬の多くの課題に対処することができる。Nodality 社は、血液異常およ

び自己免疫疾患に重点を絞り込んでいる。Nodality 社は、個々の患者から得た特定の細胞の亜母集団で

検出された細胞シグナル伝達経路「節」を標的とした次世代の健康診断法の発見と開発に携わるトップ企

業である。Nodality 社の強力で新しい研究方法によって、リンタンパク質によって決定される細胞内シグナ

ル伝達ネットワークの経路における重要な節の役割が明らかになっている。これらの診断方法は、疾患の

経過の追跡、患者の監視、および開発において FDA が認可した薬剤や薬剤候補に対する個々の患者の応

答の予測など、予測目的で使用することができる。 

121 NovaBone Products   USA   1 1       

http://ww

w.novabo

ne.com/ 

NovaBone Products, LLC には、利用可能な技術として性能と安全性の面でもっとも優れた技術があり、こ

れから人工骨グラフト材産業を先導していく。当社の技術が病気の感染の心配がなく、骨伝導性、骨刺激を

有し、100% 再吸収される合成グラフト材を生んだという事実を、当社の製品に活かしていく。当社の製品

は、グラフト材を用いる医師に焦点を当て、使いやすい製品と優れたサービスの提供を追求していく。 

122 Novian Health USA     1   

http://ww

w.novianh

ealth.com

/ 

胸部腫瘍は、癌性でも非癌性でも今日女性が直面する最も深刻な健康問題のうちの 1 つとなっている。早

期発見がこの問題に対処する際の最も強力な手段である。早期発見に加え、胸部で見つかった腫瘍や「し

こり」の早期治療が併用される。 

 

Novian Health 社は、これらの腫瘍を切除するために組織内レーザー治療（ILT：Interstitial Laser Therapy）

を使用して行う胸部手術の代替案として低侵襲性法を提供しようとしている。Novian Health 社は近年、乳房

の線維腺種（良性腫瘍）を治療する特許を取得した装置、Novilase TM についてFDAの認可を受けた。当社

の技術の商品化を開始するための計画が現在進行中である。悪性腫瘍についてのさらなる臨床開発も計



- 310 - 

No. 
会社名 国 

創薬や薬

物搬送技

術 

生体材料
埋込型機

器

手術用器

具・治療

器

診断技術

生命機

能・構造

の解析技

術

web 概 要 

画されている。 

123 OmniGuide USA     1   

http://ww

w.omni-gu

ide.com/ 

OmniGuide 社は、低侵襲性であり顕微鏡下で切除や凝固を行うための BeamPath CO2 レーザーファイバー

を開発した。OmniGuide 技術を使用する外科的治療には、特に内視鏡的下垂体治療、頭部および頸部の

癌、咽頭部の病変、気道閉塞や呼吸器乳頭腫など、傷つきやすい組織構造の内部や周囲の手術が含まれ

る。医師らの報告によれば、OmniGuide ファイバーによって安全で有効な治療が提供され、複雑な病変を治

療するために医師たちの手が届く範囲が広がっている。 

 

この CO2 レーザーは軟組織の治療において精度と制御を提供する。これらの特性は耳鼻咽喉学における

軟組織の治療、頭頸部の手術、頭蓋底の手術や肺臓学において非常に重要である。これらの治療時に

は、周囲の構造に損傷を与え、さらなる出血や穿孔およびさらなる合併症を招く恐れがある。 

 

世界中にはすでに 20000 を超す CO2 レーザーが手術室に設置されている。そのほとんどはたった１つの

「見通し」機能を装備した固定式関節アームを持つもので、患者の体の外からの「見通し」が可能である場

合の治療に対して外科医に制限を加える。OmniGuide ファイバーはこの既存の CO2 レーザーシステムの基

部に取り付けられ、病院が設置した CO2 レーザーの適用性を拡張する。医師は現在、頭蓋底、気道および

咽頭内の病変を治療するために内視鏡（カメラ）誘導下で患者の体内に OmniGuide レーザーファイバーを

設置する能力を有している。内視鏡による誘導を用いた CO2 レーザーエネルギーの使用は極めて新しい

概念であり、すべての内視鏡市場が CO2 レーザーの使用に開かれつつある。内視鏡検査法は、下垂体、

洞、咽頭や気道の治療など、さまざまなタイプの治療に使用されている。 

 

OmniGuide 技術のキーポイントは、MIT で独自に発明、開発された画期的な光バンドギャップファイバーで

ある。OmniGuide は MIT との連携を継続している。この技術は 2002 年に Nature 誌で最初に発表された。 

124 Orasi Medical, Inc.  USA         1 1

http://ww

w.orasime

dical.com

/index.ph

p 

Orasi Medical, Inc.は、アルツハイマー病およびその他の神経障害の診断と監視のための治療の標準にな

ることを目指している。精度 85％超で 10 分もかからない無痛の検査を用いる Orasi の技術は、現在は時間

のかかる不確実な行動検査をアルツハイマー病の診断に利用している神経科医に、簡単で正確な臨床検

査を提供する可能性がある。さらに、製薬会社は Orasi の技術を利用して、神経疾患向けの高コストの臨床

試験を短期化することに関心を寄せている。 

125 
Ortho Sol 

International  
USA     1       

http://ww

w.ortho-s

ol.com/ 

南アフリカのポート・エリザベスを拠点とする最先端設備では、Ortho Sol (Pty) Ltd が (子会社グループと

連携して) 革新的で高品質の整形外科用製品、脊椎インプラント、器具類の市場取引、設計、開発および

製造を行う。当社の研究開発部門は、社内および戦略上のパートナー両者の製品開発の要求を満たし、個

人および事業体に対して製品の設計、開発、製造および特許取得の支援を行う。外科医が手術成績を向

上させるために、インプラントと器具類のより有効なデザインについて頻繁に考えているということは、経験

上、明らかである。 

 

Ortho Sol Development (Pty) Ltd は、外科医などの関係者と、革新的なアイデアやそのアイデアを生かし

た製品開発において当社が支援できることを話し合う機会を持ちたいと真に思っている。通信文書やアイデ

アはすべて極秘扱いとし、非開示同意書および機密保持契約書に従う。 
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126 ORTHOCON  USA     1       

http://ww

w.orthoco

n.com/ 

ORTHOCON は、革新的で吸収性の整形外科用製品および脊椎手術用製品の開発を行う治療用製品の

企業である。 

ORTHOMECHANICS LC. の事業は、高品質デバイスの設計、開発、製造よび販売である。固定具、ワイヤ

ー、バンドなどの整形外科用装具の製造も可能な整形外科市場の企業として、米国オクラホマ州に 2001 年

設立された。当社は、コンピュータ援用製造 (CAM)/コンピュータ援用設計 (CAD) システムなどの最先端

設備とともに独自の製造工程を用いて高品質製品の生産を行っている。当社の製品は、それ自体が物語

るように、無難な価格で品質は最高である。  

127 OrthoMechanics  USA     1       

http://ww

w.orthom

echanic.c

om/ 

ORTHOMECHANICS LC. の事業は、高品質デバイスの設計、開発、製造よび販売である。固定具、ワイヤ

ー、バンドなどの整形外科用装具の製造も可能な整形外科市場の企業として、米国オクラホマ州に 2001 年

設立された。当社は、コンピュータ援用製造 (CAM)/コンピュータ援用設計 (CAD) システムなどの最先端

設備とともに独自の製造工程を用いて高品質製品の生産を行っている。当社の製品は、それ自体が物語

るように、無難な価格で品質は最高である。  

128 OrthoNetx   USA     1       

http://ww

w.orthone

tx.com/ 

OrthoNetx は、ヒトの先天性および後天性の骨・関連組織の欠損および変形を治療する仮骨延長法 (物理

的に誘導された新生骨とその周囲の軟組織の形成) 用の独自の医療機器の製造、販売およびサポートを

行っている。当社は、頭蓋顔面変形と骨の欠損 (下顎と上顎および／または歯槽 (歯)) 、手足の骨を含む

上肢および下肢の骨の欠損および奇形のある幼児、子供、成人の治療用に、仮骨延長法デバイスの

GenerOs™ ファミリーの特許を取得し、開発した。当社のデバイスの使用法の訓練を受けた専門医には、口

腔・顎顔面外科、歯科医、頭蓋顔面外科、形成・再建外科、耳鼻咽喉外科および整形外科など骨形成術 

(骨の形成と成形) 分野に関わるすべての医師が含まれる。当社はインターネットをベースとした特殊な情

報技術も用いて、医師と患者の教育を行い、当社の製品を患者の保護、製品リスクマネジメントおよび医師

と患者間のサポートをする「スマート・デバイス」にする。 

129 Orthopeutics  USA   1         

http://ww

w.orthope

utics.com

/ 

Orthopeutics, L.P. は、 一般的な整形外科の障害に対して外科処置以外の革命的なソリューションの開発

をさらに進めるために2004 年5月に設立された。当社は現在、椎間板を治療し、椎間板の変形および脊椎

関節の不安定性を劇的に減少させる革新的かつ非外科的療法.などに注力している。 

130 Orthovita  USA   1 1       

http://ww

w.orthovit

a.com/ 

Orthovita は、進化した骨・軟組織再生治療技術を提供する独自の脊椎／整形外科手術用の生体材料の

企業である。当社は新しいハイテクの合成生体材料製品の開発と販売を手がけている。当社には現在、

Vitoss Bone Graft Substitute (人工骨グラフト)、 Vitagel Surgical Hemostat (手術用止血剤)、 Cortoss 

Synthetic Corical Bone (人工皮質骨) および Imbibe Delivery and Disposable System(到達分解システム) 

の 4 つの主要な製品プラットフォームがある。 

131 Ortoviva, AB  
Swe

den 
      1     

http://ww

w.ortoviva

.com/inde

x_en.html 

Ortoviva は、脊椎手術で用いる革新的な手術用器具の開発を行っている。当社は、LinkMed 社および生体

材料、脊椎外科、医療技術製品の専門家 5 人によって、2006 年 10 月に設立された。当社の設立目的は、

第一に人工椎間板の挿入を円滑に行う 3 種類の手術用器具の開発であった。 

132 OTR3  
Fran

ce 
  1         

http://ww

w.otr3.co

m/ 

OTR3（Organ（器官）、Tissue（組織）、Regeneration（再生）、Repair（修復）、Replacement（交換））は、簡易

株式制会社（SAS：Société par Actions Simplifiée）であり、「RGTA」(ReGeneraTing Agent（再生薬）)という独

自の治療薬を開発する独占権を持つ非上場企業である。 
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OTR3 は、1999 年にフランス国内の革新的企業の設立コンテストで勝利を収めた後、2000 年に Jean Pierre 

Caruelle および Denis Barritault により設立された。RGTA プロジェクトは、全てのバイオテクノロジー・プロジ

ェクトの中で首位を獲得した。 

133 Paradigm Spine  USA     1       

http://ww

w.paradig

mspine.co

m/web/in

dex.php 

Paradigm Spine は、脊椎外科と患者の満たされない臨床ニーズに取り組む非固定式の脊椎インプラントソ

リューションを提供する企業である。屈曲性を補う棘間インプラント技術から着手して、当社は可動性を維持

する組織温存技術の充実した非固定式製品ラインを開発した。外科医中心、症状別、期日設定によって、

非固定技術を脊椎障害患者の生活の質の向上の最先端に位置づけることが当社の責務である。 

134 
Pathfinder 

Therapeutics  
USA     1 1  

http://ww

w.2pti.co

m/ 

当社は、ナビゲーション腹部手術（NAS）の分野におけるパイオニア的企業である。この技術を用いることに

よって、外科医は当社の主力製品システムである SurgiSight LinasysTM（肝ナビゲーションシステム）の高

度な視覚と精度から恩恵を得ることができる。 

 

10 年以上にわたって、さらに広い外科的ナビゲーションの分野では、脳、脊椎、洞、腰や膝の手術をより安

全にかつ外傷性をなくす技術から多くの患者が恩恵を受けてきた。PTI は腹部のために特別に設計された

ナビゲーション技術を開発した最初の企業で、画像誘導肝手術のための最初の市販のシステムを発売して

いる。 

135 Pegasus Biologics  USA   1 1       

http://ww

w.pegasus

bio.com/ 

米国カリフォルニア州アービンを拠点とする Pegasus Biologics, Inc. は、先進的な生物学的ソリューションに

注力する医療機器企業である。軟組織の修復、増大、強化および再建から先進的な創傷管理までさまざま

に適用される。今日、診療に用いる生物学の需要が拡大しており、当社は、再生医療および軟組織修復の

革新的なソリューションの提供に懸命に取り組んでいる。10 年以上におよぶ組織工学および安定化技術基

盤の研究により、当社の技術は、安定し、 (架橋結合) 高度に組織化されたコラーゲンの足場材料を生産

している。この材料は、不快な薬剤や放射線を用いずに、安全で生体適合性を有し、滅菌処理されている。

当社は、全世界で UltiFIX® および UltiSTER™ の独占的ライセンスを許諾された。これらは、整形外科、ス

ポーツ医学、脊椎、神経外科および創傷治療の分野で用いる当社の生体組織の安定化および滅菌処理の

技術である。当社は、再生医療の先進的な生物学的ソリューションの研究、開発および商品化において世

界的リーダーとなるべく奮闘している。 

136 Penumbra, Inc.  USA         1   

http://ww

w.penumb

rainc.com

/ 

Penumbra, Inc.は、2004 年に設立された医療機器企業である。カリフォルニア州アラミダに本社がある。

Penumbra は、脳血管疾患の患者向けの革新的な低侵襲性の医療機器を開発し、製造している。 

 

Penumbra のシステムは、頭蓋内の循環における大きな閉塞血管の再生を目的として設計されている。

Penumbra のシステムは、頭蓋内の血管再生に、独自のマイクロカテーテルおよび SeparatorTM に基づく血

栓デバルキング手法を用いる。 

137 
Perceptronix 

Medical  

Can

ada 
     1  

http://ww

w.percept

ronix.com

/ 

Perceptronix Medical 社（カナダ、バンクーバー）は、定量的な細胞診に基づく革新的な早期癌検出検査の

提供を専門に行っている私有の独立した細胞学研究所および癌診断企業である。 

 

本社の革新的な DNA 画像サイトメトリー技術はバンクーバーのブリティッシュコロンビア癌研究機関
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（BCCA：British Columbia Cancer Agency）と協力して開発された。この BCCA は早期癌検出プログラムの

実現に成功した実績を持つ著名な癌研究治療施設である。1999 年に当社が設立されて以来、その画像を

ベースとしたサイトメトリー技術に関する多国間の臨床試験の完成に成功し、その研究所に対して全面的な

一般細胞学の認定証明が与えられた。さらに、Perceptronix 社は ISO 13485:2003 品質証明書を保持してお

り、またその製品ラインに対して ISO 9001:2000 の認証を得ている。 

 

癌の早期発見は、好ましい結果を待ち望んでいる癌患者に、なによりの希望を与えるものである。

Perceptronix 研究所のサービスによって、既存の発見技術が改善され、医師にとっては患者の生命の延長

と生活の質の改善についての選択肢が増えることになる。 

 

同社はまた、癌の位置特定の最新技術を網羅するアウトライセンシングについてのさまざまな特許も有して

いる。 

138 
Pioneer Surgical 

Technology, Inc.  
USA     1       

http://ww

w.pioneer

surgical.c

om/ 

Pioneer Surgical Technology は、脊椎および整形外科用のインプラントおよび器具の設計・製造を行う、有

数の革新企業である。当社は、患者の転帰を向上させ、外科医にとって使いやすく信頼のおける、経済性

の高い革新的な医療機器の製作に尽力している。当社の最初の製品 Songer Spinal Cable System (脊椎

ケーブルシステム) は、 1992 年発売された。本システムは、脊椎の矯正にワイヤーを用いることが困難

かつ危険であることに対応して開発され、使いやすさ、柔軟性、強度においてワイヤーに勝るように設計さ

れた。外科医および患者のソリューション開発において次のレベルを目指す情熱と願望に突き動かされ、当

社は、15 年以上にわたり、進化し続けている。 

139 
Predictive 

Biosciences  
USA      1  

http://ww

w.predicti

vebiosci.c

om/ 

Predictive Biosciences 社は、マサチューセッツ州レキシントンに本部を置く分子診断会社である。当社は

1000 万ドルのシリーズ A ファイナンシングにより 2006 年に設立され、腫瘍の成長、腫瘍の血管形成および

癌マーカーの領域における主要なヘルスケア投資家、経験豊富な企業家および国際的に著名な科学者た

ちにより合同で設立された。Predictive Biosciences は、18 の取得済みおよび審理中の米国特許－および

プロテオミクス、診断、腫瘍学および腫瘍バイオマーカーの社内の深い専門的知識など、広範な IP 製品ラ

インを有している。 

 

特許取得済みバイオマーカーと臨床アルゴリズムの製品ラインを活用して、Predictive Biosciences 社は、

情報に基づいた癌管理 TM のための新しい診断分析を開発中である。Predictive 社は、精密検査と臨床的

介入を個人化することによって癌患者のケアの大幅な改善と医療費の削減を追及している。当社の製品

は、非常に高い陰性適中率（NPV）および陽性適中率（PPV）を持つ結果を提供するために特許で守られた

臨床アルゴリズムを用いた Intervention DiagnosticsTM である。これらの検査では、癌の発生および進行の

結果見られる生理的変化に基本的に関連する尿のバイオマーカーの検出を行う。 

140 
Provista Life 

Sciences 
USA      1  

http://ww

w.provista

ls.com/ 

Provista Life Sciences 社は 2006 年に設立された健康管理とバイオテクノロジーの開発機関で、病気の早

期発見のための画期的な試験を世界中の医療専門家と患者に提供することに力を注いでいる。アリゾナ州

フェニックスに本拠地を置く Provista Life Sciences 社は現在 2 つの領域、すなわち腫瘍学と中枢神経系疾

患における試験サービスを提供している。乳癌、アルツハイマー病やその他の重篤疾患の発見に役立つよ

うに設計された当社の早期検出テストは健康診断の分野？を変えつつあり、人々の寿命を延ばし、より健
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康な生活が送れるように手助けしている。 

141 Q Therapeutics   USA 1           

http://ww

w.qthera.c

om/ 

Q Therapeutics は、細胞に基づく技術を利用して消耗性の中枢神経系（CNS）疾患向けの新しい治療薬を

開発する新興のバイオ医薬品企業である。当社は 2004 年に、ユタ大学、コーネル・メディカル・カレッジ、国

立衛生研究所（NIH）での数十年間の研究を、新しい治療薬へと実用化するプロセスを開始した。これらの

研究機関との独占的なライセンスにより、16 件の特許を取得済みであり、出願中の特許も多数ある。 

 

Q の当初の開発の取り組みでは、正常なニューロン機能の回復を目標として、損傷を受けたニューロンの

絶縁ミエリンを取り替える自然細胞に基づく薬品に重点が置かれてきた。当社の最初の製品「Q-Cells™」

は、多発硬化症（MS）、横断性脊髄炎、脳性麻痺、脊髄損傷、および特定の種類の脳卒中など、幅広い疾

患に対応するように設計されている。経験豊富な経営陣と焦点を絞った戦略に加え、特許を取得した当社

の細胞技術と製造プロセスは、従来の医薬品にない方法で CNS 疾患を治療する包括的な製品ラインの開

発を可能にする。 

 

Q は、中枢神経系全体を生み出す細胞をカバーする特許を取得している。Q-Cells およびその他の種類の

Q の細胞は、共同研究またはライセンス契約に基づいて利用できるようになる可能性がある。 

142 
Quantum 

Orthopedics   
USA     1 1     

http://ww

w.quantu

morthope

dics.com/

about_qua

ntum_orth

opedics.ht

ml 

Quantum Orthopedics の可動性維持戦略は、椎間関節置換術などの Conservative Motion Preservation™ 

技術から構成される。この技術は、脊椎本来の柔軟性と構造を維持しながら、脊椎の病態を緩和するイン

プラントおよび術式の開発と関連する。椎間関節変形には現在適切な治療法がない。  

143 Ranier Technology  UK     1       

http://ww

w.ranier.c

o.uk/ 

Ranier Technology は、脊椎変形症治療用の独自の新しい脊椎インプラント CAdisc™ の商品化に注力する

医用機器開発企業である。当社は、ポリウレタン材とその製造技術 Precision Polyurethane Manufacture 

(PPM) を開発した。これにより、変動係数 (GradMod) 特性を有する生体適合性のあるポリウレン製インプ

ラントの製造が可能になった。当社の GradMod 技術は、負荷によりインプラントに生じる圧力をインプラント

全面に分散し、さらに負荷に耐えられる可動性を維持した脊椎インプラントの特性として、設定可能な可動

特性および特別な耐久性を兼ね備えることを可能にした。当社には、科学、技術、薬事、工学関連の集学

的製品開発グループがおり、EN 13485 登録した製造能力も確立されている。当社は一流の学術機関の協

力によって臨床的および科学的に恩恵を受けており、ケンブリッジ大学、ノッティンガム大学などの機関の

博士号所有者および博士課程を修了した学生を支援している。当社の製品設計の考案および臨床応用へ

の推進は、国際的な科学的諮問委員会が行う。本委員会のメンバーのほとんどは、直接的に当社と学術

機関の共同研究に現在関わっている、あるいはかつて関わった経験のある者である。 

144 

Sabine 

Neurotechnology, 

Inc.  

USA     1       

http://ww

w.sabinen

euro.com

Sabine Neurotechnology, Inc.（SNI）は、生物医学的な技術開発企業の Synogen, Inc、有名なフロリダ大学

（UF）の Movement Disorders Center の定位固定脳神経外科チーム、Sabine, Inc の創設者でエンジニアの

Doran Oster の連合により、2004 年に設立された発展段階の生物医学企業である。 
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/ Sabine Neurotechnology の使命は、脳深部電気刺激（DBS）手術のスピード、精度、安全性、効力、アクセス

しやすさを改善することである。当社は、外科手術の効力を高め、患者の成果を改善することができる革新

的で高品質な製品を神経科学業界に提供することに重点を置いている。 

145 Scient'x USA   USA     1       

http://ww

w.scientx

usa.com/

Scient'x では、適切な器具を提供すれば、脊椎外科医は、患者が経験する相当の苦痛を著しく改善できる

と考えている。 

これは、当社が、脊椎外科医に立ちはだかる限界の克服に奮闘し続けることによって、脊椎外科医の成績

を向上させる取り組みに全力を注ぎたいと思う理由である。当社は、個人のニーズを満たすように製品を進

化させるために外科医と協力して、この目的を達成しようとしている。 

当社の研究、技術的能力および当社が築いた外科医との緊密な協力関係は、このようなニーズを満たす

草分け的な医療機器の開拓で役立つ。また、当社は、業界全体で製品とサービスの質の高さが認められて

いることを自負している。これらは、当社が自身を常に評価する尺度である。 

146 SeaSpine   USA     1       

http://ww

w.seaspin

e.com/his

tory 

SeaSpine は、脊椎固定術の分野で革新的な特許を商品化するという目標を掲げた少人数の個人投資家

によって、2002 年に創立された。当社の最初の製品 UCR System は、2002 年の第 4 四半期に発売され

た。  

UCR System の発売成功に続き、当社は頚椎・前柱市場で製品ラインの拡大に注力した。毎年 2、3 製品

の発売ペースを設定して、現在では、今日行われている主要な脊椎固定術すべてに対応する広範な製品

が出揃った。 

2004 年の第 4 四半期には、事業を拡大し、米国カルフォルニア州ビスタに 22,000 平方フィート (約 6,705

㎡) の真新しい設備に移転した。当社では持続可能な成長ビジネスモデルを用いて、設立以来、毎年 50 パ

ーセント以上増収し、毎年収益を上げてきた。 

147 Seegene, Inc.  
Kore

a 
     1  

http://ww

w.seegene

.com/en/i

ndex.php 

Seegene 社は研究開発に多大な投資を行ってきた。その結果分子診断学の分野において Seegene 独自の

革新的な技術、方法および製品が得られた。 

 

Seegene 社は 2000 年に設立され、メリーランド州ロックビルと韓国のソウルに本拠地を置いている。

Seegene 社は多様な病原体（multi-pathogen）試験の分野での先駆者である。Seegene は、oligo 技術専門

企業で、PCR の感度と特異性を最大化する ACPTM (Annealing Control Primer)と DPOTM (Dual Priming 

Oligonucleotide)と呼ばれる 2 種類のコア・オリゴ・プラットフォームを保有している。これらの画期的な技術

はゲノム研究のさまざまな分野に応用され、特筆すべき成果をもたらしている。 

 

Seegene 社は、同時に多様な病原体検出の新しい基準を可能にする画期的な多重化 PCR 技術プラットフォ

ームである Seeplex®を提供している。Seeplex®プラットフォームは、DPOTM と ACPTM を利用して最大の特

異性、再現性および感度を実現する多様な病原体試験を開発した。 

148 
Seno Medical 

Instruments 
USA      1  

http://ww

w.senome

dical.com

/ 

Seno Medical 社は、レーザー光音響イメージング（画像化）法など、癌のスクリーニングと診断における新し

いモダリティを商品化するために設立された。解剖学的イメージングに頼っているほとんどのスクリーニング

手法とは異なり、Seno の目標は、血管新生を検出できる機能的イメージングを市場に送り出すことである。

当社の最初の製品は小型動物用イメージング装置で、現在試験中であり、2007 年春に発売する予定であ

る。ヒトに使用する製品は、最初は乳癌に焦点を置いて、その後の試験のために開発中である。それらの
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製品の商品化を完了させ、規制当局の認可を獲得し、市場に送り出すために、有能で経験のある管理チー

ムおよび国家が承認した科学諮問委員会が作られた。管理チームには、共に働き、医療機器を商品化に

成功した長い歴史がある。Seno の特許取得技術は、血管新生の存在、血管の成長や常に腫瘍を取り囲ん

でいる血液量の増加を究明するためにレーザーと音響を一体化して使用している。これはイメージングにお

ける非常に漸進的な段階であることを示している。マンモグラフィ(乳房 X 線撮影法)などの解剖学的イメー

ジング技術とは異なり、レーザー光音響イメージング法では、患者が不快になることなく、あるいは有害な X

線を被爆することなしに最も早期の臨床的に明らかな段階（乳房 X 線撮影法で、2 mm×10 mm）で乳癌を

発見できる。投資者や科学者、医師たちや毎年癌の検診を受ける多くの男女あるいは癌と診断された多く

の人々にとってこうしたチャンスは興味をそそるものである。レーザー光音響イメージング法の目標は、もっ

と小さな腫瘍をさらに正確に早期発見できるようにして、また生検を行わずに悪性の成長と良性の成長を識

別する能力を達成することである。将来の用途としては、他のタイプの癌やより広範な診断と治療が中心と

なるであろう。Seno は光音響技術に関する中核的な特許に加えて作業用のプレプロトタイプを入手した。当

社は将来の用途のために他の 2 つの特許の使用を許諾するつもりである。これらの特許は、卵巣、膀胱、

前立腺、結腸の癌や黒色腫および（心臓血管の）不安定な粥腫の最も初期の発見のためのイメージングな

ど、たくさんの潜在的な後続用途とともにプラットフォーム技術の構成要素となっている。ピアレビュー（専門

家による評価）および国立衛生研究所（NIH）、国立癌研究所（NCI）や国防総省（DoD）などの国家承認研究

所からの 1300 万ドルの継続的な財政的支援は、当社の科学的信頼性を裏付けるものである。また、臨床

試験で用いられているプレプロトタイプが癌の診断における生検との強い相関関係を実証しているのは重

要なことである。我々は将来に期待しており、Seno が癌の診断と治療における不確かさ、コストおよび肉体

的な傷を最小にできる役割に期待している。 

149 

Signus Medical, LLC 

(Signus 

Medizintechnik, 

GmbH)  

Ger

man

y 

    1       

http://ww

w.signus-

med.de/e

n/signus.

html 

SIGNUS Medizintechnik は、同族経営の企業である。当社は、脊椎手術を専門とする整形外科医および神

経外科医を支援し、完全な脊椎プログラムの提供に尽力している。 当社では、自社で考案、設計、販売を

行う自社製品に加え、他製造業者の製品の導入、代理取引、供給に対応できる。 

 

10 年以上培った医療製品事業のノウハウによって、開発、製造および世界 20 カ国以上の販売を手掛ける

脊椎インプラントの専門企業になったが、その一方、現在当社のほとんどの製品は、FDA の承認を受けて

いる。高品質は人手がかかる。当社は対処する。当社には、高い技能を有するエンジニア、営業担当、顧

客サービス係がおり、当社の製品およびサービスの質は最高水準を満たしている。革新的な原料および製

品は、当社の医療分野における何年もの徹底的な研究開発活動の成果である。 

150 
Small Bone 

Innovations, Inc.  
USA     1       

http://ww

w.totalsm

allbone.co

m/us/co

mpany.ph

p4 

整形外科分野の企業は、ほとんどが太い骨の外傷手術および大きい関節手術のみに焦点を当てている。

太い骨と大きい関節に焦点を置くと、上肢・下肢の市場は、まばらで注目されないままである。細い骨と小さ

い関節の市場は、整形外科業界全体の重要な部分であるであるにもかかわらず、関節全置換、脊椎およ

びスポーツ医学の分野ほど注目されてこなかった。SBi は、急速に成長する市場において世界規模で製品

を提供する企業となることに全力を注いでいる。当社は、Viscogliosi Brothers, LLC (“VB”) 会長である

Anthony Viscogliosi, John Viscogliosi, Marc Viscogliosi によって、2004 年 5 月に設立された。すでに筋骨格

業界において革新と人生を変えるような開発の代名詞となった VB は現在、そのビジョンを細い骨と小さい

関節の分野に向けている。それは、VB が世界規模の整形外科事業を築き上げる上でリーダーシップを発
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揮できる分野である。 

151 
Smission-Cartledge 

Biomedical  
USA 1      

http://ww

w.thermac

or1200.co

m/ 

Smisson-Cartledge Biomedical, LLC（SCB）は、熱輸液治療について臨床的に優れ経済的に有利な治療法

を導入した会社である。SCB 社は温度管理された輸液療法を提供するプラットフォーム技術の実現に主に

携わっている医療機器会社である。温度管理された液の効率的な投与の世界市場は、控えめに見積もっ

て数十億ドルのビジネスチャンスと予測される。SCB 社は、携帯式ポンプと単回の使い捨てカセットを用い

て広範囲の流速で輸液を加熱あるいは冷却できる非常に効率的な熱伝達プロセスを開発した。SCB 社は

また、小型インライン空気トラップ／除去システムも開発した。 

 

SCB は現在、最初の 10 mL/時から 1200 mL/分までの全範囲の携帯式熱注入器となる最初の医療機器、

ThermaCor 1200 輸液システムの商品化を行おうとしている。 

 

当社は 6 つの交付された米国特許と審議中のいくつかの特許を持っている。それらの知的財産の製品ライ

ンは、主に携帯式急速輸液、高効率熱伝達、自動空気トラップと除去、および急速ラッチ使い捨てカセット

の技術を網羅している。 

 

これらの一連の特許によって、特に ThermaCor 1200 輸液システムの不可欠な部分である殺菌済み単一患

者使用使い捨てカセットに関して競争上において十分な保護が与えられると SCB は考えている。 

152 
Spinal Designs 

International  
USA       1     

http://ww

w.spinalde

signs.com

/2-1.htm 

Spinal Designs International, Inc. は、ヘルスケア共同事業者を通じて、非外科的処置と術後に生じるの背

中の慢性痛治療用に、根拠に基づく LIFEBACK™ 脊椎プログラムを提供している。この最良の診療プログ

ラムは、慢性の腰痛と首痛の根本原因にうまく対処する。患者自身による疾患管理と臨床医が繰り返し行

う対処療法によって、脊椎疾患を全体的に治療する。非外科的処置の場合も術後の場合も、脊椎リハビリ

クリニックのネットワークを通じて LIFEBACK プログラムは提供される。このプログラムは、現在まで 6,000

名以上の患者から収集されたデータが証明しているように、慢性患者が効果的に腰や首の機能を回復す

る。 

 

当初 LIFEBACK プログラムは、ミネアポリス (米国ミネソタ州) の Sister Kenny Institute で開発された入院

患者の脊椎回復治療プロトコルであった。当社がこの臨床・管理プロトコルを強化し、外来患者への適用へ

と形作った。有効性を評価し、支払者への償還を保証する結果データシステム (ODS) を確立した。当社

は、重力を利用した負荷をかけない治療法 (gravity-assisted unloading therapy) の一環である医療機器を

開発し、特許を取得した。 

 

当社の独自の結果データシステム (ODS) は、リハビリ業界において比類のないものである。収集されるデ

ータによって、LIFEBACK プログラムの長期の有効性が証明されている。支払者は、有効性が確認できる非

浸襲的な回復治療を望むため、この証明によって当社が支払者との関係を築き、供給業者、個人診療所お

よび病院の紹介をすることが可能になった。 

 

当社には、ローズビルに近いミネアポリス (米国ミネソタ州) に診療所があり、患者も利用するが臨床医が
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研修を行い、製品を開発する場としても機能している。当社はミネソタ州およびノースダコタ州に LIFEBACK 

脊椎リハビリクリニックのネットワークを確立した。 

153 Spinal Elements  USA     1       

http://ww

w.spinalel

ements.co

m/ 

米国では、腰痛が生産性の損失および労災申請の大きな原因となっている。脊椎変形症治療には様々な

術式が用いられている。従来の治療法が奏効しなければ、通常インプラントを用いる手術が必要となる可

能性があり、世界中で行われている。可動性を維持する新しい脊椎の治療法は、人工椎間板を用いた置換

術である。椎間板置換術は次第に固定術に取って代わるであろうと予測されている。50%以上の症例で、腰

痛は椎間関節に関連する。椎間関節は、各椎骨にある関節である。人工椎間板がうまく固定術に代われ

ば、当社は椎間関節の置換術が約半数の症例で必要になるであろうと見込んでいる。 

154 Spinal Kinetics, Inc.  USA     1       

http://ww

w.spinalki

netics.co

m/ 

2003 年に設立された Spinal Kinetics は、脊椎変形症治療用の革新的な可動性維持システムを開発するた

めに脊椎外科医と共同で事業を行うことに注力する非公開の医療機器企業である。M6 人工椎間板は、椎

間板本来の解剖学的および生体力学的特性を再現することを目的とした初の非固定型可動性維持製品で

ある。M6 は、人工の髄核および線維輪を頚椎および腰椎のプラットフォームに組み込み椎間板本来の構

造を模した唯一の人工椎間板である。 

155 Spinal Motion, Inc.  USA     1       

http://ww

w.spinalm

otion.com

/default.h

tm 

SpinalMotion は、脊椎の可動性維持に尽力している。  

156 
Spinal Restoration, 

Inc.  
USA     1       

http://ww

w.spinalre

storation.

com/inde

x.html 

米国のみで毎年 1 億人以上が腰痛を経験している。このうち約 1,250 万人が治療を必要とする慢性痛へと

進行する。Spinal Restoration は、早期介入型の、浸襲性を最低限に抑えた新しい治療法を提供することに

よって患者を回復させることに尽力してきた。この新治療法は臨床的効果が証明されており、満たされない

脊椎の健康管理ニーズに対処していく。当社は現在、浸襲性が非常に低い脊椎の慢性痛治療用の Biostat 

Disc Augmentation System を開発するために世界の著名な臨床アドバイザーおよび科学アドバイザーの

協力を得て取り組んでいる。 

157 Spine Wave, Inc.  USA     1       

http://ww

w.spinewa

ve.com/ 

Spine Wave は、脊椎障害治療用の高品質で革新的な医療機器の開発と供給に取り組んでいる。当社は、

急速に進化している脊椎インプラントの分野でリーダーとなるに優位な位置につけている。外科医が推進す

る製品開発過程に尽力し、強い製品パイプラインを確立し、それを維持する。当社の目標は、差別化の大

きい手術用製品によって患者が脊椎機能を回復し、より活動的、生産的で痛みのない生活を送れるように

手助けすることである。当社は、脊椎固定術、脊椎圧迫骨折治療、髄核の置換術および増強のソリューショ

ンを提供する技術基盤を商品化することに傾注している。当社の製品ラインには、StaXx® XD Expandable 

Device、CapSure® PS2 Spine System、StaXx® FX Structural Kyphoplasty System、NuCore® Injectable 

Nucleus などの他に開発中の製品も数種類ある。 

158 SpineMatrix  USA         1   

http://ww

w.spinema

trix.com/

SpineMatrix, Inc. は、先進的脊椎診断に特化した革新的医療技術の企業である。米国オハイオ州北東部

の急成長するバイオメディカル産業界の一員であり、アクロンに本拠を構える SpineMatrix は、Lumbar 

Matrix™ スキャンを開発した。本製品は、腰部のすべての生理学的画像を処理する初の、また唯一の診断

検査法である。特許技術 SpineMatrix によって、医師は椎間板、椎間関節、筋肉の病変を鑑別できる。

Lumbar Matrix スキャンは、腰痛のより正確な診断を行えるように医師を支援して患者の治療を向上させる
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だけでなく、医療費全体を大幅に削減する可能性もきわめて高い。当社は、正確な診断を医師ができるよう

に支援し、患者の腰痛治療に尽力する。当社のチームは臨床、経営、償還、患者の教育の観点から診療を

捉える経験豊富な脊椎治療業界の専門家から構成されている。これが優良な個人サービス、専門的研修

および即時のオンライン技術支援を提供できる理由である。 

159 Spinemed   USA     1 1     

http://ww

w.spineme

dtherapy.

com/ 

SpineMED® の意匠権は、最先端の非外科的減圧技術を象徴している。SpineMED® は、突出した椎間板

および椎間板ヘルニア、脚部の放散痛、腕麻痺、坐骨神経痛、脊椎管狭窄症、椎間板変性症治療で非外

科的かつ薬剤を必要としない処置を提供する。数年の臨床経験およびこの分野の医療専門家からのフィー

ドバックに基づき、これまでのデバイスに見られた限界と厄介な副作用を克服するために SpineMED® シス

テムは設計された。 扱いにくいナイロン製の装具、旧式で大げさなデザイン、時代遅れの牽引装置は取り

除かれ、代わりに特許を取得した拘束システム、独自の骨盤を傾ける仕組み、そして先進的なコンピュータ

制御が採用された。その結果、腰椎椎間板および頚椎椎間板の病変の従来の治療法に対応する技術的に

もっとも進化した非外科的な減圧システムとなった。 

160 SpineMedica  USA     1       

http://ww

w.mimedx.

com/SM/

default.as

px 

Spinemedica は、主に整形外科再建術および一般外科の 2 つの分野で事業を展開している。高齢化によっ

てどちらの分野も急速に成長している市場である。概して人々の寿命は延びている。晩年までも質の高い

生活を維持するには、椎間板置換術や他の治療を行う必要性が出てくる可能性が高くなる。米国の整形外

科市場評価は、2006 年 167.5 億米ドルであり、2012 年には 202.5 億米ドルになると見込まれている。脊椎

インプラント市場は、複合年間成長率 17 パーセントを達成する整形外科分野でもっとも成長の早い市場で

ある (Knowledge Enterprises, Inc. The Ortho Fact Book (2006))。  

161 SpineVision, SA  USA     1       

http://ww

w.spinevis

ion.net/ 

SpineVision® は、脊椎治療用のインプラントおよび器具の開発と販売に注力する非公開の統合的脊椎技

術における有数の企業である。SpineVision の製品は、Reinhard Zeller 博士 (Head Spine Program, 

Hospital for Sick Children, Toronto) 、 Ciaran Bolger 博士 (Head Neuro-Spine Department, Beaumont 

Hospital, Dublin) をはじめとする一流の神経外科医および整形外科医との協力で開発されている。1999 年

の設立以来、当社は外科医には重要な強みとなり、患者には有益な革新的製品の設計を手がけてきた。

SpineVision の現在の製品は、脊椎病変のおよそ 9 割を占める変形、腰椎椎間板変性症、頚椎の障害、外

傷および腫瘍に対するソリューションを提供している。当社は特に、可動性維持 (動的安定化、髄核置換

術、人工椎間板) および浸襲性がきわめて少ない手術用の製品を開発し続けている。当社は現在、世界中

に 70 名の社員がいる。当社はフランスのパリを拠点として、ベルギー、イタリア、シンガポール、イギリス、

アメリカに子会社がある。当社の脊椎技術の開発と商品化の実績には定評があり、経験豊富な経営チーム

が率いている。  

162 
St. Francis Medical 

Technologies  

SPA

IN 
    1 1     

http://ww

w.sfmt.co

m/ 

The X-STOPPK® 棘間プロセス減圧システム (Interspinous Process Decompression System) は、市場初

の腰部脊椎管狭窄症治療用の独立型で侵襲性のきわめて低い手術法である。この革新的デバイスは、症

状の緩和と身体機能の向上に有効であることが臨床的に証明されており、従来の減圧手術に代わる早期

治療法を提供するものである。本デバイスを用いた手術は、侵襲性がきわめて低く、局所麻酔で施術が可

能であり、患者の回復、日常活動への復帰を早め、生活の質を向上させることができる。本治療法を完全

に中止して、他の治療法を選ぶこともできる。 

163 STI Medical Systems USA      1  
http://ww

w.sti-haw

STI Medical Systems 社は、癌発見のための高度診断イメージング技術の開発における世界トップレベル

の企業である。当社の革新的なハイパースペクトラル診断イメージング（HSDI ®：HyperSpectral Diagnostic 
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aii.com/ Imaging）技術は、患者、医師および保険会社に重要な価値を提供するであろう。 

 

HSDI は、まだ満たされていない医療診断のニーズに対処するために生物化学的現象学を利用してスペクト

ルおよび空間イメージングおよび画像処理を独自にハイテク融合したものである。 

 

HSDI は Virtual Biopsy ®（仮想生検）技術を使用して、高解像度デジタル画像、組織蛍光画像および白色

光反射画像の組み合わせを用いて自動的にデータの獲得と分析を行う。高度コンピュータ支援診断（CAD）

アルゴリズムはこれらのデータを使用して、疾患の縁の正確な輪郭をたどり、癌性になる前の組織および癌

性組織の発見、分類および場所の究明を行う。 

164 superDimension  USA      1  

http://ww

w.superdi

mension.c

om/ 

superDimension 社は、末梢肺疾患の診断および治療をも可能にするかもしれない低侵襲性肺臓装置の開

発と販売を行う株式非公開の医療機器企業である。当社の製品ラインの inReach TM システムには資本設

備と消耗品がともに含まれており、800 万超の患者すべてにおいて利用可能な市場に対処している。 

 

「末梢肺疾患の診断と治療において世界的な指導者となる」という当社の使命に駆り立てられて、治療しや

すいもっと早期の段階のこれまで手が届かなかった肺の病変の診断に役立てるために従来の気管支鏡検

査ツールの性能の拡大に焦点を置いている。 

165 SuturTek  USA     1   

http://ww

w.suturte

k.com/ 

Sutur Tek 社は株式非公開のベンチャーキャピタルの支援を受けた医療機器会社である。Sutur Tek 社の

特許取得高度創縫合技術プラットフォームは、切開手術および低侵襲性手術において従来の手を使う縫合

手法を独自に再現する縫合機器の全製品ラインの基礎となっている。Sutur Tek 社の機器を用いて外科医

は従来の手を用いた縫合よりもさらに迅速に、容易におよび安全に縫合することができる。 

166 SyntheMed  USA 1 1         

http://ww

w.synthe

med.com/

1990 年設立の SyntheMed, Inc. は、独自の生体再吸収性高分子技術を用いて全年齢の患者の治療の水

準を上げる製品の開発および販売に専心している。当社の研究開発の取り組みは、生体再吸収性高分子

技術を用いて、多様な製品提供の形を作り出し、満たされない治療ニーズに取り組んだり、現在の治療法と

比して治療と手術用製品の水準を上げたりすることを目的としている。術後癒着を予防、減少させるための

製品に加え、当社の高分子技術は、再吸収性のある縫合糸、ステント、移植可能なデバイスのコーティング

材、ドラッグ薬剤送達システムなどで医療分野へも応用が可能であると考えている。当社は、抗癒着材、薬

物送達製品など手術用インプラント材の開発と商品化に注力する生体材料企業である。当社の研究開発

では、広範な生体再吸収性高分子原料を取り込み、親水性の原料と疎水性の原料と混合する取り組みを

率先しておこなっている。ヘブライ大学の Casali 応用化学研究所との長期にわたる関係によって、広範な高

分子技術基盤の基礎を築いた多くの特許発明が生まれた。当社が開発し、可能性を引き続き調査している

独自の生体再吸収性材料の多様性は、多種多様な手術製品の可能性を開いた。当社は患者の治療の質

を向上させるという 1 つの目標を掲げてこの可能性を追求している。 

167 
TechniScan Medical 

Systems  
USA      1  

http://ww

w.technis

canmedic

alsystems

.com/ 

TechniScan Medical Systems（TMS）社は、画期的な超音波画像診断システム、UltraSound CTTM

（USCTTM）の開発と商品化に携わる株式非公開の医療機器会社である。TMS の画像診断システムは、解

剖学（すなわち胸部内の身体構造）および病理学（すなわち、体の組織の特性）についての詳細な情報を与

える新しい非侵襲性画像診断ツールを医師に提供するように設計されている。このシステムは、胸部にお

ける正常な組織、良性の組織および悪性の組織の超音波特性を特徴付けることによって医師が乳癌を診
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断する手助けをするために乳房 X 線撮影法の補助装置として使用されることを目的としている。 

 

当社の独自の逆散乱アルゴリズムを用いて USCTTM は身体構造および胸部内の相互の空間的な関係を

正確に示す三次元画像を作成できる。さらに、逆散乱は、3 つのすべての空間方向に登録された組織の音

の値の速度と減衰についての新しい情報を提供する。この完全なデジタル技術は、診断の確信度を改善で

きる可能性のある医師と放射線科医にとってこれまで入手できなかった組織の性質についての情報を与え

る。 

168 Theken Disc   USA   1 1       

http://ww

w.theken.

com/hom

epage.php

Randy Theken (taken (テイクン) と発音する) は、Theken ファミリー企業として知られている整形外科用医

療機器企業の設立者である。Theken Orthopaedic, Inc. は、FDA 承認が必要な大手医用機器企業に対し

て、整形外科用インプラント材の機械検査をおこなっている。Theken Spine, LLC は、全国で脊椎固定術用

デバイスの設計、開発、製造、販売をおこなう。Theken Disc, LLC は、超小型電子技術を用いた置換用の

人工椎間板など、ハイテク医療機器製品の設計および開発をおこなっている。Therics, LLC は、さまざまな

人工骨製品の設計・開発をおこなっている。電子工学修士号を有するエンジニア Randy Theken と急成長し

ている自身のファミリー企業は脊椎インプラント業界に多大な影響を与えている。     2003 年に設立さ

れた Theken Disc, LLC は、超小型電子技術を用いた人工椎間板置換術の革命たる eDisc™ など、関節形

成術用製品の設計、開発および製造を行っている。2003 年中ごろ、米国オハイオ州は、Theken Disc, LLC

に Technology Action Fund Award として 71.3 万米ドルを授与し、当社の事業立ち上げを支援した。2003

年末までには、オハイオ州北東部の個人投資家からさらに 550 万米ドルの支援を受けた。これらの資金提

供は、eDisc のさらなる開発と前臨床試験の実施に使われている。Theken Disc, LLC の最初の開発プロジ

ェクトは eDisc である。本製品は、第 2 世代の生理学的腰椎置換用製品である。     1996 年に設立さ

れた Therics, Inc. は、骨の成長を促進し、病気の感染リスクをなくす多種多様な人工骨製品の設計、開

発、製造を行う。2005 年 7 月、Therics, LLC は、Tredegar Corp から所有権を買い取り、Randy Theken に

よって、オハイオ州の有限責任会社として設立された。Tredegar Corp は、特許技術 Theriform を用いて、 

β型リン酸三カルシウム (ß-TCP) 製品を生産している。Theriform 技術は、「3 次元」 印刷製法で、デバイ

スを外から中へと製造していくのに対して、内から外へと製造する。印刷ヘッドは ß-TCP の薄い層を行き来

して、微量の結合剤を運んで粉末を結合し、断面を形成する。この工程は、特定の製品が完成するまで断

面ごとに続けられる。この方法によって、Therics は、実際の足場材料である、マイクロ構造(細孔の内部相

互接続性) とマクロ構造 (外形) という欠かすことのできない両方の部分をコントロールすることができる。

内部のマイクロ構造のコントロールは細胞の移動と血管の内方成長に欠かせないものであり、高密度の骨

を固定する。Theriform 製法という特許技術を持つ Therics は、高密度の骨の固定という最終的成果に欠

かせないマイクロ構造を生産し、コントロールする唯一の企業である。Therics は、他の医療機器企業の自

社ブランド製品のみならず独立系の整形外科用製品代理店の全国ネットワークを通じて米国で自社製品を

販売している。     1992 年に設立された Theken Orthopaedic, Inc. は、FDA 承認 (デバイス) を必要

とする医療製品製造企業に対して、製品の力学的検査および薬事関連サービスを提供している。Theken 

Orthopaedic には、いくつかの単軸性および二軸性のサーボ機構水力式試験システム (uniaxial and 

biaxial digital servohydraulic test systems.) を取り入れた世界最先端のインプラント検査技術設備の 1 つ

がある。検査されるインプラント材の種類がチタンから高分子複合体まで多様である一方、これらの機械に

有効な検査の形態は無限である。Theken Orthopaedic は、独占的に医療用インプラント材およびデバイス
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の検査を行っている。米国で製品を販売するために、ＦDA 承認を得るための一連の試験が行われる。これ

らの試験から得たデータが収集され、510k (デバイスの FDA 承認申請用報告書) に含まれる。 これは、発

売を遅らせかねない時間のかかる作業である。Theken Orthopaedic は、簡潔な表とグラフで正確なデータ

を提供してこの作業の効率化を図る。これによって、 FDA 担当官のデータ解釈と FDA 承認にかかる時間

の短縮がしやすくなる。また、Theken Orthopaedic は、何年間も FDA に協力しており、この経験によって質

問にすばやく答え、製造業者が申請を迅速に処理するために必要な補足情報を提供することが可能になっ

ている。1998 年に設立された Theken Spine, LLC は、脊椎固定用製品全般の開発、製造および販売を行

っている。Theken Spine は、独立系の販売業者の全国ネットワークを通じて自社製品の販売を行っている。  

169 
Third Eye 

Diagnostics  
USA         1   

http://ww

w.3-e-d.c

om/ 

Third Eye Diagnostics は、非侵襲性の頭蓋内圧力モニターを開発している企業である。当社のオフィスは、

ペンシルヴァニア州ベスレヘムのリーハイ大学の Ben Franklin TechVentures にある。 

170 Tissue Genetics USA      1  

http://ww

w.tissueg

enetics.co

m/ 

当社は、遺伝子疾患のある患者の治療を改善するための独自の技術を持つ分子診断会社である。当社

は、遺伝性疾患を持つ患者を識別してそれらの最適な治療のコースを決めるための特許で保護されたバイ

オマーカーを有している。当社の最初の製品は、先天的な胸部、卵巣および結腸直腸癌のスクリーニング

の新しい規範を確立し、確立された市場を崩壊させ、時間や金を節約し、命を救い、不必要な治療を省くで

あろう。 

171 Tomophase USA     1 1  

http://ww

w.tomoph

ase.com/

Tomophase Corporation は 2003 年に設立され、光をベースにしたイメージングと療法を使用して満たされて

いない医学的ニーズに革新的な解決法を与えることを目的とした私企業である。多くの主要な医学的進歩

は、コンピュータ断層撮影、核磁気共鳴イメージングおよび陽電子放出型断層映像法などの新しい医学イメ

ージングツールの導入により注目されてきた。1 つの新しい画期的な方法、同等のうちの 1 つが当社にとっ

て実現可能であると信じている。光の使用は、われわれを疾患の診断および生活の改善の新しい方法に

導いている。Tomophase 社は、リアルタイムの高品質高解像度断面組織画像を送ることができる光コヒーレ

ンストモグラフィー（OCT）の分野で技術を開発し、特許を獲得してきた。Tomophase の技術を用いると、生

検や放射線、UV 光や画像造影剤を使用せずに組織構造を著しく明瞭に表面下 2～3 mm まで観察すること

ができる。当社が最初に提案した、この画期的な技術の応用は、気道と肺組織の断層撮影イメージング用

の肺の薬である。当社は、Tomophase OCT イメージングシステムによって臨床医がインビボおよび原位置

の両方で気道、上皮、粘膜および平滑筋層などの微細解剖学的特性を最初に視覚化できると信じている。

これによって、肺臓学における介入手順および治療方法の多くが容易になり、あるいは改善される可能性

がある。さらなる開発によって、肺癌の管理を向上させるツールや医学の他の分野での応用も実現するで

あろう。Tomophase 社は、継続的な革新、高度な管理、医学界との密接な協力および卓越した工学技術に

より光の診断可能性を実現させることに専念している。 

172 TranS1   USA       1     

http://ww

w.trans1.c

om/ 

TranS1®, Inc. は、NASDAQ 市場で TSON として上場している医療機器企業で、革新的で浸襲性のきわめ

て低い腰痛 (LBP) 治療の手術の開発に注力している。TranS1® は、仙骨を横断してアプローチする革新

的な腰椎手術を開拓している。経皮的なアクセスと固定システムによって、線維輪と周辺の軟組織の構造

を完全に温存する腰椎固定術が可能である。TranS1® は、人工髄核ならびに椎間板置換材という 2 つの

可動性プラットフォームも開発しており、どちらも経皮的な仙骨を横断するアプローチで用いられる。 

AxiaLIF® は、仙骨の正面から腰椎にアクセスする方法で、安全かつ再現可能なアプローチである。これに
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よって浸襲性のきわめて低い L5-S1 椎体へアプローチが可能となる。死亡率を有意に減少させる優れた

成績を達成するために X 線透視法の適応を拡大することによって、新しいアプローチと浸襲性のきわめて

低いアクセスが利用可能となった。     

＊大体動脈で用いるセルディンガー法によって、心臓のカテーテル挿入法がさらに進化し、経皮的なカテー

テル挿入法が導入された。 

＊腹腔鏡アクセスは、浸襲性の最も低い手術と腹部へのアクセスを可能にして外科医の評価を得た。 

＊膝、肩、くるぶしへの関節鏡アクセスは、整形外科の関節修復、再建術、重要な軟組織構造の修復で従

来外科医が用いるアプローチへの挑戦である。   これらの術式の登場によって、より浸襲性の高い手術

アプローチの慣習に異議が申し立てられ、浸襲性のきわめて低い手術が患者と外科医にとってより有益な

ものになった。 

173 Twin Star Medical  USA       1     

http://ww

w.twinstar

medical.c

om/ 

Twin Star には、減圧システムおよび／または注入ポンプと、細孔を有するカテーテルの設計を統合した技

術構想がある。目標は、次の 3 つ水準で行うことができるカテーテルを用いた治療法である。１．薬剤の正

確な局所注入、 2.  減圧／液体除去、3. 組織の観察。  当社のカテーテル技術は、現在、薬物送達と創

傷治療に焦点を当てた臨床フィージビリティ・スタディの段階に入った。中空繊維技術 (HFT) には、生体工

学原理を臨床に応用し、直接的な組織内治療を行うことができる可能性がある。当社のカテーテルは次の

ようなさまざまな病態の治療に合わせて設計できる。         

（創傷） 

•  コンパートメント症候群         

•  頭部損傷         

•  再建弁         

•  火傷         

•  切開創 

（薬物送達）         

• 化学療法薬        

• 抗生物質         

• 鎮痛剤         

• 再生成長因子 

これらのカテーテルの中空繊維孔の大きさは、軟組織細胞よりもはるかに小さい。局所、すなわち患部特異

的な組織の排液と注入で細胞間の間質腔にアクセスすることによって、この孔の小ささが組織の微小循環

を促進する。 

中空繊維は、半透性原料で作製された細管である。この原料と孔の大きさによって、細管壁通過が可能か

否かが決まる。中空繊維原料の選択は、他の物理的特性とともに、まずは、除去あるいは保持する分子の

大きさに基づく。 

中空繊維カテーテルの組織内での位置決めは、勾配希釈法 (微小透析法) および静水圧勾配 (毛細血管

限外濾過法) を用いて、これまで分析試験に用いられてきた。この使用法は、治療目的ではない。 

174 TxCell  
Fran

ce 
  1         

http://ww

w.txcell.c

TxCell は、フランスのニース近くの広大な産業地区である Sophia-Antipolis に拠点を置くバイオテクノロジ

ー企業であり、炎症性疾患および自己免疫疾患向けの新しい治療法を開発している。 
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om/  

エフェクターT 細胞と制御性 T 細胞との自然なバランスは、免疫システムが自己抗原または環境抗原に対

する自己免疫を制御するために非常に重要である。その調節異常が生じると、炎症性疾患および自己免疫

疾患の進行が制御されなくなる。TxCell の戦略の狙いは、制御性 T 細胞を体内に取り込むことにより、この

免疫の平衡を再建することである。 

 

クローン病、多発性硬化症、乾癬、またはリウマチ性関節炎は、ショックと長期的な治療が二者択一的に必

要な自己免疫の慢性疾患である。重症患者向けの現在の薬物治療では、免疫反応を幅広く抑えるステロ

イドと免疫制御薬が用いられる。そのため、これらの薬は、特に長期的な常用の場合には、感染リスク、さ

らに一般的には副作用のリスクを伴う。現在利用できる最新の治療法の多くは、本質的に一時しのぎにす

ぎず、炎症の根本原因に明確に向けられるものではない。大半のケースでは、免疫システムは、治療が患

者の再発の原因になることを避けることができる。TxCell が提案する治療法は、炎症組織内の炎症を抑

え、寛容原性環境を促すことを目的としている。従って、制御性 Tr1 細胞治療は、自己免疫障害、免疫調節

の異常の原因レベルで直接的に作用すると考えられる。 

175 US Spine  USA     1       

http://ww

w.us-spin

e.com/ind

ex.html 

US Spine は、非公開の医療機器企業で、中期段階の研究 をおこなっており、急速に成長する脊椎インプ

ラント市場に対応するため画期的な技術を用いて先進的な脊椎インプラントシステムの開発と商品化に注

力している。当社、先進的な生体材料を用い、設計者に熟練外科医を起用して、可動性維持および組織温

存に焦点を当てた開発に取り組んでいる。 

176 Veran Medical USA     1 1  

http://ww

w.veranm

edical.co

m 

経験豊かな業界の専門家のチームは Veran Medical Technologies 社の核をなす部分である。Veran 社の熱

心な革新者は、これまで想像できなかった方法で医師が疾患を診断し治療を行うことができる一連の製品

を開発している。Veran 4D 技術は、心拍と呼吸で動く器官の治療を行う可能性を引き出している。 

177 VERTEBRON, Inc.  USA     1       

http://ww

w.vertebr

on.com/ 

VERTEBRON® は、拡大する脊椎手術の需要に応えることに専心している。当社の使命は、安全かつ簡便

な外科手技のインプラント材と器具の進歩を図り、外科医、医療スタッフ、患者が経験する脊椎手術を向上

させることである。当社は、脊椎固定術と関節固定術への使用要件を安全に満たす製品を数種類開発し

た。これと同時に当社は、可動性維持(関節形成術) および動的安定化に注目した新しく真に革命的な製品

および知的財産(IP) を開発している。当社の責務は、当社の革新的取組を通じて、外科医および患者に信

頼を与えることである。 

178 VertiFlex, Inc.  USA     1 1     

http://ww

w.vertiflex

.net/ 

2005 年設立の VertiFlex®, Inc. は、米国カリフォルニア州サンクレメンテを拠点に国内外で事業展開す

る、非公開のベンチャー企業が後援する医療機器企業である。当社は、脊椎障害のための経皮的で浸襲

性がきわめて低い可動性維持技術の開発と進化に専心している。VertiFlex® は、患者の転帰を変える先

進的な製品と十分なソリューションを提供することに取り組んでいる。これには、複数レベルの経皮的低浸

襲の固定術またはスクリューを用いた小切開固定術 (mini-open screw fixation) を可能にする Silverbolt™ 

Percutaenous Posterior Fixation System (経皮的後方固定システム)、Octane™ Product Family of 

Interbody および Oracle® Expandable Retractor などがある。 当社の製品ラインには、Dynabolt™ Dynamic 

Stabilization System、Silverbolt™ System によって経皮的に行う椎弓根スクリューベースの移動システム、

Superion™ Interspinous Spacerもある。これらの可動性維持製品の提供によって、多くの適応症に対して幅
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広いソリューションを可能にする。Superion™ Interspinous Spacer は、現在米国で臨床研究段階にある。 

179 
Victhom Human 

Bionics  

Can

ada 
    1 1     

http://ww

w.victhom

.com/inde

x_en.htm 

2 つの業務部門： 

2004 年 1 月に、Victhom は、様々な技術を組み合わせた革新的な製品を共同で開発する 2 つの事業部門

を設立した。 

BioTronix は、人体の生体力学的な機能不全を補う矯正・補綴市場向け製品を開発する。 

NeuroBionix は、センサー、人工知能モジュール、専用の刺激装置などの生体工学装置の開発に注力して

いる。これらの技術は、末梢神経系を刺激し、その信号を正確に測定するのに利用される。 

 

コア・コンピーテンシー： 

当社は、人間生体工学装置の開発を専門としている。 

Human Bionics は、人体と瞬時にやり取りして、生体力学的または生理的な機能の代替となったり回復させ

たりすることができる装置の製造を専門とする部門である。これを達成するために、対象の身体機能の反

応を測定して、人工知能によりこの測定値を解釈し、指示を出すことができる部品が製品に含まれなけれ

ばならない。当社は、以下の 2 分野の専門技術を開発した。 

Neuroelectronics（Neurobionix 研究部門）：末梢神経系の神経活動の感知と刺激。 

Biomechatronics（Biotronix 研究部門）：生体工学的なメカトロニクス・メカニズムによる手足の生体力学機

能の代用またはサポート。 

研究開発の管理には、専門技術の単位ごと、および開発プログラムごとに母型構造を利用している。この

構造は、配分された時間・予算内で技術を提供する平均を上回る能力を提供する。 

180 
VIDA Diagnostics, 

Inc.  
USA      1  

http://ww

w.vidadiag

nostics.co

m/ 

VIDA Diagnostics 社は、肺の画像分析および治療計画のトップ企業である。当社は、肺の高解像度のコン

ピュータ断層撮影（CT）画像データセットの能力を明らかにするソフトウェアソリューションを開発して市販し

ている。 

 

VIDA の目的は、肺癌や慢性の閉塞性肺疾患（COPD）などの急性および慢性の肺疾患について発見、病

期診断、治療計画、内視鏡的治療やフォローアップ治療を大幅に改善することである。 

 

VIDA は最高レベルのソフトウェア製品およびサービスを顧客に提供することに専念している。VIDA は、肺

関連業界に拡張可能なソリューションを与える際の優秀さと信頼性に焦点を置いている。 

181 ViewRay, Inc.  USA 1    1  

http://ww

w.viewray.

com/ 

ViewRay 社は、特許権の存続する間はこの技術の独占的な国際ライセンスをフロリダ大学から獲得してい

る。ViewRay 社の設立者で最高科学責任者である James F. Dempsey 博士は Renaissance・System の発明

者であり、現在はこの製品のさらなる発展に専心している。 

 

差し迫った患者のニーズに留意して、コンセプトから患者の準備状態に至るまで Renaissance・System 1000

を一貫して発展させるために Dempsey 博士は経験豊かな企業経営者とともに即時に参加した。同時に、

ViewRay チームは Renaissance・System 1000 を世界中の癌患者に迅速、系統的かつ安全に利用できるよ

うにするために必要な開発活動に焦点を置いている。 

182 Visualase  USA       1     http://ww Visualase, Inc.は、BioTex, Inc.（Visualase の技術を最初に開発し、現在は製造している）からのスピンオフと
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w.visualas

e.net/ 

して 2005 年に設立された。Visualase, Inc.は現在、テキサス州ヒューストンにある非公開企業である。 

 

Visualase, Inc.は、熱剥離市場向けの先進的なレーザー技術・画像誘導技術の製品開発、臨床評価、製

造、販売に重点を置いている。当社の目標は、低侵襲性の温熱腫瘍治療向けの優れたプラットフォームを

医師に提供し、患者ケアの改善のために既存の診断・治療環境を融合することである。当社は、研究パー

トナーの BioTex, Inc.と協力して、転移性脳腫瘍、肝転移、骨・脊髄損傷、甲状腺結節などの分野における

当社のレーザー切断・画像誘導技術の臨床評価を積極的に追及している。 

183 VitalWear  USA       1     

http://ww

w.vitalwea

r.com/ 

VitalWear, Inc. は、慢性疼痛の管理および損傷の回復促進に用いる手頃な温熱／圧迫システムの販売に

おいてトップを走っている。当社は、整形外科療法および在宅医療市場で、低コストで償還率と耐久性の高

い医療機器の製品群をさらに拡大する独自の技術の成功の上に成り立っている。当社は、一台で温熱療

法および圧迫療法の両方を行うデバイスを提供している唯一の企業であり、このデバイスは治癒過程を促

進することで知られる急速な温熱と冷熱の転換が可能である。2001 年設立の当社は、革新的で耐久性の

ある医療装置、特に在宅医療、疼痛管理、整形外科療法、スポーツ医学、リハビリなどの成長市場向けの

装置の作製に専心している。当社独自の技術は、医師および患者の両方にきわめて有効な自己管理方式

の治療を可能にし、当社のシステムは慢性疼痛、損傷、術後の回復の新しい標準治療となった。  

184 Vivoxid  
Finla

nd 
  1 1       

http://ww

w.vivoxid.

com/ 

Vivoxid Ltd 医療機器部門では、新世代の生体材料製品および生産サービスの開発、製造および販売を行

う。当社は、骨再建用の生分解性を有する高分子複合材およびインプラント用の生分解性ガラス繊維複合

材 FiberLiveTM、さらには耐力性と生分解性を有するインプラント材の表面に用いる MetAliveTM 軟組織接

着技術と BonAliveTM 生体活性ガラスを販売している。当社は、まさに国際的に拡大をしようとしているとこ

ろである。主な株式投資家は、Sitra, Varma Mutual Pension Insurance Company および Sentica Partners 

Ltd. である。所在地はフィンランドのトゥルク、設立は 2001 年である。当社のダイナミックな事業経営は、生

体材料および組織の治癒過程についての広範な知識に基づく。当社は知的財産権において優位な立場に

あり、有効なネットワーク作りと経験豊富な人材を有する。当社は、異なる部門とともに研究開発プロジェク

トに参加しており、大学の研究者とともに独自の研究開発を行っている。当社の品質システムは、ISO 9001 

(2000 年) および ISO 13485 (2003 年) の条件を満たし、デンマークの医療機器認証 Danish Medical 

Devices Certification (DGM) を受けた。当社の生体活性ガラス BonAlive™ 細粒および BonAlive™プレート

は、CE マークを取得している。 

185 Xylos  USA 1 1         

http://ww

w.xylosco

rp.com/ 

Xylos Corporation は、人間の組織の治療、修復、代替のための優れたソリューションを提供するバイオテク

ノロジー企業である。当社は、ＦＤＡの認可を受けた製品、既存の収益の流れ、外科用インプラント、経皮的

な薬品送達、スキンケアの分野における 46 億米ドルの市場機会を目標とする製品パイプラインを有してい

る。当社の成功の根拠は以下の通りである。 

 

動物、人間、人工的な代替品に固有のリスク、複雑さ、制限がなく、医療機器用の優れた材料を提供する

特許取得済みの当社のバイオセルロース技術。 

以下のようなバイオセルロース材料。 

疾病伝播リスクをなくす。 

人間の組織の処理特性を模倣する。 
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人工的な材料とは異なり、正確な性能特性を達成する。 

活性薬剤の有効な送達を可能にする。 

人間への臨床試験で検証された当社の生体適合材料の安全性と効力。 

欧州を拠点とする整形外科のグローバル・リーダーとの神経外科分野でのパートナーシップ、およびスキン

ケア分野における全世界でのパートナーシップ。 

筋骨格の修復、経費的な薬品送達、審美的なスキンケアに関する明確で有力な製品パイプラインを目標と

する、焦点を絞った当社の戦略。 

明確に定義された M&A 出口戦略。 

実績のある医療機器専門家による経営陣。 

当社は、不可欠な製品が不足している大規模な市場をターゲットにしている。当社は、このような不足を解

消し、正確な性能の要件を達成する外科手術用および局所用の製品を作り出すために、生合成中および

その後の独自の手法を用いて、中心となるバイオセルロース材料を設計している。当社は、独自の技術を

保護するために、Johnson & Johnson（J&J）、Rensselaer Polytechnic Institute（RPI）、Kimberly-Clark 

Corporation（Kimberly-Clark）からライセンス供与を受けた特許を含め、全世界で 40 件超の取得済みの特

許、出願中の特許、暫定特許を管理している。当社は、重要なノウハウと企業秘密を保持し、大規模な製

造・商用化で成功を収めてきた。 

 

当社の戦略は、大きなビジネス・チャンスとなる以下の 2 つの主な要素に重点を置いている。 

 

筋骨格の修復、経皮的な薬品送達、審美的なスキンケアの製品パイプラインを開発すること。 

神経外科および慢性的な傷の治療における既存のパートナーシップを拡大し、活用すること。 

当社の各パイプラインは、持続可能な市場リーダーシップのポジションを提供することができる差別化され

た製品群から構成されている。パイプラインには、市場の需要が実証された短期的な製品、臨床前の優位

性が証明されている中期的な製品、市場における実現可能性が実証されているが、取り組みが不十分な

長期的な製品が含まれる。 

 



- 328 - 

 

 



- 329 - 

 

 

 

 

 

 

 

付属資料 2 重要論文情報 

 

 



- 330 - 

 

 

 



- 331 - 

No. 1
論文タイトル

（英文）
Development of a novel glue consisting of naturally-derived biomolecules: citric acid and human serum albumin.

論文タイトル
（和文）

生体由来物質（クエン酸とヒト血清アルブミン）から構成される新しい接着剤の開発

著者・所属論
文

Taguchi T, Saito H, Iwasashi M, Sakane M, Kakinoki S, Ochiai N, Tanaka J.･Biomaterials Center National Institute
for Materials Science, 1-1 Namiki, Tsukuba, Ibaraki 305-0044, Japan.

雑誌名・Noな
ど

J Nanosci Nanotechnol. 2007; 7(3): 742-747

注目理由・コ
メント

低侵襲手術では、創傷治癒を早めることが目的で皮膚切開の大きさを小さくして実施されているが、内視鏡下で操
作する術具は医療事故のリスクがある。本研究で述べられている接着剤は生体軟組織（筋肉）の強度に匹敵する高
い接着強度を持ち、なおかつ極めて毒性が低い。具体的には、生体のエネルギー代謝で最も一般的なクエン酸を活
性化した硬化成分と、コラーゲン（接着成分）の２成分からできている。硬化成分と接着成分の両方が、体内の酵素
によって分解されるため、この接着剤で創傷部を接合すると、①縫合がなくなる分、手術時間が短くなり、②術後、抜
糸が不要になる。

今後の展望

この接着剤を用いることで、内視鏡下手術よりは皮膚切開が大きくなっても、創傷治癒に要する時間に有意な差が
なくなると考えられる。低侵襲手術の代表例である内視鏡下手術の概念を変える可能性もある。

その他 http://nims.jp/jpn/news/press/pdf/press43.pdf  

 

No. 2
論文タイトル

（英文）
Online preconcentration by transient isotachophoresis in linear polymer on a poly(methyl methacrylate) microchip
for separation of human serum albumin immunoassay mixtures

論文タイトル
（和文）

ヒト血清アルブミン免疫混合物の分離のためのPMMAマイクロチップ内の直鎖ポリマー媒体中の過度的等速電気泳
動によるオンライン濃縮

著者・所属論
文

Mohamad Reza Mohamadi1,2, Noritada Kaji1,3, Manabu Tokeshi1,3, Yoshinobu Baba1,3,4,5, 1Department of Applied
Chemistry, Nagoya University, Nagoya, Japan, 2Department of Molecular Analytical Chemistry, The University of
Tokushima, Tokushima, Japan, 3MEXT Innovative Research Center for Preventive Medical Engineering, Nagoya
University, Nagoya, Japan, 4Plasma Nanotechnology Research Center, Nagoya University, Nagoya, Japan, 5Health
Technology Research Center, National Institute of Advanced Industrial Science and Technology (AIST),
Takamatsu, Japan

雑誌名・Noな
ど

Analytical Chemistry, 79, 3667-3672 (2007).

注目理由・コ
メント

マイクロチップ電気泳動法を用いた免疫分析法は、微量試料を迅速に分析できるという大きな利点を持っているが、
分解能及び再現性が悪いという欠点があった。この論文では、メチルセルロースを分離媒体とし、過度的等速電気
泳動法を用いて試料の濃縮を行うことで、高分解能かつ再現性高い免疫分析を実現している。ヒト血清アルブミンを
モデル試料として測定した結果は、試料は800倍に濃縮され、僅か25秒で分析が可能であることを示した。検出下限
値は7.5pMであった。

今後の展望

この論文の方法は、従来の電気泳動用マイクロチップを用いて簡便・迅速に高感度測定が可能であることから、血
清診断などの広い応用に適応できると考えられる。また、小型測定装置と組み合わせればPOCTなどにも十分対応
することができる。

その他 http://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/ac0623890  
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No. 3
論文タイトル

（英文）
Microfluidic immunoassays as rapid saliva-based clinical diagnostics

論文タイトル
（和文）

唾液を用いた迅速臨床診断のためのイムノアッセイチップ

著者・所属論
文

A. E. Herr1, A. V. Hatch1, D. J. Throckmorton1, H. M. Tran1, J. S. Brennan1, W. V. Giannobile2, A. K. Singh1,
1Biosystems Research Department, Sandia National Laboratories, Livermore, CA 94550, USA, 2Michigan Center
for Oral Research, School of Dentistry, University of Michigan, Ann Arbor, MI 48106, USA

雑誌名・Noな
ど

PNAS, 104, 5268-5273 (2007).

注目理由・コ
メント

この論文は、使い捨て可能なカートリッジチップで唾液中の口腔疾患マーカーの迅速定量を実現したものである。こ
のチップは、唾液を流路内に形成された多孔質膜にてろ過し、疾患マーカーの濃縮、反応試薬との混合を行い、電
気泳動により定量を行う。僅か20μlの唾液を用いて、10分以内に口腔疾患マーカー(マトリックスメタロプロテイナー
ゼ-8：MMP-8)の定量分析（歯周病診断）を可能とする。現行法による結果との相関も高く（r2=0.979）、迅速かつ信頼
性の高い測定が可能となっている。定量は、以前に著者らのグループによって開発されたコンパクト分析装置によっ
て行っており、POC用トータルシステムとして有用である。

今後の展望

微量の実試料（唾液）を直接チップに導入することで、口腔疾患マーカーの定量を迅速かつ高い信頼性で行えること
から、POC用システムとして期待される。また、チップ分析用の測定装置も開発しており、、小型トータルシステムが
実現しており、実用化も近いと考えられる。

その他 http://www.pnas.org/content/104/13/5268.abstract  

 

No. 4
論文タイトル

（英文）
Determination of carcinoembryonic antigen in human sera by integrated bead-bed immunoassay in a microchip for
cancer diagnosis

論文タイトル
（和文）

癌診断のためのビーズ充填型集積化イムノアッセイチップによるヒト血清中の癌胎児性抗原の定量

著者・所属論
文

K. Sato1, M. Tokeshi1, H. Kimura2, T. Kitamori1,3, 1Integrated Chemistry Project, Kanagawa Academy of Science
and Technology, Kawasaki, Kanagawa 213-0012, Japan, 2Department of Forensic Medicine, Juntendo University,
Bunkyo, Tokyo 113-8411, Japan, 3Departent of Applied Chemistry, The University of Tokyo, Bunkyo, Tokyo 113-
8656, Japan

雑誌名・Noな
ど

Analytical Chemistry, 73, 1213-1218 (2001).

注目理由・コ
メント

ビーズ充填型チップを用いて癌胎児性抗原（CEA）のサンドイッチイムノアッセイを実現している。微細流路中に1次
抗体が固定化されたポリスチレンビーズ導入し、流路途中のダム状構造で堰き止めて、上流側から血清試料、洗浄
液、金コロイド標識2次抗体、洗浄液の順で導入する。これらの操作によって、ビーズ表面にタンパク複合体を形成さ
せ、その複合体を著者らが開発した熱レンズ顕微鏡で高感度に検出する。高感度検出器である熱レンズ顕微鏡を
用いることで従来法のELISAよりも低い検出下限値を示している。13人の患者血清を用いて測定した結果、従来法
のELISAと高い相関（r=0.917）を示した。本システムを用いることで、従来長時間かかる測定が45分で終えることがで
きる。また、アッセイは試料や試薬、洗浄液を導入するだけなので、従来法に比べると簡便である。

今後の展望

顕微鏡ベースの超高感度検出器が小型化され、アッセイが自動化されれば、迅速・高感度な小型自動分析装置が
実現されると期待される。自動化されれば、測定誤差の主原因であるヒューマンエラーがなくなり、測定精度の向上
も期待される。

その他 http://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/ac991151r  
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No. 5
論文タイトル

（英文）
Simultaneous multiple immunoassays in a compact disc-shaped microfluidic device based on centrifugal force

論文タイトル
（和文）

遠心力を利用したコンパクトディスク型マイクロデバイスによる多項目免疫分析

著者・所属論
文

N. Honda1, U. Lindberg2, P. Andersson2, S. Hoffmann2, H. Takai1, 1Methodology Research Group, Research &
Development Division, Fujirebio, Inc., 51, Komiya-cho, Hachioji-shi, Tokyo 192-0031, Japan, 2Gyros AB, Uppsala,
Sweden

雑誌名・Noな
ど

Clinical Chemistry, 51, 1955-1961 (2005).

注目理由・コ
メント

通常マイクロデバイスへ試料や試薬を導入するには、ポンプやバルブが必要であるが、円形のコンパクトディスク型
マイクロデバイスと遠心力を組み合わせることで、ポンプやバルブを用いずに多項目を同時に分析することに成功し
ている。ビオチン化した各種1次抗体は、流路内に導入されたポリスチレンビーズ表面に固定化されたストレプトアビ
ジンと結合し、続いて導入される試料と反応する。洗浄後に蛍光標識付2次抗体を導入し、タンパク複合体を形成さ
せ、蛍光強度を測定することでサンドイッチイムノアッセイを行う。140試料のアッセイを50分以内に終えることができ
る。試料としてα-フェトプロテイン（AFP）、インターロイキン-6（IL-6）、癌胎児性抗原（CEA）を用いてアッセイを行っ
たところ、検出下限値はそれぞれ0.15pmol/L、1.25pmol/L、1.31pmol/Lとなり、良好な結果を示している。インター
アッセイ及びイントラアッセイ変動係数は、それぞれ10％以下と20％以下である。日間アッセイの変動係数は20％以
下である。

今後の展望

試料や試薬、洗浄液の導入にポンプを使用することなくサンドイッチアッセイが可能なコンパクトディスク型マイクロ
デバイスシステムは装置構成がシンプルで実用的にも有用である。遠心力を利用した本システムは、将来的には全
血を試料とすることができる可能性もあり、POC用システムとして高いポテンシャルを持っている。

その他 http://www.clinchem.org/cgi/content/abstract/51/10/1955  

 

No. 6
論文タイトル

（英文）
Pre-binding dynamics range and sensitivity enhancement for immuno-sensors using nanofluidic preconcentrator

論文タイトル
（和文）

ナノ流体濃縮器を用いたイムノセンサー

著者・所属論
文

Y.-C. Wang1, J. Han2, 1Department of Mechanical Engineering, Massachusetts Institute of Technology, Cambridge,
MA, 02139,USA, 2Department of Electrical Engineering and Computer Science and Department of Biological
Engineering, Massachusetts Institute of Technology, Cambridge, MA, 02139, USA

雑誌名・Noな
ど

Lab on a Chip, 8, 392-394 (2008).

注目理由・コ
メント

従来のイムノセンサーの性能は、センシングに用いる抗体の性能に大きく依存する。したがって、通常はイムノアッ
セイの検出感度を上げるためには、性能の高い抗体が必要となるが、性能の高い抗体を得るのはそれほど簡単で
はない。本論文は、ナノメートルサイズの微細流路を利用した濃縮器を用いることで、イムノアッセイの検出感度を増
加することに成功している。また、この濃縮器は濃縮率（濃縮時間）を変えることで、測定対象の測定濃度範囲（ダイ
ナミックレンジ）を任意に変えることができる。アッセイは、最初に1次抗体が固定化されたポリスチレンビーズを流路
の途中のダム構造でトラップし、下流側から電気泳動によって測定対象を導入し、タンパク複合体を蛍光検出する。
測定対象の導入時間を長くなるにつれて、濃縮率が高くなり、検出感度が高くなる。モデル反応系として、ストレプト
アビジンとビオチン化GFPの系を用いて、濃縮器の性能を評価したところ、30分の濃縮によって、500倍（50pMからサ
ブ100fMへ）の検出感度の向上に成功した。さらに、濃縮時間を変化させることで、ダイナミックレンジを10-
10000ng/ml-1から0.01-10000ng/ml-1に変えることにも成功している。

今後の展望

高感度なイムノアッセイが可能なことから、低濃度測定が必要な測定対象に有用である。また、臨床診断で広く用い
られているイムノアッセイは、測定対象によってその測定濃度範囲は異なっているが、本法は同一の測定系で任意
に測定濃度範囲を変えることができるため、実用的にも有用である。

その他 http://www.rsc.org/publishing/journals/LC/article.asp?doi=b717220f  
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No. 7
論文タイトル

（英文）
Determination of human blood glucose levels using microchip electrophoresis

論文タイトル
（和文）

マイクロチップ電気泳動によるヒトの血糖値測定

著者・所属論
文

Eiki Maeda1, Masatoshi Kataoka2, Mami Hino2, Kazuaki Kajimoto2, Noritada Kaji3,4, Manabu Tokeshi3,4, Jun-ichi
Kido5, Yasuo Shinohara2,6, Yoshinobu Baba2,3,4･1Department of Molecular and Pharmaceutical Biotechnology,
Graduate School of Pharmaceutical Sciences, University of Tokushima, Tokushima, Japan, 2Health Technology
Research Center, National Institute of Advanced Industrial Science and Technology (AIST), Takamatsu, Japan,
3Department of Applied Chemistry, Graduate School of Engineering, Nagoya University, Nagoya, Japan, 4MEXT
Innovative Research Center for Preventive Medical Engineering, Nagoya University, Nagoya, Japan, 5Department
of Periodontology and Endodontology, Institute of Health Biosciences, University of Tokushima, Tokushima, Japan,
6Institute for Genome Research, University of Tokushima, Tokushima, Japan･

雑誌名・Noな
ど

Electrophoresis, 28, 2927-2933, 2007

注目理由・コ
メント

臨床検査室においては、血糖値の測定（モニタリング）にグルコースオキシダーゼやグルコースデヒドロゲナーゼを
利用した熱量分析法が多く用いられている。しかしながら、この手法では頻繁にキャリブレーションを行うことが必要
となるため、さらなるコストの低減が望まれている。本論文で紹介しているマイクロチップ電気泳動法を用いた血糖値
測定においては、測定対象となるグルコースを事前に蛍光ラベル化してからマイクロチップ電気泳動をおこなうこと
により、必要試料の低減と同時に高感度化（0.92 μM）と高精度化（1-300 μMの範囲でr2=0.9963; p<0..01）を達成
している。

今後の展望

マイクロチップには使い捨て可能なプラスチック製（PMMA）のものを使用しており、血漿からダイレクトに血糖値を測
定可能であることから、臨床応用が十分に期待できる。しかしながら、比較的高価な蛍光試薬（2-aminoacridone）を
用いていることや、蛍光検出のための装置が高価であることを考えると、試薬とハード面に関しては低コスト化の余
地が残されており、これらが臨床応用実現のための鍵を握ると考えられる。

その他 http://www3.interscience.wiley.com/journal/114293261/･abstract?CRETRY=1&SRETRY=0･  

 

No. 8
論文タイトル

（英文）
Accurate quantitation of salivary and pancreatic amylase activities in human plasma by microchip electrophoretic
separation of the substrates and hydrolysates coupled with immunoinhibition

論文タイトル
（和文）

免疫阻害法を組み合わせた基質と加水分解物のマイクロチップ電気泳動によるヒト血漿中の唾液・膵臓アミラーゼ
活性の正確な定量

著者・所属論
文

Eiki Maeda1, Masatoshi Kataoka2, Shouki Yatsushiro2, Kazuaki Kajimoto2, Mami Hino2, Noritada Kaji3,4, Manabu
Tokeshi3,4, Mika Bando5, Jun-ichi Kido5, Mitsuru Ishikawa2, Yasuo Shinohara1,6, Yoshinobu
Baba2,3,4･1Department of Molecular and Pharmaceutical Biotechnology, Graduate School of Pharmaceutical
Sciences, University of Tokushima, Tokushima, Japan, 2Health Technology Research Center,･National Institute of
Advanced Industrial Science and Technology (AIST), Takamatsu, Japan, 3Department of Applied Chemistry,
Graduate School of Engineering, Nagoya University, Nagoya, Japan, 4MEXT Innovative Research Center for
Preventive Medical Engineering, Nagoya University, Nagoya, Japan, 5Department of Periodontology and
Endodontology, Institute of Health Biosciences, University of Tokushima, Tokushima, Japan, 6Institute for Genome
Research, University of Tokushima, Tokushima, Japan･

雑誌名・Noな
ど

Electrophoresis, 29, 1902-1909, 2008

注目理由・コ
メント

血清中や尿中におけるα-アミラーゼ活性の上昇は、急性の膵臓疾患や糖尿病、がんなどの診断に有用である。特
に膵臓のアミラーゼは唾液などのアミラーゼと比べ、急性の膵臓疾患に特異的であるため、それぞれのアミラーゼ
活性の変化を把握することが重要である。本論文では、蛍光ラベル化したマルトースが、α-アミラーゼにより加水分
解される反応を利用し、基質と加水分解生成物の定量値より、α-アミラーゼの活性を測定している。この結果、検
出限界は4.38 U/Lであり、5-500 U/Lの範囲でr2=0.9995; p<0..01の高感度・高精度定量を達成している。また、免疫
阻害法を組み合わせて用いることで、アミラーゼの由来の識別にも成功しており、従来法に比べて高感度化と高精
度な定量を実現している。

今後の展望

臨床応用するにあたっては、若干、操作が煩雑で技術を有するため、μTASの利点である高集積化が可能な点を
生かし、試料の前処理、蛍光ラベル化、分離分析といった一連の反応スキームを、１枚のチップ上で行うことが望ま
れる。

その他 http://www3.interscience.wiley.com/journal/117954036/･abstract?CRETRY=1&SRETRY=0  

 



- 335 - 

No. 9
論文タイトル

（英文）
Rapid and simultaneous multiple genotyping of human Y chromosome from a human blood sample by on-chip
enzymatic digestion and　microchannel array electrophoresis coupled with blood sample pretreatment, and

論文タイトル
（和文）

血液前処理とPCR, オンチップ酵素消化, マイクロチャネルアレイ電気泳動を組み合わせたヒト血液からのヒトY染色
体の高速同時遺伝子タイピング

著者・所属論
文

Lihua Zhanga,b,d, Toshikatsu Shinkae, Yutaka Nakahorie, Noritada Kajic, Manabu Tokeshic, Yoshinobu
Babaa,c,f･aDepartment of Molecular and Pharmaceutical Biotechnology, Graduate School of Pharmaceutical
Sciences, The University of Tokushima, CREST, Japan Science and Technology Corporation (JST), Tokushima
770-8505, Japan･bNational Chromatographic R. & A. Center, Dalian Institute of Chemical Physics (DICP), Chinese
Academy of Sciences (CAS), Dalian 116023, China･cDepartment of Applied Chemistry, Graduate School of
Engineering, Nagoya University, Furo-cho, Chikusa-ku, Nagoya 464-8603, Japan･dFuruno Electric Co. LTD.,
Nishinomiya 662-8580, Japan･eDepartment of Public Health, School of Medicine, The University of Tokushima,
Tokushima 770-8505, Japan･fHealth Technology Research Center, National Institute of Advanced Industrial
Science and Technology (AIST), Takamatsu 761-0395, Japan.･

雑誌名・Noな
ど

Sensors and Actuators B, 121, 124-128, 2007

注目理由・コ
メント

ヒトの遺伝子のハプロタイピングは、方法論としては確立されているため、現在はさらなる高速化と低コスト化が課題
となっている。本論文では、６つのDNAマーカー（47z, SRY, YAP, 12f2, TB4Y, UTY）に注目し、4.5 μLの血液から
DNAを抽出後、キャピラリーPCR、オンチップで制限酵素処理と電気泳動を行うことで、１サンプルにつき平均10分で
タイピングすることに成功している。使い捨て可能なプラスチック製（PMMA）マイクロチップを用いていることから、臨
床応用の可能性もある。

今後の展望

抽出過程とPCRがまだオンチップで実現されていないため、これらをオンチップ化することで、必要試料量の低減とさ
らなる高速化が期待できる。

その他 http://www.sciencedirect.com/science/article/･B6THH-4M4KK70-4/2/9bdca7cfc7a23d58315b250033bef729  

 

No. 10
論文タイトル

（英文）
In vivo near-infrared spectroscopy of rat skin tissue with varying blood glucose levels

論文タイトル
（和文）

血糖値を変化させたときのラット皮膚組織のIn vivo近赤外分光法

著者・所属論
文

Jonathon T. Olesberg, Lingzhi Liu, Valerie Van Zee, and Mark A. Arnold･Optical Science and Technology Center
and the Department of Chemistry, University of Iowa, Iowa City, Iowa 52242

雑誌名・Noな
ど

Analytical Chemistry, 78, 215-223, 2006

注目理由・コ
メント

糖尿病患者の血糖コントロールにおいては、技術革新により採血量が減ったとはいえ、依然として穿刺による血液
採取が必要であり、患者へのかなりの負担となっているのが現状である。全く穿刺することなく血糖値を測定する試
みを示したのが、本論文である。本論文では、ラットの皮膚に2.0-2.5 μmの波長の光を照射し、その吸収がグル
コース濃度特異的にどのように変化するかを長時間にわたって観察している。グルコース濃度の変化による吸収の
変化は、皮膚の厚みなど、他の変動要因に比べて非常に小さいものであるがゆえに、単に高血糖時と正常血糖時
の差分をとっただけの値では指標とすることはできない。そこでその代わりに、正常血糖時の吸収スペクトルから主
成分を抽出し、高血糖時と直交するような成分の検討を行うことで、グルコース濃度と相関があるような成分の抽出
に成功した。本法は、非常にバックグラウンドノイズの影響を受けやすい手法にも関わらず、それをうまく回避する方
法を考案しており、今後の進展が期待できるものである。

今後の展望

採血することなく血糖値を測定することは誰もが願うところであるが、非常に難しいのも事実である。本法は、その可
能性を示したという点では高く評価できるが、依然として問題が多いのも事実である。例えばラットでしか検討してい
ないこと、絶対的評価が出来ないため、必ず一度は長時間にわたって血糖値をモニターし続けなければならないこ
となどがある。また、現状の吸光光度計装置はポータブルと呼ぶにはほど遠く、ハード面の開発が必要不可欠であ
る。

その他 http://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/ac051036i  
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No. 11
論文タイトル

（英文）
In vivo glucose measurement by surface-enhanced raman spectroscopy

論文タイトル
（和文）

表面増強ラマン分光法によるin vivoグルコース測定

著者・所属論
文

Douglas A. Stuart,† Jonathan M. Yuen,‡ Nilam Shah,† Olga Lyandres,‡ Chanda R. Yonzon,† Matthew R.
Glucksberg,‡ Joseph T. Walsh,‡ and Richard P. Van Duyne*,†･Departments of Chemistry and Biomedical
Engineering, Northwestern University, 2145 Sheridan Road, Evanston, Illinois 60208

雑誌名・Noな
ど

Analytical Chemistry, 78, 7211-7215, 78

注目理由・コ
メント

高感度な界面分光法として知られる表面増強ラマン分光法のひとつである表面増強ラマン散乱（SERS）が、本論文
では動物モデルにおいて定量的なin vivo血糖値測定を行うために用いられている。ナノ粒子の表面に銀薄膜を修飾
したセンサーをラットに移植した後、785 nmのTi:sapphireレーザーにより光学窓を通してセンサーを照射し、得られる
シグナルを解析した。その結果、比較的少ない誤差（RMSEC=7.46 mg/dL, RMSEP=53.42 mg/dL）で血糖値を測定す
ることに成功している。本論文では、”in vivo”と言ってはいるものの、表面増強ラマン散乱のためのセンサーをラット
に外科手術により体表に固定しなければならないことから、臨床応用を目指したというよりも原理検証を行ったもの
である。このままの形では臨床応用へは可能性が低いかもしれないが、原理検証が成功しているので、新たなアイ
デアを加えることで形を変えて臨床応用が見えてくる可能性もあり、一定の評価ができる論文である。

今後の展望

このまま即、臨床応用というのは難しいが、原理が検証されたことで、違う形で非侵襲的な血糖値測定に適用させる
可能性がある。他の方法と同様に、分光法に基づいた手法であるが故、装置そのものの小型化が問題になってくる
と考えられる。

その他 http://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/ac061238u  

 

No. 12
論文タイトル

（英文）
Analysis of Specific Gene by Integration of Isothermal Amplification and Electrophoresis on Poly(methyl
methacrylate) Microchips

論文タイトル
（和文）

Poly(methyl methacrylate)マイクロチップへの特定遺伝子の等温増幅および電気泳動解析機能の集積化

著者・所属論
文

Yukari Hataoka1 Lihua Zhang1,2, Yasuyohi Mori3, Norihiro Tomita3, Tsugunori Notomi3, Yoshinobu Baba1,4･1The
University of Tokushima, ･2Dalian Institute of Chemical Physics, Chinese Academy of Sciences , 3Eiken Chemical
Co. Ltd., ･4National Institute of Advanced Industrial Science and Technology

雑誌名・Noな
ど

Analytical Chemistry誌.2004年, 76巻, 3689-3693頁

注目理由・コ
メント

ベッドサイドで非侵襲・迅速・簡便な疾患診断技術が要望されている。本論文では遺伝子増幅・検出の機能を集積
化した使い捨て可能なマイクロチップの作製に成功している。このマイクロチップを用いてLAMP法により前立腺特異
抗原を発現する遺伝子の増幅を行い、マイクロチップ内で電気泳動あるいは目視により増幅産物の検出を行ってい
る。この増幅・検出に要する時間はわずか数分である。また必要とする試料量は約数50 fg程度であり、検診の際、
従来と比較し、患者の負担を軽減することが可能である。つまり本手法は非侵襲・迅速・簡便・低価格を実現する疾
患診断技術になりうると期待され注目に値する。

今後の展望

医療現場での実用化が期待される。目視でも目的遺伝子の有無が確認可能であり、医療現場のみだけでなく発展
途上国での疾患診断、病原菌検出などへの適用も期待される。

その他 -  
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No. 13
論文タイトル

（英文）
Rolling Circle Amplification and Circle-to-circle Amplification of a Specific Gene Integrated with Electrophoretic
Analysis on a Single Chip

論文タイトル
（和文）

特定遺伝子の増幅および電気泳動解析のマイクロチップ上への集積化

著者・所属論
文

 Laili Mahmoudian1, Noritada Kaji1, Manabu Tokeshi1, Mats Nilsson2, Yoshinobu Baba1 ･(1)名古屋大学, ･(2)
Uppsala 大学.

雑誌名・Noな
ど

Analytical Chemistry誌. 2008年, 80巻, 2483-2490

注目理由・コ
メント

微量病原菌の迅速検出および同定はテロ対策、食品・衛生管理において極めて重要となっている。現在は培養によ
る増菌の後、病原菌の検出および同定を行っているが、迅速性および簡便性に問題があり現場の要求に応えられ
ていない。Circle-to-circle amplification法/ Rolling circle amplification法は高い特異性と選択性を有する遺伝子増
幅法であり、本論文では、circle-to-circle amplification法/Rolling circle amplification法による病原菌の遺伝子の増
幅機能と増幅産物検出のためのマイクロチップ電気泳動の各要素を一枚のチップに集積化し、迅速・簡便・精確な
病原菌(コレラ菌)検出法の開発に成功している。

今後の展望

マイクロチップの利用により患者より採取する試料量が減少し、患者の負担が軽減される（低侵襲診断が可能とな
る）。また迅速・簡便な検査が可能であることより今後はその場分析での使用が期待される。

その他 -  

 

No. 14
論文タイトル

（英文）
Self-Contained On-Chip Cell Culture and Pretreatment System

論文タイトル
（和文）

細胞培養と前処理を兼ね備えたマイクロチップによる細胞内物質の解析

著者・所属論
文

Mari Tabuchi, Yoshinobu Baba　･徳島大学 (現在 名古屋大学)

雑誌名・Noな
ど

Journal of Proteome Research誌2004年, 3巻, 871-877

注目理由・コ
メント

細胞内発現物質を解析する際は、細胞溶解、目的物質の抽出、検出という手順をとる。これら一連の操作は煩雑で
あり多大な時間を要する。本論文では細胞培養・タンパク質抽出・電気泳動機能を集積化したマイクロチップを作製
し、これを用いてヒト急性T細胞性白血病細胞株を様々な物質で刺激した場合に発現するタンパク質の解析を行って
いる。その結果、刺激物質がない場合と糖鎖、海草からの抽出物、抗がん剤を投与した場合はそれぞれ異なった発
現プロファイルを示すことが明らかとなった。本手法を用いると、細胞の前処理から測定までにかかる時間は1分弱
であり、現在法の約80分と比較すると、大幅な時間短縮、ハイスループット解析が可能である。またピペッティングや
遠心分離の操作は不要となり、試料のロスも軽減可能である。このように、本論文は迅速かつ簡便な細胞内発現物
質解析法であり注目に値する。

今後の展望

本手法は患者より採取した微量試料中に存在する腫瘍細胞の解析に応用可能であり、ベッドサイドでの簡便・迅速・
非侵襲疾患診断に適用が期待される。

その他 -  
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No. 15
論文タイトル

（英文）
Development of healthcare chips checking life-style-related diseases

論文タイトル
（和文）

生活習慣病用ヘルスケアチップの開発

著者・所属論
文

Akio Okia, Hiroki Ogawaa, Masao Nagaia, Satomi Shinbashia, Madoka Takaic,Akinori Yokogawab, Yasuhiro
Horiikea,･aBiomaterials Center, National Institute for Materials Science･bROHM Co., Ltd., ･cDepartment of
Material Engineering, The University of Tokyo,

雑誌名・Noな
ど

Materials Science and Engineering C誌 2004年24巻 837?843頁

注目理由・コ
メント

MEMS技術により作製された無痛針により微量の血液を採取し、使い捨て可能なプラスチック製マイクロチップを用
いて生活習慣病マーカーや肝機能の迅速・簡便な検出を可能としている。無痛針およびマイクロチップの利用により
非侵襲的診断およびその場診断が可能となる。加えて無痛針を用いることで患者の苦痛を緩和し、定期的な検診が
可能であるために予防医療機器としての利用が期待される。プラスチック製マイクロチップの使用により使い捨てが
可能であり、必要とする試薬量、試料量の大幅な削減も可能である。このために1検体あたりのコストを現在法よりも
大幅に削減可能であると考えられる。このように現在の医療が抱える問題の解決を可能とするデバイス開発の報告
であり注目に値する。

今後の展望

医療現場・在宅での実用化・普及を目指すためには、医療器具として必要な課題の解決および価格の抑制などが
重要であると思われる。また、報告では比色法を用いているが、ターゲット分子によっては感度向上の検討が必要
かもしれない。

その他 -  

 

No. 16
論文タイトル

（英文）
Nanopillar sheets as a new type of cell culture dish: detailed study of HeLa cells cultured on nanopillar sheets

論文タイトル
（和文）

新しい細胞培養ディシュとしてのナノピラーシート：ナノピラーシート上で培養されたHeLa細胞の詳細な研究

著者・所属論
文

(1)S. Nomura ? H. Kojima ? Y. Ohyabu ? T. Uemura ･Nanotechnology Research Institute, National Institute of
Advanced･Industrial Science and Technology (AIST)･(2)K. Kuwabara ? A. Miyauchi･Materials Research Laboratory,
Hitachi Ltd
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Journal of Artificial Organs誌 2006年 9巻90?96頁

注目理由・コ
メント

再生医療において目的とする細胞の増殖、非侵襲的な回収方法が切望されている。熱式ナノインプリント技術により
作製したナノピラー構造体上で細胞を培養すると、細胞は凝集し、スフェロイドを形成して増殖した。そして継代の際
にはピペッティングのみでほぼすべての細胞を回収可能であった。つまり、ナノピラーを用いると細胞の増殖、非侵
襲的回収が可能である。このように細胞とナノ構造体を有する基材表面との相互作用を研究することで従来にない
新たな現象が観測されたのは注目に値する。

今後の展望

今後、ナノピラーの形状、配置パターンが細胞の増殖・分化に及ぼす影響を調べることで、患者より低侵襲（少量）で
採取してきた細胞の高効率培養、高品質細胞の供給が可能になり、再生医学への貢献が期待される。

その他 http://www.aist.go.jp/aist_j/aistinfo/aist_today/vol06_10/special/p12.html  
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灌流で脱細胞化したマトリックス：バイオ人工心臓を創るために本来の組織骨格を使って
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Doris A Taylor2,4･1Department of Surgery, Massachusetts General Hospital, Harvard Medical School, 55 Fruit
Street, Boston, Massachusetts 02114, USA. 2Center for Cardiovascular Repair, University of Minnesota, 312
Church Street Southeast, 7-105A NHH, Minneapolis, Minnesota 55455, USA. 3Department of Biomedical
Engineering, University of Minnesota, 312 Church Street Southeast, 7 NHH, Minneapolis, Minnesota 55455, USA.
4Department of Integrative Biology and Physiology, University of Minnesota, 6-125 Jackson Hall, 312 Church
Street Southeast, Minneapolis, Minnesota 55455, USA.
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注目理由・コ
メント

組織から細胞成分を除去して拒絶反応を低減させる脱細胞化技術は，各組織・臓器特有の組織骨格を利用して再
生する移植片を提供し得るものであり，ドナーまたは動物組織を利用した臨床研究がスタートしている．ランゲンドル
フ回路を使って冠動脈から界面活性剤SDSを灌流させて処理し，ラットの心臓丸ごとを脱細胞した初のレポートであ
る．脱細胞後もラミニン，フィブロネクチンといった接着タンパクは残ることを示している．脱細胞化した心臓に新生子
ラット心臓由来細胞を灌流してペーシングすることで，厚さ0.5mm～1.1mmの脱細胞化心臓壁に細胞を正着させて心
臓を拍動させることに成功している．

今後の展望

細胞を播種したラット心臓の収縮力は2.4mmHgと成体ラットの2%程度であり，ラットから大動物にスケールアップする
ためのブレークスルーも必要と考えられるが，冠動脈・静脈を兼ね備えた心臓まるごとのバイオ人工心臓の開発で
あり，心臓移植に代わる将来の技術として期待できる．細胞を使わない脱細胞化組織は生体由来材料の範疇であ
り，医療機器の新しいカテゴリーとして整備が重要となってくると考えられる．

その他 http://www.red-tercel.com/ficheros/dorist.pdf  

 


